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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この世界には『アンティーク』と呼ばれるものがある。

　骨こつ董とう品ひんや古美術品といった表の意味に隠かくされた、力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や、人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指す一部の人間が呼ぶ総称。

　例えば幸運を呼ぶ石、夜な夜な髪かみが伸びる人形、未来の姿が映る鏡、手にすると災わざわいが降りかかる刀。

　そういったものがこの世の中に存在していることは誰もが知るところだろう。

　ただ人は、実物を見ていないから全すべてが偽にせ物ものであると考えていたり、あるいは目の前にあっても気づかなかったり、不思議なことが起きても単なる偶ぐう然ぜんと思い込んだりすることで、そういうものが自分には関係のないものと思い込んでいる。

　だが『アンティーク』は人が思っている以上に、身近に存在している。

　それがもたらすものが、幸運か不幸かは手にした人間次第だ。













　　　第一章　幸運







　幸運とは人それぞれだ。

　例えば乗り遅れそうだった電車にうまく乗れたとする。運が良いと思うだろう。

　だがその電車が事故に遭あったとする。すると電車に乗れたことを、運が悪かったと思うだろう。

　だがそのときの怪け我がが原因で入院した病院で運命的な出会いをしたとする。すると事故に遭って怪我をしたことを、運が良かったと思うだろう。

　だがその運命的な出会いをした人に、嫌いやな目に遭わされたとする。するとその出会いを、運が悪かったと思うだろう。

　突き詰めれば、電車に乗ったことが不運の始まりで、運が良いと思っていたことが、後々運が悪かったと思うようになったりする。もちろん逆もある。

　つまり身も蓋ふたもないことを言えば、事象そのものに運の良い悪いはなく、本人の受け止め方次第ということだ。

　だから運が良いも悪いも考えるだけ無む駄だなのだ。

　それでも人間は運が良い悪いと考えてしまうものなのだけれど。




　　　　　　　　　◆




　あたしは一人、教室で先生を待っていた。

　遅刻をした罰として、放課後に授業のプリントのまとめを手伝う羽は目めになったのだ。

　遅刻をしたのはあたしのせいじゃなく、不運のせいだった。

　遅刻の原因は寝坊。寝坊を運のせいにするなと言うなかれ。

　寝坊をしてしまったのは、目覚まし時計が鳴らなかったことが原因だった。昨日きのうまでは普通に動いていたのに、いきなり電池が切れてしまったのだ。

　ツイてない。あたしは本当にツイてない。

　どのくらいツイてないかというと、いっつも目の前で電車やエレベーターのドアが閉まったり、信号が赤になったりする。授業ではちょうどやってないところを先生に当てられたり、テストでわからない二択問題はほぼ百パーセントの確率で間違うし、懸けん賞しようにだって宝くじにだって当たった例ためしがない。

　とにかく、きっと科学では証明できない力があたしを不運に導いてるんだ。

　それでもって今日のこれ。

　幸運に恵まれることを願って名前をつけた親の願いも空むなしく、あたしは不運の星の下に生まれてきた。

「もう最悪」

　思わず机を叩たたいたとき、金属音がした。

　つい数日前に買ったバングルだ。そのバングルの枕まくら詞ことばを思い出し、あたしは舌した打うちする。

　何が「幸運を呼ぶバングル」よ。

　こんな偽にせ物ものを摑つかまされたことも、あたしの不運を証明している。

「こんなもの」

　右手につけたバングルをはずして捨すてようとしたとき、教室のドアが開かれた。

　入ってきたのは先生ではなく、クラスメイトの倉くら田た君だった。正確に言えば、ただのクラスメイトではない。あたしが密ひそかな恋心を寄せる、倉田君だった。

「倉田君、どうしたの？」

「ああ、プリントのまとめの手伝い。昨日さ、夜にゲーセンで遊んでたの見つかってな。新しん谷たにの奴やつ、生活指導だろ？　見回りしてたんだ。そういう東とう條じようは？」

「あたしもプリントのまとめの手伝い。今日、遅刻したから」

「目覚ましが壊こわれてたんだっけ？　運が悪かったな」

　さっきまで、あたしもそう思っていた。運が悪いって。でも倉くら田た君と一緒なら、全然悪いことはない。むしろ嬉うれしいくらい。

「それにしても、先生遅いな」

　そう思っていたとき、教室の引き戸がまた開かれ、新しん谷たに先生が教室に入ってきた。

「ちゃんと揃そろってるな？　東とう條じよう、倉田、プリントだ」

　あたしは先生からプリントを受け取る。って、どさくさに紛まぎれて手を触さわるな。セクハラオヤジめ。

「倉田は夜遊びの、東條は遅刻の罰だ。自じ業ごう自じ得とくだってことわかってるな？」

　自分だって今遅れて来たくせによく言う。自分の遅刻はいいのかと言いたい。っていうか、むしろ来なくてよかった。いなくなればいいのに。

「じゃあ、始めるぞ」

　あたしの願いも空むなしく、先生は教室に入ってきて引き戸をぴしゃりと閉めた。

　そのとき、勢いよく閉めたせいなのか、ドアがレールをはずれて、ぐらりと傾いた。

「危あぶない！」

　あたしが叫び、先生が後ろを振り向いたと同時に、倒れたドアが先生の頭に直ちよく撃げきした。

　結局、先生は頭を怪け我がして保健室に運ばれてしまった。どさくさに紛まぎれてあたしと倉田君のプリントまとめもお役御ご免めんとなった。

「先生には悪いけど、ラッキーだったな」

「そう、ね」

　あたしは無意識のうちに手首のバングルを摑つかむ。

「もしかしてこれのおかげ？」




　この幸運のバングルと出会ったのは昨日きのうのことだった。

　いいことなんて何一つない、それどころかテストで赤点を取るなんて運の悪いことこの上なかった日のこと。

　テストの点数が悪いのを、運のせいにするなと言うなかれ。

　自分で言うのもなんだけど、あたしは決して頭が悪いほうではない。

　その証しよう拠こに、答えは合っていたのだ。

　ただ解答欄らんが一つずつずれていただけで。

　テスト中に焦あせっていたわけでもないし、見直しだってした。答えをずらして書いた覚えはまったくない。

　けれど、返ってきた答案は×の嵐。

　あたしは生まれながらに、死神とか貧びん乏ぼう神がみのような不運の何かに取り付かれているのだ。

　そう思わないとやっていられなかった。

　ううん。いつもそう思ってしまうくらい、すでにあたしは不運に慣れていた。

　この答案を持って帰るのに多少の抵抗を持ちつつ、街をふらふらしていたとき、あたしの目の前に小さな店が現われた。

　いつの間にか入り込んだ奥まった路地のさらに奥。

　そこにぽつんと建っていた小さな、古びたお店。

　あたしは何となしに、その店に入ってみた。

　外観と同じように、中も古びた店だった。決して不潔な感じはしないけれど、華はなやかさには欠けている。今の自分にはぴったりのような、そんな店。

　少し気味が悪い人形や、奇き妙みような形をしたランプなどの雑貨が点在している。中古品なのか年代物の骨こつ董とう品ひんなのか、時代を感じさせるような代しろ物ものだ。

　そんな中、同じような形をしたバングルがいくつか並んでいた。菱ひし形がたの石が埋うめ込まれた銀製のバングルは、輪の一部が切れているカップバングルだった。

「いらっしゃい」

　と、店の奥のカウンターから、一人の女性があたしに声を掛けてきた。この店に合った幻想的な印象と、この店に不ふ釣つり合あいな目を奪われる美び貌ぼう。

「何かお探し？」

　特にこれといってほしいものはなかったけれど、気になったのはさっき目に留とまったバングルだった。

「これだけ、同じものがいくつかあるんですね？」

　他ほかは一いつ品ぴん物ものだったけれど、これだけは大量生産品なのだろうか。

　そう疑問に思ったとき、店員の女性が答えてくれた。

「同じように見えても、それらはまったくの別物よ。『アンティーク』にまったく同じものは存在しないわ」

「『アンティーク』？」

「──といっても、骨董品とか美術品のことじゃないわよ？　力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれるものを指してそう呼ぶの。

　よくあるでしょう？　不幸を呼ぶ石、呪のろいの藁わら人形、死に様が映る三面鏡、とかね？　これらはその一つ」

　彼女の言葉で、この店が占うらない雑貨のようなものを扱う店なのだと思った。

「これらは幸運を導くバングル。ただ、見た目は似ていても、その能力はそれぞれ異なる別物よ」

　彼女はバングルが並ぶ棚たなにやってくる。

「幸せを分け与えてその代だい償しようとして新たな幸運を導くもの、未来の幸運を現在に転用するもの、自らの寿じゆ命みようと引き換えに幸運を呼び寄せるもの、そして──」

　彼女はそっとあたしを見つめ、静かに言った。

「触ふれた他者の幸運を奪い取るもの」

　どきりとした。

　心の中を見み透すかされたと思った。

　それはあたしが常日頃から思っていること。

　生まれながらに誰よりも不運なあたし。もしも他人の幸運を少しでも分けてもらえたら……、そう考えたことがないわけではなかった。

　なぜ不運を嘆なげくあたしの前に、幸運を導くバングルなんてものが並んでいるのだろう。

「あなたはどれを選ぶのかしら？」

　彼女は問いかけ、あたしの前にバングルを並べた。




　店を出たあたしの右手には、バングルがつけられていた。

　そのバングルを見ながら、店員の女性の言った言葉を思い出す。

「他者の運を奪いすぎないよう気をつけなさい。幸運を導いてはくれても、幸せを導いてくれるわけではないのだから」




　　　　　　　　　◆




　かなり珍めずらしいことだが、今日の付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんのバイトは暇ひまを持て余すことはなかった。

　もちろん店が繁はん盛じようしている、ということではない。

　言い切ってしまうのもあれだが、そんなはずはない。

　ではどうして暇を持て余さないかといえば、俺おれの目の前にあるパソコンが暇潰しの材料になってくれるのだった。

　うちの学校ではパソコンの授業があり、ＯＳの操作方法や表計算ソフトの使用方法を短期で学ぶ。そのノートパソコンを一時的に借りられるのだ。もちろん高校生が見てはいけないようなサイトは閲えつ覧らんできないよう制限されているが、インターネットも使用可能だった。

　俺はそのパソコンを使って、適当に時事ニュースやスポーツニュースなんかを見ていた。

「こんなもんがどうして流行はやるのかねー」

　と、肩越かたごしに覗のぞき込んできたのは、この店のオーナーの摂せつ津つ都と和わ子こさんだった。

　凜りんとした雰ふん囲い気きを纏まとい、澄ましていれば間違いなく美人の部類に入る彼女だが、そんなことはおかまいなしに不味まずいものを吐はき出すかのように不ぶ細さい工くに顔を歪ゆがめた。

「何をしてるんだかさっぱりだ」

「別に珍めずらしいことはしてませんよ。ネットの記事を見ているだけです。新聞や雑誌を見るようなもんかな」

「だったらそれを見りゃいいじゃないか」

「いちいち買いに行く必要がないから便利でしょ？」

「じゃあ、テレビでいいじゃないか」

「テレビだと見たいときにやってるとは限らないじゃないですか」

「録画しておけばいいだろ？」

「他ほかにも通販できたりもするんですよ」

「通販だったら電話すればいいだろ？　大体あたしは実物を見れない通販が嫌きらいなんだ」

　ダメだ。今時珍しいくらいに、アナログ人間だ。

「刻也ときや、仕事中よ。遊んでばかりいないの」

　と、俺おれに苦言を呈ていしてきたのは、同じアルバイト仲間の舞まい野の咲さきだった。

　苦言を呈しつつも興味があるのか、画面を覗のぞき込んでくる。光を浴びると銀色にも見える色素の薄うすい長い髪かみがさらりとキーボードに零こぼれ落ちる。

「咲ちゃん。魂たましい抜かれるぞ」

　都と和わ子こさんの間違った指し摘てきに──咲は驚いたように身を引いた。が、顔は無表情そのもの。咲は表情がめったに顔に表われないという特技を持っていた。
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「それはカメラです。って、パソコンはもちろんカメラも魂たましいは抜かれないから」

「知ってるわ。冗じよう談だんよ」

「わかるか」

　その無表情じゃ、冗談かどうかわからん。

「とにかく遊ぶのはやめなさいよ」

「客もいないし、別にいいだろ？　それにパソコンを借りられるのは一週間だけだからな。今のうちに使っとかないと」

「だからこそ、やるべきことがあるでしょ？」

　と、咲さきは俺おれの目の前に本を数冊積み上げた。

　本のタイトルは『これであなたもホームページが作れる』『憧あこがれのウェブデザイナーになるには』『人を惹ひきつけるホームページ作成術』などなど。

　珍めずらしく本のチョイスは正しかった。

　咲はノウハウ本や自己啓けい発はつ本ぼんをよく読むのだが、いつも的外れのものを選ぶ習性がある。

「使いたいなら代わるか？」

　俺が席から立ち上がろうとすると、咲が肩かたを押さえて押し留とどめる。

「あなたがやって。わたしはやることがあるから」

「……中身が理解できなかったんだろ？」

「ああ、忙しい」

　咲はそれには応こたえず、その場から逃げていった。図ず星ぼしか。

　とはいえ、俺だってホームページなんて作ったことがない。使うことができるのと、作ることができるのは別物だ。俺はぺらぺらと本を数ページめくったが、すぐに閉じてネット閲えつ覧らんを続けた。人間諦あきらめが肝かん心じんだ。

　しばらくして辿たどり着いたのは、ブログのページだった。最近は個人が日記や趣味に関わることを載のせて、他人がそれを閲覧するということが流行している。有名人はさることながら、一般の人もそういうことをしている。

　ここはブログ兼占うらないのページといったところか。俺も何気なくそれを覗のぞいてみる。

　日記には、幸運のバングルを買ってそれをつけたら、すごくいいことがあったとか何とか。別におもしろおかしい記事でもなんでもない。

「どうかしたの？」

　と、紅茶を淹いれて持ってきてくれた咲が、またパソコンの画面を覗き込んでくる。

「占いになんて興味があったの？」

「別に占いに興味はないな。ただ幸運のバングルとやらはほしいかな。本当に幸運になるんなら、だけどな」

「何か運が悪いって思うようなことがあったの？」

「そんなもんしょっちゅうさ。例えば、ホームに着いたらちょうど電車のドアが閉まることなんてしばしば」

「次に乗ればいいだけじゃない？」

「その前に時刻表を調べて駅に行けばいい」

　隣となりの咲さきと遠くからの都と和わ子こさんのツッコミの二重奏にちょっと怯ひるむ。

「他ほかにも信号が目の前で赤になったり」

「待てばいいだけじゃない？」

「変わる前に走れ」

「宝くじに当たったことがないし」

「この店で地道に働けばいいじゃない？」

「給料は上げんぞ」

「お年玉の年賀葉は書がきも当たったことがないし」

「一枚ももらってないんじゃ、当たりようがないじゃない？」

「そもそもお前年賀状出してないだろう、あたしにすら」

「どうしても連絡したいときに限って、携帯の電池が切れてるし」

「どうしても連絡したい人って誰？」

「ちゃんと充電しておけばいいだけだ」

「テストじゃ勉強したところに限って出ないし」

「だからその連絡したい人って誰？」

「ヤマをはらずに、テスト範囲を全部勉強すれば……ん？」

　会話の流れが崩くずれて、一いつ瞬しゆん妙みような間が生まれる。

　こほんと咲は一つ咳せき払ばらい。

「……何でもないわ。とにかく刻也ときやの言うことは、気の持ちようで何とでもなることだわ」

「それ以前にお前のは運が悪いとかじゃなく、やることやらない奴やつの言い訳だな」

　結論として、俺おれの不運論は共感を得られなかった。

「それに刻也は運が良いほうよ」

「どこが？」

　確かに言い返すことができなかったけど、運が良いと言われる覚えはない。

「この付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんで働けているのだから、これ以上の幸運はないわ」

　接客業を天職とし、この付喪堂骨董店を溺でき愛あいする咲はそんなことを言った。幸せねぇ。まあ、こうやってこんな馬鹿なことを言っているのも幸せといえば幸せか。

「……まあ、そうだな」

「でしょう？」

「ああ。お前とも一緒に働けてるしな」

「…………」

　咲さきが固まる。

「……ツッコんでくれないと、激しく恥ずかしいんだが」

「知らない」

　咲は持ってきたばかりの紅茶を持って、そそくさと台所に行ってしまった。まだ一口も飲んでいないのだが。ついでに台所の向こうでは何かを派は手でにひっくり返す音が聞こえた。

　……えーと、深い意味はまったくなかったんだが、ボケを間違ったか、俺おれ？

　確認するように都と和わ子こさんを見ると、にやにやと思い切りいやらしい笑みを浮かべながらこっちにやってきた。どうやら確実に間違ったようだ。

「言うようになったなー、お前も」

「単なる冗じよう談だんですって！」

　後ろから腕うでで首を絞しめてからかってくる都和子さんに俺は慌あわてて弁明する。

「いやー、冗談でもそういうこと言うようになったのは進歩進歩」

「進歩も退歩もしてないですって……って、都和子さん？」

　都和子さんの首に巻きつく腕の力が何だか強くなってきた。

「都和子さん、ちょっと苦しいんですけど……」

　だが都和子さんは俺の声など聞こえていないのか、腕の力をさらに強めていく。いや、ちょっと、苦しい。マジで。死ぬって……。

「都和子さん！」

　俺は何とか都和子さんの腕を力ずくで引き剝はがす。

「何なんですか、いったい？」

　が、都和子さんは俺の非難なんて聞こえていないようで、パソコンの画面をじっと見ていた。

「都和子さん？」

「こいつは、『アンティーク』かもしれない」

　パソコンの画面には、日記と共に幸運を呼ぶというバングルの画像が表示されていた。




　この世界には『アンティーク』と呼ばれるものがる。

『アンティーク』といっても美術品や骨こつ董とう品ひんのことではない。力ある古人や魔ま術じゆつ師しが作ったと言われる魔術道具や、人間の怨おん念ねんが乗り移ったり自然の霊れい力りよくが宿ったりして力を持った呪じゆ物ぶつと呼ばれる物を総じてそう呼ぶのだ。

　昔話や逸いつ話わや伝説には「力のある道具」が登場する。

　例えば幸運を呼ぶ石、夜な夜な髪かみが伸びる人形、未来の姿が映る鏡、手にすると災わざわいが降りかかる刀。

　そういったものがこの世の中に存在していることは誰もが知るところだろう。

　ただ人は、実物を見ていないから全すべてが偽にせ物ものであると考えていたり、あるいは目の前にあっても気づかなかったり、不思議なことが起きても単なる偶ぐう然ぜんと思い込んだりすることで、そういうものが自分には関係のないものと思い込んでいる。

　だが『アンティーク』は人が思っている以上に、身近に存在している。

　俺おれも最近、その存在感を強めたり薄うすめたりする小こ瓶びん、他者の心の真実の声を聞くピアス、運命の相手を結ぶ赤い糸を見ることのできる指輪などに関わる機会があった。

「これが『アンティーク』ですか？」

「ああ、形は似ている」

　俺は画像を拡大し、都と和わ子こさんはそれを凝ぎよう視しするが、

「細かい部分がわからないな」

「どんな能力があるんですか？」

　単に幸運になる、という代しろ物ものでないことは都和子さんの表情から見ればわかる。

『アンティーク』はその特殊な能力によるメリットばかりでなく、副作用ともいうべきデメリットを持つものも多く存在する。

「基本的に幸運の『アンティーク』は、定められた運命を少しだけ自分に都合のいいように捻ねじ曲げ、ささやかな望みを叶かなえることができるって代物だ。ただその能力のパターンはいくつかある」

「パターン？」

「バングル型の幸運の『アンティーク』はいくつか種類がある。その能力も様々で、未来の幸運を前借りして使ってしまうもの、他者の幸運を奪うばって他者を不運にする代わりに自分が幸運になるもの、寿じゆ命みようを代だい償しようにして幸運を呼び寄せるもの、幸運を他人に譲ゆずってその見返りにより大きな幸運を手に入れるもの、なんかがある」

　言いたいことはわかる気もするが、どういうことを代償にして、何が起きるのかが少し不ふ明めい瞭りようだ。

　幸運の定義、とでもいうのだろうか。

「一例として数字で表してみようか」

　と、俺の表情を見て取って、都和子さんは具体例を提示してくれた。

「テストでいい点が取りたいという望みがある。本来五十点のところが、選択式問題を勘かんで書いた箇所が当たって八十点になる。幸運だろ？　ただ将来的に勘で八十点取れるはずのテストが五十点となる。結局幸運としては同じだ。これが運の前借りのパターン。ただし勘だけで答えても、全問正解は取れない。それは運の限界というやつだ。さっきも言ったが、幸運の『アンティーク』は運命を少しだけ捻じ曲げ、良いことが起こるだけだ。

　別のパターンで言えば、他者を不運にする場合、運命では所持者が五十点、別の人間が八十点だったとする。所持者は本来五十点のところが、勘で八十点になる。代わりに、運を奪われた人間は本来八十点のところが五十点となる。運の総量は変わらないが、所持者にとっては幸運になるという解釈だ。

　寿じゆ命みようを代だい償しようにするパターン、まあ、これは単純だな。一年分の寿命と引き換えに、五十点のところが八十点となる。一年の寿命がテストの三十点かはわからないがな。

　もちろん勘かんで答えが当たるという幸運に恵まれる以外にも、試験勉強したところが運良く出題されるとか、教師が採点ミスをしてくれるとか、色々ある」

「でもその理屈なら、全問適当に書いても百点取れませんか？　例えば、将来取れる点数から十点ずつの運を十回分を集めれば、０点の運命でも百点になるとか？」

「確かにな。だが、人間は一生の運の総量が決まっている。それと同じように、一度で使える運の上限も決まっている。例えば四択の問題を百問全部正解する確率はどのくらいだ？」

「えーと」

　確か確率の授業で習ったような気もするけども……。

「かなり低い確率……です」

「まあ、あたしも正確な数字はわからんが、そのとおり。かなり低い確率だ。単純に十点ずつを十回分集めるだけの運でなく、それを同時に起こす確率も必要になるからだ。運も同じで、０点のものを勘だけで百点を取るのには、相当な強運が必要ということだ。一生分の運と言ってもいい。だが人間は一生分の運を一度に使うことはできない」

「風ふ呂ろいっぱいに水があっても、飲めるのはお腹なかいっぱいの分だけってことですかね？」

「その例えが素す晴ばらしいとは言わないが、そんなもんだ」

「この『アンティーク』って、運というより、望みを叶かなえる確率を上げるって考えなんですかね？」

「そうとも言える。確率が低いことが起こるから、運が良いと言えるわけだからな」

「なるほど」

「それに問題はそこじゃない」

「そう、ですね」

　問題はこれがどのパターンに当たる『アンティーク』かということだ。

　見返りのそれならまだいいが、未来の幸運を前借りして幸運を使い果たしてしまったら、あるいは他者の幸運や寿命を代償にしているのであれば、少しばかり考え物だ。

　ましてや知らずに使っているのであればなおさらだ。

「これがどれに当たるかは？」

「この画像を見ただけじゃわからないな」

　このバングルは、銀色をしていて彫ほり物のような模様があり、真ん中に菱ひし形がたの石が一つ埋うめ込まれている。

「この石だ。この石の中に何が見えるかで、どんな能力かがわかるんだが……」

　都と和わ子こさんが言ったいくつかある幸運のバングルはどれも同じ形なのだろう。その石の中身を除のぞいて。

　俺おれはサイトをスクロールさせて他ほかの日の日記を見てみる。




「今日はすごくいいことがあった。以前に応おう募ぼした雑誌の懸けん賞しようが当選した」

「宿題をやり忘れていたんだけど、先生が遅刻した。その間に宿題を写させてもらってセーフ。ちょっとラッキー」

「自動販売機でジュースを買ったら、もう一本当たった。生まれて初めて。目立ってちょっと恥ずかしかったけどラッキー」

「最近、ラッキーが続く。占うらないだと今月はあまり運勢がよくなかったんだけど。もしかしたらこの前買ったバングルのおかげかな」




　日記は基本的に毎日更こう新しんされているが、数行程度の他愛たわいない内容で、時々画像が添てん付ぷされているだけだ。

　遡さかのぼれば、ツイてない日のことがほとんどだったが、最近バングルを手に入れてからツイているという日記が続くようになっている。

　バングルを購入した日については特に明記されていないが、日記から判断するに二週間程度は前のようだった。

「バングルのことがなければ、ただの偶ぐう然ぜんだと言えそうな内容だな」

　その日記を見て、都と和わ子こさんが言った。俺も同意見だ。

　本物の『アンティーク』が彼女に幸運をもたらしているのか、それともただの運でバングルは偽にせ物ものなのか。

　俺は日記以外も見てみる。

　管理者は「ユキエ」という人物。苗みよう字じも漢字もわからない。本名という保証もない。高校生であることは書いてあったが、何年生なのか、どこの学校なのかはわからない。女性のようだが、ネット上は性別を詐さ称しようすることもある。趣味は占うらないと読書。愛読書は外国の小説。

　その中で一つ目を引いたものがある。

　それは「お気に入りのお店」という項目。

「そこ、占いに関する雑貨を扱っている店ね」

　と、どこから聞いていたのか、咲さきが口を挟はさんできた。

　都合よく本人に会えるとは思わないが、何かの手がかりくらいは手に入るかもしれない。一応行ってみる価値はあるか。

「それにしてもよく知ってたな？　お前、占いに興味あったっけ？」

「ライバル店は研究するものでしょう？」

「ライバル店ねぇ、いつからうちは占うらないの店になったんだ？　ああ、占いの店と売れない店。確かに似た店だな」

　納得すると同時に、都と和わ子こさんに殴なぐられた。




　　　　　　　　　◆




　倉くら田た君に誘さそわれるなんて思ってもみなかった。

　あの居残り事件から、あたしは倉田君と急速に仲良くなっていった。でも放課後に誘われたのは今日が初めてだった。

　でも浮かれたらダメ。あたしの人生なんてそんなものだ。きっとどこかに落とし穴が待っている。

　運が良いと思うことは、不運の始まりなことが多い。

　そう思うほど、あたしは不運に慣れている。

　倉田君と並んで歩く。手を繫つないだりはしないけれど、好きな人と一緒に下校するのはあたしの夢だった。

　嬉うれしい。でも不安。

　せっかくの倉田君との二人きりの時間を、不運なんかで台無しにしたくなかった。

　あたしは何気なく右手のバングルを見る。




　触ふれた他者の幸運を奪うばい取るもの──




　あの店の女性の言葉が蘇よみがえる。

　確かにあの日、あたしは先生に触れた。その次の瞬しゆん間かん、彼は運の悪いことに怪け我がをして、あたしは倉田君と仲良くなった。まるであたしが先生の幸運を奪ったかのようだった。

　その日から、少しずつ他人の運を奪ってみた。その度たびに幸運が訪れた気がした。

　最初は信じていなかったけれど、今はこのバングルの呼ぶ幸運を信じることができる。

　でも、もっと運がほしい。

　倉田君との時間を誰にも邪じや魔まされないくらいの幸運がほしい。

　もちろん倉田君から幸運を奪うなんてことはしない。代わりを探さなければならない。

　と、ちょうど前から歩いてくる二人組の姿が見えた。

　あたしはすれ違い様に少し体をずらして、その人にわざとぶつかった。

「きゃっ」

　でも思ったより強くぶつかってしまい、その反動であたしはよろけてしまう。

　転ぶ。そう思ったとき、あたしは力強い腕うでに支えられた。倉田君だった。

「だいじょうぶ？」

「あ、ありがとう」

　嬉うれしい。強くぶつかりすぎたのは失敗だと思ったけど、倉くら田た君に支えてもらったなんて運が良い。本当に運が良いほうに転がっている。

「すいません、だいじょうぶですか？」

　ぶつかった人が謝ってくる。

「いいえ。こちらこそすいません。気にしないでください」

　だってあなたの運を奪うばわせてもらいましたから。

　それに、倉田君があたしを支えてくれた流れで、そのまま二人の距離が近づいた。

　迷めい惑わくでなさそうだから、このまま寄り添って歩いてしまおう。

　今のあたしって本当にツイている。




　　　　　　　　　◆




　都と和わ子こさんにバイトを早めに切り上げさせてもらい、俺おれは咲さきの案内で「ユキエ」のお気に入りの雑貨屋に向かっていた。

　通り道なので、私立高校の脇わきを通る。この付近に高校はこの一校しかない。学校帰りにいつも寄るということは、「ユキエ」という人物はもしかするとこの学校に通っている生徒なのかもしれない。

　時間的には帰宅部はすでに帰宅済み、部活をしている人は真っ最中といった時間なので、人通りはまばらだった。

　そんな中、数少ない制服姿のカップルが向こうから歩いてくる。

　ちなみにこの学校の制服はセーラー服だった。白を基調としているから、咲の趣味には合わないだろうな、などと考えていると、

「何をじろじろ見てるの？」

　と、咲に釘くぎを刺さされた。

「いや、別に」

　俺は咲を振り向いたとき、ちょうどすれ違いかけたその女子生徒にぶつかってしまった。

「すいません、だいじょうぶですか？」

　慌あわててぶつかった女子生徒に謝る。

　その女子生徒は笑って許してくれ、そのまま連れの男の人と行ってしまった。

「あら？」

　と、咲が声を上げて何かを拾い上げた。それは生徒手帳だった。

「これ、あの子のものじゃない？」

　咲さきは貼はられた顔写真を見て、さっきぶつかった少女のほうを指差した。

　届けなくては、と思ったところで、少女の腕うでに光るものがあることに気づく。

「……あれは？」

　少女の右手には、あのホームページで見たバングルが光っていた。

　生徒手帳を見直す。名前には「東條幸恵」とあった。

　何という偶ぐう然ぜんだろうか。こんな形であのブログの管理者「ユキエ」と出会えるなんて。

　これを逃のがす手はない。俺おれと咲は彼女の後を追った。

　東とう條じようさんは連れ立った男子生徒と、横断歩道に差し掛かる。

　彼女が横断歩道に近づくと、ちょうど信号が青になった。彼女はそのまま横断歩道を渡っていく。赤信号なら距離を詰められるかと思ったが、そううまくはいかなかった。

「急ぐぞ」

　俺は歩調を速め、横断歩道へと向かった。

　歩行者用の信号が点滅を始める。思ったより間かん隔かくの短い信号に舌した打うちする。歩いていたら間に合わなさそうなので、走って横断歩道を渡った。

　距離が少し縮まったが、東條さんは気づくことなく歩いている。

　俺たちも少しだけ距離を離し、またその後を追う。

「このまま後を追うだけ？」

「わかってるよ」

　別に尾び行こうするのが目的ではなく、彼女が持っているバングルが『アンティーク』なのかを確かめたいのだから、話しかけるか何かしないとしょうがない。

　わかってはいるのだが、初対面の女の子に声を掛けるのなんて慣れてない。心の準備が必要だ。それに向こうもいきなり俺に声を掛けられたら警けい戒かいするだろう。

　と、俺は咲を見る。

「お前が声を掛けたほうがいいかもしれないな」

「そうね。男の刻也ときやがいきなり声を掛けると萎い縮しゆくしてしまうかもしれないわ」

　お前の無表情でも十分相手は萎縮するだろうがな、とは言わない。

　そうこうしている間に東條さんとの距離が開いてしまった。俺は急いで後を追って、距離を詰める。

　東條さんが次の横断歩道に差し掛かった。また信号がちょうど青になり、彼女は待つことなく、横断歩道を渡っていく。

　こちらもさっきと同じく足を速める。横断歩道がまた点滅する。今度は渡り切る前に赤になってしまった。車にクラクションを鳴らされ、急せかされた俺たちが渡り切ったと同時に車が発進を始めた。

　彼女が渡ろうとする信号はちょうど青になるため、距離を取っている俺たちのときにはすでに赤に変わろうとする。気をつけないと、信号で分断されたら見失ってしまうかもしれない。

　東とう條じようさんは十字路の交差点を渡っていた。後を追おうとすると、また信号が点滅を始めた。

　俺おれは急いで横断歩道を左折したが、いきなり走った俺についてこれず、咲さきが少し遅れた。

「早くしろ」

　横断歩道の途と中ちゆうで止まり咲を振り向くと、咲のわずかにこわばった顔が見えた。

「？」

　前を向く。視界の左ひだり隅すみに大きな影が飛び込んできた。トラックが左折してきていたのだ。俺がいることに気づいていないのか、スピードを緩ゆるめない。

　トラックの運転手がやっと俺に気づいたようで、急ブレーキを掛ける。

　だが止まれそうにない。

　俺は地面を蹴けって、飛び込むように横断歩道を前に進んだ。

　間かん一いつ髪ぱつ。トラックは俺の背中を掠かすめるように通り過ぎ、横断歩道の途中で止まった。

「だいじょうぶ？」

　咲が遅れて俺の下にやってくる。

　俺はだいじょうぶだと返事をする。だがそれは半分だ。

　怪け我がはしなかったが、集まってきた野や次じ馬うまに紛まぎれ、東條さんの姿を完全に見失っていた。




「どうだった？」

　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに戻った俺は、都と和わ子こさんに状況を報告した。

　どういった能力を持つかまでは摑つかめなかったが、俺は彼女の持つバングルが『アンティーク』である可能性が高いと睨にらんでいた。

　あの後、咲を帰らせた俺は校門からあの信号までの道を何往復かしていた。

　一回目は、二つ赤信号に捕つかまり、一つ青信号で待たずに渡れた。

　二回目は、三つとも赤信号に待たされた。

　三、四、五回目は、一つ赤信号に捕まり、二つ青信号で待たずに渡れた。

　何がやりたかったのかというと、東條さんのように全すべて信号を待たずに渡ることができるのかということだった。

　とりあえず合計五回やった中ではそんなことは一度もなかった。もっと回数を増やせば一回くらいはあるのだろうが、俺の運の悪さをさっ引いても、そうそうないことに思える。

　例えば彼女がとても急いでいたか、邪じや魔まをされたくなかったという願いがあったとする。だから幸運の『アンティーク』によって、運良く信号に引っ掛からずにすんだとか。

　もちろん今日がたまたま運の良い日ということも考えられるが、そんな彼女が幸運を呼ぶ『アンティーク』に関わっているとなれば、偶ぐう然ぜんとは考えられなかった。

「問題はどのパターンに当たるかってことですけどね」

「さすがにこれだけの情報ではな」

「俺おれがトラックに轢ひかれそうになったのは、彼女の代わりに不運になったと言えませんか？」

　俺は彼女に一度ぶつかっている。それで運が奪われたとは考えられないか？

「決定打にはならないな。確かに彼女がお前の運を奪ったことで信号に引っ掛からなかったとも言えるが、ただの偶ぐう然ぜんとも言えるレベルだ。トラックの件も、お前の運が悪かっただけと言ってしまえばそれまでだ」

　都と和わ子こさんの考えは、俺のそれとほとんど変わらなかった。

　直接話ができれば、あるいは実物を見せてもらえればわかったかもしれないが、さすがにこれだけではどうにも判断しようがなかった。

　明日あした、もう一度確かめてみよう。




　次の日、俺はまた東とう條じようさんの高校に向かっていた。

　帰りのＨＲが終わったと同時に走ってきたので少々息が上がっている。東條さんは昨日きのうの帰りは遅かったが、今日も遅いとは限らないので急いできたのだ。

　駅から高校へと歩いていると、帰宅途と中ちゆうの生徒とすれ違う。入れ違いにならないよう目を光らせながら歩く。

　と、帰宅途中の生徒の中に一人で歩く東條さんの姿が見て取れた。昨日と髪かみ形がたが違うので危あやうく見落とすところだった。

　少し離れた場所ですれ違い、見つからないように回れ右をして後を追う。

　どこか別の場所に行くのか、昨日とは違うルートを通る彼女は今日も信号に引っ掛からずにすいすいと歩いていく。本当に幸運に導かれているようだった。

　尾び行こうも板についてきたのか、昨日のように俺だけ信号に引っ掛かりそうになることもなかった。

　尾行が得意になっていく俺って、いったい……。

　少しばかり自分の行く末を不安に感じつつも、東條さんを見失うことなく俺は彼女を観察した。結局、目的地まで彼女は一度も信号に引っ掛かることはなかった。

　そんな彼女が寄ったのはシルバーアクセサリーの店だった。占うらない雑貨の店と咲さきは言っていたが、扱っているのはアクセサリーだけのようだ。

　とはいえ、人気店というのは間違いなく、付つく喪も堂どうとは違いお洒落しやれな感じで、学校帰りの女子高生で店内は溢あふれていた。

　こういうのが売れるのだなーと考えていると、東條さんはレジに向かって歩いていった。

　遠めに見ていると、ちょうど逆のほうから列に並ぼうとした人とかち合った。

　東條さんは快くその人に列を譲ゆずる。会計が進んでいくと、東條さんの番でなぜか店員が拍手した。

　聞き耳を立てていると、どうやらレシートがそのままクジになっているらしく、彼女はそれが当たったようだ。

　彼女は幸運な出来事を素直に喜んでいた。

　その後、彼女は駅に向かい、電車に乗って帰き途とにつくようだった。

　彼女が降りた駅は付つく喪も堂どうがあるのと同じ駅だった。彼女は駅を降りると、トイレに入っていった。

　さすがに後を追うわけにもいかず、適当に時刻表でも見ているふりをしながら考える。

　帰り道の信号やお店でのクジなどを含めても、彼女が特別な「幸運」を手に入れているのは間違いないだろう。

　ただこれまでの観察で、種類を特定する決め手はなかった。

　幸運そのものがこれといった定義ができず不確定なものだから、それもしかたないだろう。

　このまま観察をしていても埒らちが明かないかもしれない。直接話しかけてみようか。

　ただし『アンティーク』のことを避けて話をするとなると、どう話を持っていこうか。

　そんなことを考えていると、彼女がトイレから出てきた。

　俺おれは少し遅れて後を追い隣となりの改札を通ろうとした。と、彼女は改札で引っ掛かってしまう。

　小さいながら不運なこともあるものだと思って、足を止めて彼女を見ていると、その顔がこちらを向いた。




　　　　　　　　　◆




「はあ」

　気が重く、ため息が漏もれる。

　昨日きのうのデートの帰りのことだ。……というか、あれはデートと言えるのだろうか。

　そんなふうに考えてしまうくらい、あたしの気持ちは沈んでいた。

　二人きりの放課後。遊びに行こうと誘われて、向かった先はゲームセンターだった。

　それはまだいい。ゲームセンターが嫌きらいなわけじゃない。

　けれど、倉くら田た君はゲームセンターで合流した友達とメダルゲームに夢中で、あたしの相手なんてほとんどしてくれなかった。

　倉田君に言われて、あたしもゲームをしてみた。『アンティーク』の力で大当たりすると、倉田君も喜んでくれた。メダルを分けてあげると感謝もしてくれた。

　でも、何か違う。こういうのを想像していたわけじゃない。

　二人でご飯でも食べながらお互いのことをお喋しやべりするとか、そういうのを想像していた。

　結局、ゲームセンターで散々ゲームをした後、「また一緒に行こうな」とその場でお別れ。倉田君は男友達の自転車の後ろに乗って帰っていった。

　あたしは逆方向。何が悲しくて駅まで倉くら田た君の友達と帰らなければならなかったのか。

　ゲームセンターに着くまでは完かん璧ぺきだった。

　誰にも、何にも邪じや魔まされずに、二人きりだったのに。

　こんな思いをするなら、一緒に遊びにいかなければよかった。

　ゲームセンターに着くまでの天にも昇る気持ちと今のどん底まで沈んだ気持ちは、言葉どおり天と地ほどの差だった。

　というか、これまで彼に抱いだいていた恋心すら沈みに沈んで、どこかに行ってしまった。

　まさかあそこまで空気の読めないお子様だったとは。

　きっと恋愛よりも、男友達と遊んでたほうが楽しいガキなのね。

　倉田君を密かに想っていた昨日きのうまでの自分のほうが幸せな気がした。やっぱりあたしは不運体質だ。好きになった人があんな人だったなんて。

　と、倉田君に明日あしたも一緒に行こうと言われたことを思い出す。すでに手遅れだったけれど、惜おしいとも思わなかった。

　さよなら、倉田君。さよなら、あたしの恋。

　それにしても、好きになった人があんなのだったなんて本当にツイテない。

　残り少ないお小こ遣づかいで衝しよう動どう買いをして憂うさ晴らしをしたものの、ちっとも気は晴れなかった。

「？」

　あたしは視線を感じて斜ななめ後ろを盗ぬすみ見る。

　……まだ、いる。

　それは他校の制服を着た男子生徒の姿だった。

　学校を出たときからいたような気がする。通学のときに見ない制服だったので目立っていた。だから覚えている。

　彼はずっとあたしの後ろを歩いていた。電車でも同じ車両の少し離れた場所にいた。

　気味が悪くなってあたしは携帯を操作するふりをして立ち止まってみる。

　すると、彼も何かを見ている様子で足を止める。

　偶ぐう然ぜん？　でもずっとそんな感じであたしの後ろにいる。

　つけられている、なんて思うのは気のせいだろうか。

　人を呼ぼうか。でも勘かん違ちがいだったら恥ずかしいし……。

　あたしは迷いつつも改札口へと向かう。彼もまた歩き出す。

　あたしは改札口を通るふりをして、定期をわざと入れなかった。

　アラームが鳴ってあたしの足が止まる。

　少し遅れてついてきていた彼は切符を入れてしまったため、改札を通り抜けざるをえない……はずなのに、途と中ちゆうで立ち止まった。

　やっぱり彼はあたしをつけている。

　あたしは意を決し、彼を睨にらみつけた。

「……何か用ですか？」




　　　　　　　　　◆




「……何か用ですか？」

　彼女は不ふ審しん者しやを見るような目で、俺おれを見ていた。少々露ろ骨こつに見すぎていたかもしれない。

「あ、いや……」

「あなた、お店にもいましたよね？」

　よくよく考えれば、まったく別の高校の制服を着た男子が店や帰りの電車内にいたのだから、目立っていても不思議ではない。

　しかも同時に電車を降りたにも関わらず、トイレに行っていた彼女と同じタイミングで改札を出ようとしていたのだから、俺に気づいていたのなら、なおさら不審感は強まる。

　直接は言ってこないが、ストーカーなのかと言われそうな雰ふん囲い気きでもあった。

　何も言えない俺に対し、彼女は駅員さんのほうを振り向いた。

　やばい、と思ったとき、

「これ！」

　俺は咄嗟とつさにポケットに入れていた彼女の生徒手帳を取り出した。

「これを拾ひろったんだ。それで君のかなって思って見てたんだ。素直に渡せばよかったんだけど、写真だと本人かどうか少し見分けつかなくて」

「あ、これあたしの……」

　彼女の不審感がわずかに拭ぬぐわれた。

「昨日きのう学校に行く途と中ちゆうで落として探してたんです。でもどこで拾ったんですか？」

「ああ、君の学校の近くで……」

「そうだったんですか？　ありがとうございます。でもどうしてそんなところに？」

　彼女は俺の制服と鞄かばんをじっと見た。確かに俺の学校は彼女の通う学校とはまったく関係ない場所にある。偶ぐう然ぜん通ったなんてうそ臭くさい。

「あ、いや、その、実は俺、雑貨屋みたいなとこでアルバイトしてるんだ。さっき行った店の雰囲気ってうちの店に似てて、時々行くんだ。男でああいうお店って変だと思われるかもしれないけどさ」

　何を喋しやべっているんだと思いつつ、口だけは回る。

「そうだったんですか？　あのお店、いいですよね。あたしもよく行くんです。男の子でも全然いいと思いますよ」

　お気に入りの店を褒ほめられたからか、彼女の不審感は完全になくなってくれた。

　助かった、とはおくびにも出さずにそのまま会話を続ける。この好機を逃さない。

「そのバングル可愛かわいいよね。あの店に売ってたの？」

「これですか？　いいえ、これは別のところで買ったんです。幸運を呼ぶバングルだって」

「ちょっと見せてくれる？」

　俺おれは彼女の手を取って、バングルを見てみた。

　石の中を覗のぞこうとしたが、光の加減でよく見えなかった。はずして見せてもらうためにお願いをしようと彼女を見ると、

「…………」

　彼女は何だか恥ずかしそうに目線をはずしていた。

　その目線は彼女自身の左手に向けられていた。

　そこで俺は、彼女の手を思い切り握にぎっていることに気づいた。

「あ、ご、ごめん」

　俺が慌あわてて手を離すと、彼女は文句も言わず、「い、いえ」と小さく呟つぶやくだけだった。

「こ、こういうの興味あるんですか？」

「え、あ、ああ。お店にもこういうのを出そうかと思ってね。今、色んな店を見て研究してるんだ」

「あの店の店員さんも自分で造るって言ってました」




「そう。そんな感じ」

「アルバイトなのにそんなことまでするんですね？　すごい」

「いや、まだこれからやろうかってくらいなんだけどね」

　とりあえず話を合わせておきながら、俺はこの後どうするかを必死に考えていた。




「おーす」

　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんのドアをくぐると、

「刻也ときや、お帰りなさ……」

　いつもどおり迎えてくれる咲さきの声が、そこで固まった。

「へー、ここが来栖くるす君のバイト先なんですね。変わってておもしろい」

　後から入ってきた人が、東とう條じようさんだったと気づいたからに違いない。

「……刻也、ちょっと」

　咲に指でこっちに来いと言われ、俺は東條さんに断ってから素直に咲の元に向かう。

「これはどういうこと？」

「えー、話せば長くなるんだが……」

「簡潔に」

「はい」

　俺おれは学校帰りに東とう條じようさんの学校に赴おもむいて尾び行こうをしたこと、そしてあっさりばれたこと、そして店に連れてくることになったことを素直に告げた。

　どういう会話の流れで、付つく喪も堂どうに連れてくることになったかは俺自身定かではなかったので曖あい昧まいな回答に留とどまったが、そういう流れになってしまったのだ。

「尾行していて見つかるってどういうこと？」

「まあ、そういうことです」

「下校している生徒の中に混じって、他校の制服で露ろ骨こつに後をつけたら見つかるに決まっているでしょう？」

「仰おつしやるとおりです」

「これでも読みなさい」

　渡されたのは「これであなたも探たん偵ていになれる」というノウハウ本だった。何でこいつはこんなものを持っているのだろうか、とはもういちいち思わないが、すでに手遅れだった。

「他にも言いたいことがあるけれど、これだけは言わせてもらうわ」

「何でしょう？」

「あなた最近お店に女の子を連れてきすぎよ」

　……そうだろうか？　多いと言われるような人数は連れてきてはいないはずだが。

「ま、まあ。これを機にお客さんになってくれるかもしれないじゃないか。売上げに貢こう献けんできるかもしれないし」

「目的、忘れてないわよね？」

「わかってるよ」

「今、都と和わ子こさん留る守すだから」

「何だってこんなときに……、間が悪いな。買い付けか？」

「ううん。違うと思う。ちょっと出てくるって言ってたから」

　まあ、石の中の模様については聞いているので、確認は俺がすればいいだろう。元々、ここに連れてくる予定はなく、俺が確認するつもりではあったし。

　あまり待たせるのも悪いので、俺は東條さんの元に戻らせてもらった。

「アクセサリーだけじゃなくて、色々あるんですね？」

「まぁね。雑貨屋みたいなもんだよ」

　何せ『アンティーク』の偽にせ物ものがほとんどだからな。

「欲しいものがあったら何かあげるよ。あまり高いのは無理だけど」

「本当ですか？」

「うん。ただその代わりと言ったらなんだけど、そのバングルもう少し見せてくれるかな？」

「いいですよ」

　俺おれは今度はちゃんと彼女からバングルを借りて、石の中を見てみる。

　──が、何も見えなかった。

　都と和わ子こさんの話では、この石の中の模様でどんな種類かがわかるという話だった。

　もしかすると、これは『アンティーク』ではなくただのバングルなのか？

「どうかしたんですか？」

　まじまじと見ている俺に、東とう條じようさんが聞いてくる。

「あ、いや。思ったよりもずっと凝こった造りをしてるなと思ってさ」

「こういうのを造りたいんですか？」

「え？　あ、ああ。そうだね。でも俺に造れるかな？」

　先ほどの自分の会話を思い出して慌あわてて頷うなずきつつ、閃ひらめいたことを口にした。

「オーナーに聞けば造り方もアドバイスしてもらえるかもしれないけど、ちょうど今留る守すなんだ。もう少し待って帰ってこなかったら、これを貸してくれないかな？」

「これを貸すんですか？」

「ダメかな？」

　ダメなら都和子さんが戻ってくるまでいてもらうか、明日あしたまた来てもらうことも考えたが、「いいですよ」と彼女は快くそれに応じてくれた。

　その後、一時間待っても都和子さんは帰ってこなかった。実は帰ってきていて店に出ていないだけとも考え、部屋や地下倉庫にも行ってみたがやはりいなかった。

　結局、俺はこの『アンティーク』を借りることにした。

「最後に、一つ聞いていいかな？」

　別れ際に、俺は一つだけカマを掛けた。

「『アンティーク』って知ってる？」

「ええ。骨こつ董とう品ひんのことですよね？」

　彼女の声は、何も知らないことを証明していた。




「これは見返りの能力を持った、幸運のバングルだな」

　外出から戻ってきた都和子さんが、バングルの石を見て下した判断がそれだった。

「でも石の中に何も見えなかったですよ？」

　買い付けのときみたく偽にせ物ものなんじゃないですか、というニュアンスが込められていたのがばれたのか、都和子さんは器用に片方の眉まゆだけ持ち上げると、俺の背後に回って、まるで後ろから抱だきしめるみたいに、俺の目の前にバングルを持ってきた。

「よーく見ておけよ」

　都和子さんはゆっくりとバングルの角度を変えていく。

　俺は密着する都和子さんに緊きん張ちようしつつも、言われたとおり石を見つめていた。

　と、それまで何も見えなかった石の中に、何か模様らしきものが見えた。

　思わず「え？」と身を乗り出すと、模様はまた見えなくなった。

「だから動くなって」

　都と和わ子こさんは俺おれの頭を摑つかんで固定すると、もう一度バングルの角度を調整していく。

　しばらく何も見えなかったが、ある角度になったとき、再び石の中に模様が見えた。

「何が見える？」

「十字の形……が見えます」

　俺が素直に答えると、都和子さんは満足そうに俺から体を離して、ふふんと勝ち誇ったように見下ろした。

「というわけだ」

　伊達だてに長年──といっても、どのくらいかは知らないが──『アンティーク』に関わっているわけではないということか。悔くやしさよりも感心が先に立った。

　それにこうして石の中の模様が何かわかったことで、この『アンティーク』によって訪れる幸運がどんなものかがわかった。

「ちなみにこれは、幸運を譲ゆずった分、より大きな幸運が舞い込むってやつですか？」

「ああ」

　やはり店でクジに当たったことは彼女の行動の見返りのようだった。信号待ちの件は特に幸運を分けていたように見えなかったから、ただの偶ぐう然ぜんか、すでに何かで幸運を譲っており、その見返りだったのか。

　でもそうなると、昨日きのうの俺の不運は幸運を奪うばわれたのではなく、ひとえに俺の運の悪さのたまものということか。……何だかそれもまたショックだ。

「まあ、そういうことならあまり心配はいりませんね」

「そうだな。とはいえ、見返りが当たり前にあるという感覚が染み付くのは考え物だけどな」

　都和子さんは俺にバングルを渡しながら、一息ついた。

　とりあえず一安心ということで、俺は明日あした東とう條じようさんにバングルを返すことにした。が、その前に一つ確認する。

「都和子さんはやっぱりこれ欲しいですか？」

　都和子さんは買い付けに行くほどの『アンティーク』のコレクターだ。何もかもが欲しいとは思っていないようだが、これは欲しいものの一つかもしれない。

　そう思って聞いてみたが、

「いや、願いが全すべて思いどおりに叶かなうとか、『アンティーク』の能力を変えてしまうほどの力があれば、欲しい気もするがな」

「へー。都和子さんはそういう『アンティーク』が欲しいんですか？」

「え？　……ああ。まあ、単に運が良くなるなんて曖あい昧まいなものじゃ持っていてもな」

　確かに都と和わ子こさんは運なんて曖あい昧まいなものに頼るような人には見えない。何とも男らしい潔いさぎよさを持っている人だった。

「何だよ？」

「いや、男らしいなーと思って」

「褒ほめ言葉にならないって気づいているか？」

「そりゃもちろん」

　俺おれは冗じよう談だんめかして笑いつつ、バングルを鞄かばんにしまいにいきかけ──

「うわっ！」

　奥の居間から顔半分を出してこちらを覗のぞいている咲さきと目が合った。

「び、びっくりした。何してるんだよ」

「別に」

　咲はそう言いながらも、冷ややかな目で俺を見ていた。表情は変わっていないが、少し不満そうだ。何となく咲が言いたいことを察し、

「……しょうがないな」

　俺はさっき都和子さんがしたように咲の背後に回ると、バングルを咲の目の前で角度をゆっくりと変えてみた。

「ちょ……」

「頭動かすなよ。見えなくなるから。ほら、石の中身が見えるだろ？」

　まったくいい年して仲間はずれにされたくらいで……。

　俺は嘆たん息そくをしつつ、咲にも幸運のペンダントの石の模様を見せてやった。

　しばらく黙だまって見ていた咲だったが、微妙びみように少しだけ体を後ろに下げる。

「ん？　見えてないか？」

「だいじょうぶ。今はちゃんと見えてるわ。だからじっとしてて」

　そう言われては、じっとしているほかない。

　咲が少し下がったことで俺にもたれるような形になっていたとしても。

「……もういいか？」

「……もう少し」

　咲は満足しているのか、黙って石の中を見ていた。




　　　　　　　　　◆




　今日はとてもいいことがあった。

　学校帰りに男の人に声を掛けられた。

　恋を失ったあたしに舞い降りた新しい恋かもしれない。

　間違いない。これは運命の恋だ。




　だって、彼は『アンティーク』のことを知っていたのだから──




　最後の一文は書かずに、あたしはブログを更新した。

『アンティーク』のことは二人だけの秘密にしておこう。

　後をつけられているかもと思ったときは気味が悪かったけれど、話してみたら全然そんなことはなかった。むしろ性格的にはとてもいい人で、顔も結構タイプだった。

　彼はあたしのバングルに興味を持ったみたいだった。

　これまでもバングルに興味を持った人はいた。でもそれはあくまでアクセサリーとして興味を持っただけだった。

　これがどんなものか知っていたのは、彼一人だけだった。

　彼は特別だった。

　運命的な出会いというものがあるとしたら、まさにこの出会いがそうなのだろう。

　まさに幸運のバングル。幸運を、そして新しい恋をあたしに導いてくれた。

　でもこの前の倉くら田た君のときのようなことがないように、あたしはもっと幸運にならなければならない。

　だから今日は深入りはしなかった。

　少しだけ噓うそもついてしまった。

　でもそれは今度会ったときに、最高に幸運な状態で会いたいため。

　また会う約束も取り付けた。

　そのときのために、あたしは幸運を溜ため込まなければならない。

　他人から奪うばってでも。

　あたしが幸せになるために──
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　次の日、放課後すぐに付つく喪も堂どうにやってきた俺おれは、東とう條じようさんを待っていた。

　放課後に寄ると言ってくれたが、時間までは決めていない。何時くらいになるのかと思いつつ、俺が店に入ってからすでに二時間が経過していた。

　別にバイトがあるから、待っていることに問題はない。というか、今日に限っては珍めずらしいことに店に客が入ってきているので、暇ひまというわけでもなかった。

「これのおかげ、か？」

　俺は手にしたバングルを繁しげ々しげと眺ながめた。

　別につけているわけではないが、効果はあるということか。それとも本当にたまたまか。

　……いや、この店がたまたま繁はん盛じようするなんてありえるはずがない。このバングルのおかげで、店が幸運に恵まれているということだろう。しかし俺の幸運で店が繁盛するってのは正直微び妙みようだ。例えば、宝くじが当たるとかしてこそ運が良いと言えるのではないだろうか。

「ありがとうございました」

　と、咲さきが客に礼を言い、無事接客を終えたのが見て取れた。客の応対をしている咲の姿を見るのは久しぶりだった。もちろん表情は何一つ変わっていないが、どことなく生き生きしているようにも見える。

「ま、いいか」

　前言をあっさり撤てつ回かいするようだが、まあ、そんなもんである。

　そんな咲の邪じや魔まをするのも何である。

　俺おれは接客を咲に任せ、レンタル期限の迫ったパソコンでインターネットをすることにした。

　そういえばあれ以来、東とう條じようさんのブログを見ていなかった。

　俺はネットの履り歴れきから東條さんのブログを閲えつ覧らんし──

「間違いない。これは運命の恋だ、ね」

　背後からブログの一文を読み上げる声がして、俺は慌あわててパソコンの画面を隠かくした。

　が、咲の冷ややかな目を見る限り、誰のブログを見ていたかがばれたのは明白だった。

　いつの間に後ろに立っていたのだろう。俺が尾び行こうがうまくなっているように、咲は気配を消して後ろに立つのがうまくなっているようだ。お互い無む駄だなことで成長している。

「お、俺のこととは限らないだろ？」

「そうね。誰のことかは書いていないわね。学校帰りに会った人のことがたまたま書かれているだけだものね」

「そ、そのとおりだ」

「とにかく少しは仕事をしなさい。運命の人」

　ちくりと皮肉を言って、咲は仕事に戻っていった。

　俺はブログを横目で見る。そこには紛まぎれもなく昨日きのう更新された日記。

　……まいった。運命の恋だって？　まさかこんなことが書かれているなんて。まあ、確かに占うらない好きなら、ああいう出会いを運命に置き換えたくなるのかもしれない。

　しかしそれを咲に見られるとはツイテない。サボろうとした罰か。

　俺はブラウザを閉じて、アルバイトに戻ろうとし、

「え？」

　彼女のブログの閲覧者の書き込み欄らんには──

「何が運命だよ、馬鹿じゃねー」「あんたが調子こき始めてからあたしら運悪くなってんだけど」「つーか、あんたと会ったのが運悪っ」「夢見てんなよ。恥はじ」「お前に関わると不幸になるって有名なんだよ」「死ね」「お前のせいでみんな不幸になってんだよ」「疫やく病びよう神がみ」「東とう條じよう、お前だってわかってんだよ。人の約束すっぽかして浮かれてんじゃねーよ。てめーのせいでひどい目に遭あった。明日あした責任取らせるからな。まあ、これ見る頃にはもう責任取った後だろうけどな」

　数々の中傷コメントが載のっていた。




「どういうことですか？」

　俺おれは都と和わ子こさんに、東條さんに向けられた中傷コメントのことを伝え、問いかけた。

　俺の漠ばく然ぜんとした質問の意図を都和子さんは汲くんでくれた。

「昨日きのうも言ったが、その『アンティーク』は見返りの幸運を呼び寄せるものだ。所持者を不運にする能力はない。もちろん副作用的な意味も込めてな」

「都和子さんの見立てを疑う気はないですけど、別の能力ってことはないですか？」

「十分疑ってるじゃないか」

　それでも都和子さんは気を悪くした様子もなくもう一度バングルの石を見てくれた。そして首を横に振る。

「答えは昨日と同じだ」

「そう、ですか……」

「まあ、あたしだって『アンティーク』の能力の全すべてを知っているというわけじゃない。知らないことや見落としていることもあるかもしれない。お前の考えを聞こうか？」

　都和子さんに促うながされ、俺は自分の考えを伝えた。

「見返りの幸運に副作用的なものはないってことですけど、例えば幸運を譲ゆずらなかったら不運を呼び寄せるとかもないんですね？」

「ない」

「じゃあ、その『アンティーク』を手放したら、何かが起きるということはありませんか？」

「何かとは？」

「人の一生分の運の総量は決まっているって言いましたよね？　それから一度で使用できる運にも上限があるって言いましたよね？　それを時間間かん隔かくで区切ったとして、例えば一ヶ月とか一年とかで使用できる運の量って決まっていたりしませんか？　つまり、これまで立て続けに運の良いことが起きていた中でこれを手放したら、しばらく不運が立て続けに起こるということはありませんか？」

「なるほど。それは考えも及ばなかったな。……ありえない、とは言わない」

「じゃあ……」

「だがありえる、とも言わない」

　都和子さんは不透明な答えを出した。

「ただ一つ言えることは、これでいいということだ」

「え？」

「お前のその考えが正しいとしたならば、今彼女が不運な目に遭あっているのは、幸運と不運の帳ちよう尻じり合あわせをしているということだろう？　それはむしろ必要なことじゃないのか？　逆にお前の意見が間違っているとしたら、これはただの偶ぐう然ぜんだ……いや、この場合は必然かな」

「必然？　彼女が中傷されることがですか？」

「そうは言っていない。ただ彼女が『アンティーク』で、いや、そうでないにしても、幸運だったのなら、次には不運なことが起こる。それは自然なことだ。人がずっと幸運でいられるはずがないんだ。それに特別幸運な奴やつがいれば、周囲からは妬ねたまれるものさ。珍しいことじゃない」

　確かに一生幸運でいられるはずがない。幸運があれば、不運もある。不運なことが起きないことなどありえない。特別に幸運な人間がいれば、それを妬む人間が出てくる。

　全すべて理屈ではわかる。だが俺おれが『アンティーク』を借りて、彼女は中傷されてしまった。因いん果が関係はないかもしれないが、それが自然なことと言われても仕方がないとは思えなかった。

「刻也ときや」

　と、それまで黙だまっていた咲さきが俺に問いかける。

「学校に行って『アンティーク』を返しましょう。そうしないと刻也の気が収まらないのでしょう？」

　そう。俺はこの『アンティーク』を今すぐ彼女に返したかった。

　今、こうしている間にも彼女は幸運の恩恵を受けていないのだから。




　俺と咲は東とう條じようさんの学校に向かった。

　すでに放課後もだいぶ時間が経たっていた。部活もあまり活発でないのか、グラウンドに人ひと気けはなかった。一階のいくつかの教室からは明かりが漏もれているが、上のほうはほとんど明かりが消えていた。

　もう東條さんはいないのかもしれない。

　あんな書き込みがあったが、実際に事件が起きたような騒そう々ぞうしさはなかった。だが俺の心は落ち着かないままだった。

　明かりのついている教室が見え、残っている人に聞いてみようと行ってみると、

「東條さん？」

　探していた当人の姿が窓から見えた。

　保健室にいるという事実が、さらに嫌いやな予感を膨ふくらませる。

　声が聞こえたのか、椅い子すに座っていた彼女もこちらを見た。俺の姿を見つけると、驚いた表情で窓に近づいてきた。

「来栖くるす君、どうして……？　そっか。今日お店に行く約束だったわね。ごめんなさい。急用ができちゃって」

「それはいいんだ。あの、怪け我がでもしたの？」

　それとなく聞いてみると、彼女は何でもない表情のまま、

「大したことないの。階段から落ちて手を怪我しただけ」

「手を？　それって誰かに……？」

「ううん。つまずいただけ。でも大したことないから」

　左手に包ほう帯たいがしてあった。手の甲こうの辺りに少し血が滲にじんでいる。

　バングルをしていた手が怪我をしていたのは意味深しんな符ふ号ごうだが、それは考えすぎかもしれない。

「ごめん」

「どうして来栖くんが謝るの？」

「あ、いや、俺おれがこの幸運のバングルを借りたから、君が怪我をしたのかと思って……」

「そんなことあるわけないじゃない」

　彼女は笑って否定した。この幸運の力をそこまで信じていない様子だった。当たり前だ。彼女にとってはただのアクセサリーの感覚なのだ。

「ごめんね。行けないって連絡できればよかったんだけど、連絡先聞いてなかったから。今、交換してもらってもいい？」

　と、彼女は携帯電話を取り出した。断る理由も特になく、俺も携帯電話を取り出した。

「赤外線できる？」

　正直、そんなに機能には詳くわしくない。

「貸して」

　彼女は同じ機種を使ったことがあるのか、俺の携帯電話を簡単に操作し、赤外線通信で電話番号とアドレスの交換をしてくれた。

「後で確認しておいて」

「ああ。それよりこれ、返すよ」

　俺は受け取った携帯電話を確認もせずにポケットにしまい、持っていた幸運のバングルを彼女に手渡した。連絡先の交換よりもこちらを早く済ませたかった。

　彼女はそれを受け取り、怪我をしている左手にはめた。彼女の言うとおりあまり大きな怪我ではないようだ。

「わざわざごめんね」

「いや。あの、もしよかったら送ろうか？」

　あのブログの中傷コメントが気になり俺は申し出るが、

「ごめんなさい。ちょっとやることがあるの。それに人を待ってるから」

「そう。じゃあ、これで」

「うん。またお店に行くから」

　東とう條じようさんと別れ、俺おれは後ろにいた咲さきと一緒にその場を後にした。

「よかったわね」

「ああ。大したことないみたいで、よかったよ」

「そうじゃなくて携帯……」

「は？」

「……何でもないわ。それよりこれからどうするの？」

　家に帰る、という答えを知りたいわけではないだろう。

「東條さんの持っている『アンティーク』は単に幸運の見返りを受けるだけだ。他人より少し幸運が舞い込むというだけなら、悪用することも他者が不幸になることもない。だったら放っておいてあげてもいいんじゃないかな？」

『アンティーク』の能力については都と和わ子こさんの保証済み。怪け我がも大したことがなかったし、俺が気にしすぎていただけだろう。ブログに載のっていた中傷コメントは気になるが、彼女が無事だったことからも大事にはならないだろう。

「……そう」

　だが、咲はそれに納得をしていない様子だった。

「何か思うところがあるのか？」

「……ブログを読んでいて思ったんだけれど、彼女はずっと不運だっていう日記を書いていた。それが『アンティーク』を手にしてから一転して幸運だって毎日書かれるようになったわ」

「ああ。幸運になる『アンティーク』を手に入れたんだ。当然だろ？」

「本当に？」

「？」

「彼女に毎日幸運が舞い降りるには、見返りとなる良いことをしなくてはいけないのよ？」

「だから、良いことをしているんだろ？」

「良いことをしたら自分にも返ってくる。そんなこと当たり前のように言われている。でもそれを知っていても人は良いことばかりするわけじゃない。だって、それが迷信だと知っているから」

「何が言いたいんだ？」

「何も知らない彼女が、どうして毎日幸運になれるの？」

「彼女が『アンティーク』の力で、良いことをすれば幸運になれると知っていてやっているって言うのか？　彼女は『アンティーク』のことを知らないと言ったぞ」

「それを信じるに足るものはなに？　どれだけあなたは彼女のことを知っているの？」

「それは……」

　俺おれは信じるに足る言葉を口にできなかった。

「ねぇ、刻也ときや。あなたは『アンティーク』の能力を疑っていたの？　それとも『アンティーク』を借りていたときに彼女が不運な目に遭あったから罪悪感を感じていただけなの？」

　咲さきの問いかけに、俺はすぐに答えることができなかった。

　そう、なのだろうか。

　俺の中の煮え切らない思いは、罪悪感から生まれたものなのだろうか。

「ごめんなさい。彼女を本当に疑っているわけじゃないわ。ただ刻也はおかしいと思っていたんじゃないの？」

「……そうだな。お前の言うとおりだ」

　なぜ俺は終わったと思い込もうとしていたのか。まだ何も終わっていないというのに。

　確かに罪悪感が皆かい無むだったとは言わない。

　だが、今の状況に俺は納得していたわけではない。疑問は何も解決していない。

　確かに東とう條じようさんが持っているものは、見返りの幸運を得る『アンティーク』だ。

　だがブログの中傷コメントに、彼女のせいで不運になったという人間がいた。

　それに俺だって最初に彼女の後をつけたとき、トラックに轢ひかれそうになるという不運に遭った。そのとき俺は彼女にぶつかっている。運を奪われる感覚なんてわからないが、あれをただの偶ぐう然ぜんで片付けるのは早計だ。

　……決定打はない。そもそも運、不運などという曖あい昧まいなものを見極めようとしているのだから当たり前だ。

　唯一確定していることは、彼女が見返りの幸運を得る『アンティーク』を持っているということだ。

　……だがそれが問題だ。それで全すべてが片付いてしまうのだ。

　この絶対条件が覆くつがえらない限り、彼女に不運は起こせない。

　と、そこで俺は意外なものを目にした。

　東條さんだった。さっきまで保健室にいた彼女が切迫した様子で校舎裏うらに消えていった。

「こっちだ！」

　誰かの声が聞こえ、東條さんは走って体育館らしき建物のほうに向かった。

　事態は、俺に状況を整理する余よ裕ゆうも与えてくれなかった。
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　あたしは必死に逃げていた。

　まさかこんなことになるなんて思わなかった。

　あたしは何も悪いことをしていないのに。何でこんな目に遭わなきゃいけないの？

　ただほんの少し、皆から運をもらっただけなのに。

　あたしは運が悪い。あたしはどうしようもないくらいに運が悪い。少し幸運をもらったくらいじゃ、ちっとも運が良くならない。

「どこ行った！」

　誰かの罵ば声せいが聞こえてくる。

　あたしは体育館のほうに向かって走った。

「いたぞ、こっちだ！」

　誰かの声が聞こえた。何人かの足音が聞こえてくる。全員あたしを追っているのだ。

　その中には倉くら田た君の声も含まれていた。

　きっかけは昨日きのうのことだった。ゲームセンターに行くという約束をしていたけれど、倉田君に冷めてしまったあたしは無視をした。

　あたしが行かなかった日、彼はゲームセンターのメダルゲームで大負けをしたのだ。しかも、先せん輩ぱいのお金を使って絶対に勝たせると豪ごう語ごしてやったゲームで、だ。彼は先輩に多額の借金をすることになったそうだ。

　それだけなら別によかった。

　彼が損しようが、先輩が損しようが、あたしにはもう関係ない。

　でも、彼はその負けをあたしのせいにして、負けた分のお金を巻き上げようとしたのだ。

　なぜあたしのせいにされなければならないのか。

　倉田君はあたしの幸運のバングルに目をつけていたからだ。最初のデートのときにあたしは幸運のバングルのことを話してしまっていた。もちろんこれが『アンティーク』と呼ばれる特別なものであることまでは話していないし、彼もわかっていない。

　つまり彼は言いがかりをつけたいだけだ。お金を巻き上げる口実を作りたいだけだ。でもそんなことを指し摘てきしたって何も変わらない。彼らは負け分をあたしから奪うばわなければ気がすまないのだ。

　やがてあたしは体育館裏うらに追い詰められてしまった。

　あたしを倉田君とその仲間が睨にらみつけている。

「おい、何とか言えよ」

　倉田君があたしの肩かたを押した。あたしはバランスを崩くずして倒れる。でもそれはあたしにとっての幸運で、彼にとっての不運。

　だって、今あたしは運を奪ったんだもの。

「あたしに触ふれたら不運になるわよ」

　あたしが言ったと同時に、ボンッ！　と何かが爆発したかのような音がした。体育館裏の焼しよう却きやく炉ろが爆発したのだ。運良くスプレー缶かんか何かが入っていたのだろう。

　倒れていたあたしにはまったく被害がなかった。

　けれど、立っていた彼には爆ばく発はつで飛び出した中身が襲おそい掛かった。

　顔を押さえて地面を転がる彼の手の間から、赤い血が伝っていた。何人かが彼に駆かけ寄る。

「なに笑ってるのよ！」

　一緒にあたしを追いかけていた女子があたしの髪かみを摑つかんで立たせようとした。

　あたしに触ふれた。あたしは運を奪うばった。

「痛っ！」

　と、小さく叫んで手を引っ込めた彼女の手には、髪留どめのピンが突き刺ささっていた。

「だから不運になるって言ったのに」

　髪の毛がばさりと落ちる。その髪の隙すき間まからあたしは皆を睨にらみつける。

「何だよ、その目は！　こっちに来い！」

　爆発の危険を感じたのか、男子たちがあたしを無理やり立たせて、体育館に投げつけるように押し込んだ。

　体育館の床ゆかを滑すべるように転がったあたしの後に続くように、皆も体育館に入ってきた。

　皆があたしを囲んで、蹴けってくる。

　集団のいじめ。暴力。こんな目に遭あうなんて、やっぱりあたしは運が悪い。悪すぎる。

　もっとだ。もっと運を奪わないとあたしは幸せになれない。
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　どういうことなのか？

　俺おれは目の前の状況を直視し、けれども理解できずにいた。

　彼女を助けなければならないという思いよりも疑問が先に立った。

　なぜ東とう條じようさんの周りの人間に不運が起きているのだろうか。

　これは偶ぐう然ぜんなのか？　違う。そんなはずはない。こんなことが偶然起きるわけがない。

　じゃあ、どうして？

　決まっている。『アンティーク』の能力によるものだ。

　だが、おかしい。あの『アンティーク』は見返りの幸運。彼女が幸運を譲ゆずることで、幸運を呼び寄せるもの。

　決して、自分の幸運のために他者に不運を与えるものではない。

　だが現実に目の前で起きている光景は後者に他ほかならなかった。

　そう。確かに彼女は自分の意思で他者に不運を与えている。




　あたしに触れたら不運になる──




　その言葉が目の前の惨さん状じようを裏付けている。

　なぜだ？　なぜそんな真似まねができる？

　思考が混乱している。整理できない。

　だが確実に言えることが一つある。

　俺おれは何を間違えている──？

　きっかけはユキエという管理者のブログサイトで見た『アンティーク』画像だった。

　それは幸運を導く能力を持つバングル。

　俺は偶ぐう然ぜん持ち主の東條幸恵さんを見かけ、彼女を尾び行こうした。彼女は信号にまったく引っ掛からないという幸運の中、道を進んだ。

　二度目の尾行では、やはり彼女は信号にまったく引っ掛からなかった。そのとき接せつ触しよくに成功して彼女の持つ『アンティーク』を見せてもらった結果、それが「幸運を譲ゆずることで、より大きな幸運を得られる」という『アンティーク』だとわかった。

　つまり、他者から幸運を奪うばうものではなかった。

　だが、彼女のブログには、実際に不運になったという人の中傷コメントが書き込まれた。さっきまでは幸運な彼女への妬ねたみと考えていた。今、目の前で起きている光景は、彼らのコメントを肯こう定ていしていた。

　だが彼女が持っているのは見返りの幸運を得る『アンティーク』なのだ。

　これを覆くつがえすということは、都と和わ子こさんが間違っているということになる。

　前提はそれだけだが、その前提が絶対なのだ。

　……そうなのか？　絶対か？　絶対でないことが目の前で起きている以上、それは絶対ではない。

　では他ほかに可能性はないか？　見返りの幸運を得る『アンティーク』を持っていて、かつ他者を不運にすることができる可能性が。

　もしもあるとすれば、それはこうだ。




　彼女は二つの『アンティーク』を持っている──




　だが、その考えでは矛む盾じゆんが生じる。

　確かに前提は、彼女が見返りの幸運を得る『アンティーク』を持っていること、だけだ。

　決して、彼女が見返りの幸運を得る『アンティーク』だけ、を持っているわけではない。

　それはすでに頭にあった。考えもした。

　だが、今の状況は二つの『アンティーク』を持っていることだけでは説明がつかないのだ。

　それは、彼女が自分の意思で不運を起こしていることだ。

　なぜなら彼女は『アンティーク』を知らないからだ。『アンティーク』を知らない彼女が自分の意思で不運を起こせるはずがないのだ。

　昨日きのうから今日の間に知ったということか。

　だが、それではブログの中傷コメントと時系列が合わない。

　彼女はもっと以前から不運を自分の意思で起こしていた。

　だがそうすると、彼女が『アンティーク』を知らないという事実が合わなくなる。

　それぞれの考えが、それぞれの考えを否定しあう。




　それを信じるに足るものはなに──？




　咲さきの問いかけが蘇よみがえる。

　そう。咲の言葉を認めるなら、彼女が噓うそをついている、ということになる。

　それならば、彼女は『アンティーク』のことを知っていて、さらに見返りの幸運を得る『アンティーク』と幸運を奪うばう『アンティーク』の両方を持っていた、という考えが成立する。

　だが、それはありえない。

　彼女は『アンティーク』を知らない。

　付つく喪も堂どうの前で話を聞いたときにそれは証明されている。

　信じるに足るものがあるのだ。

　咲には言わなかった。いや、以前の一ひと悶もん着ちやくを気にして言えなかったが、東とう條じようさんに「『アンティーク』を知っているか」とカマを掛けたときに、俺おれは一つの反則を犯していた。

　俺はそのとき、心の真実の声を盗ぬすみ聞く『アンティーク』──『心しん声せい』を使っていたのだ。

　俺だって馬鹿じゃない。

『アンティーク』の能力に溺おぼれているかもしれない人が、初対面の俺に『アンティーク』を知っているなんて簡単に明かしてくれるとは思っていない。

　だから、地下倉庫に都と和わ子こさんを探しにいったときに、『心声』を耳につけていたのだ。

　その『心声』が証明してくれた。

　彼女は『アンティーク』を知らない、と。

　だから、彼女が不運を起こせると知って『アンティーク』を使っていることはありえないのだ。

　だが現実は違う。

　どうすれば目の前の状況を説明できるのか──

　と、隣となりにいる咲が言った。

「ねぇ、刻也ときや。おかしいわ」

「ああ。あの『アンティーク』は不運をもたらす……」

「違うの」

　咲さきがかぶりを振った。

「彼女の手を見て」

「……手？」

　俺おれは東とう條じようさんの手を見る。

　何もおかしくはない。

　彼女の手には──

「──ない」

　再度見直したが同じだった。

　彼女の手にはあるはずのものがなかった。

　そう。包ほう帯たいだ。さっき巻かれていたはずの包帯がなかったのだ。

　はずしただけ？　いや、彼女の手には怪け我がの痕あとすら見られなかった。血が滲にじむほどの怪我だったはずなのに。

　それにもう一つ。目の前の彼女と記き憶おくの中の彼女の違いに閃ひらめく。

　彼女が包帯をしていたのは左手だった。携帯電話を操作していたのが右手だったから間違いない。

　そして、バングルをつけたのは怪我をしたほうの手、つまり左手だった。

　だが今の目の前の彼女がバングルをつけているのは、

「……右手だ」

　これが何を意味するのか。

　俺は自分が何を履はき違えていたか、気づくことができた。

　俺は携帯電話を操作し、自分の考えを確認した。

　つい先ほど、彼女に赤外線送信してもらった彼女の連絡先を──いや、名前を確認する。

　そこには──




「東條幸恵──トウジョウサチエ」




　そんなふうに漢字と読み仮名が登録されていた。

　では目の前で暴行されている彼女はいったい何者なのか。

　背後から聞こえた声が、俺の考えを肯こう定ていしてくれた。

「ユキエ！」

　背後でその名を呼んだ少女──東條幸さち恵えに向かって、暴行されている目の前の彼女──ユキエはこう言った。

「……お姉ねえちゃん」




　そして俺は、自分が何を履き違えていたのかを完かん璧ぺきに理解する。

『アンティーク』は確かに二つあった。

　そして『アンティーク』の所持者も二人いたのだった。

　一人は、見返りの幸運を呼ぶ『アンティーク』の所持者、東とう條じよう幸さち恵え。

　もう一人は、他者の幸運を奪うばう『アンティーク』の所持者、東條ユキエ。ブログの管理者も、彼女だったのだ。

　俺おれはその二人の人物を一人として考えようとしていた。

　事実とブログに齟そ齬ごが生まれた理由はそれだった。

　おそらく初日に出会ったのは東條ユキエ、二日目に会ったのは東條幸恵だ。

　そう。この期ごに及んでおそらくと言わなければならないほどに二人は瓜うり二つだった。

　と、そこで俺の脳のう裏りに些細ささいな疑問が思い浮かぶ。

　では、あのブログに出てきた運命の人とは誰のことなのだろう？

　もしも俺でないのだとしたら……。

「これはとんだ展開だな」

　そのとき、体育館にさらなる闖ちん入にゆう者しやが現われた。




　　　　　　　　　◆




　体育館にお姉ねえちゃんが飛び込んできた。

　そのすぐ後を追って、知らない男の子と女の子も体育館に入ってきた。

　そして、最後にやってきたのは、

「……駿しゆん君？」

　彼は、昨日きのう出会った人だった。

　彼は『アンティーク』のことを知っていた。

　あたしのタイプで、運命の人だと思っていた。

　間違いない。きっと彼はあたしを助けに来てくれたのだ。

「助けて！」

　あたしは駿君に向かって叫んだ。必死に手を伸ばした。

　姉も、誰だか知らない人も、頼りにはしなかった。あたしは運命の人を頼った。

「やれやれ。だから近づかないように言ったのに」

「お前、こうなるのがわかってたのかよ！」

　なぜか倉くら田た君が駿君に怒ど鳴なりつけていた。二人は友達だったの？

「彼らが君に痛い目を見させようという話をしているのをコンビニの前で聞いてね、やめとくように言ったんだ。──君は不運を招まねくから、ってね」

「何でもっと詳くわしく言わなかった！　お前が言ってれば俺たちはこんな目に遭あわなかった」

　倉くら田た君が血だらけの顔を押さえて怒りを露あらわにする。

「信じなかったのは君たちだ。実際、近づかないように言ったのに従わなかっただろう？」

　それに、と駿しゆん君は薄うすく笑い、

「近づかないように忠告したのは、君たちの身を案じたわけじゃない。騒さわぎになると面めん倒どうだからってだけだったんだ。まあ、面倒というだけで、無理ではないからいいんだけどね」

　彼は、昨日きのう出会った人だった──それだけだ。

　彼は『アンティーク』のことを知っていた──集めていると言っていた。

　あたしのタイプで、運命の人だと思っていた──あたしが思っていただけだ。

　でもそれは間違いだ──そう、間違いだ。彼はあたしを助けに来てくれたのではない。

　助けてと手を伸ばすあたしのことは、もう視界にすら入っていなかった。

　彼の目は『アンティーク』に向けられていた。ただそれだけしか見ていなかった。

　その目が、後ろに向けられる。

　と、それまで彼の後ろにいたらしい女の子が姿を見せた。大おお柄がらではない駿君の背中に隠かくれるくらいに小こ柄がらな子だった。その子は伏し目がちに一歩前に出る。

　その女の子が誰なのか？　なんて聞くよりも前に、あたしはその子の持っているものに目を奪うばわれた。

　それは楽器のようなものだった。
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　笛ふえ、なのだろうか。オカリナ、にも見える。小こ柄がらなその子の手でも持てるような大きさで、だけどごつごつとしていて綺麗きれいなものではなかった。

　その女の子は一度だけ窺うかがうように駿しゆん君を見る。

　駿君はそれを受けて簡単に頷うなずく。

　その女の子はすっとその楽器を口元に近づけると、小さく息を吹き込んだ。

「さあ、幸運は誰に舞い降りるのかな？」

　駿君が哂わらった。




　　　　　　　　　◆




　そのとき、俺おれの脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　体育館を見ていた視界が、突とつ如じよ上を向いた。

　きらきらと光る無数の煌きらめき。

　それが四し散さんした天てん井じようのガラス片だと気づくのにわずか数秒。

　その数秒の間に宝石のごとき煌きを見せていたガラス片は、凶きよう器きへと変へん貌ぼうした。

　降りかかるガラス片に視界が赤く染め上げられる──




　──だがそれは現実ではない。




　俺の持つ『アンティーク』が視みせる未来の映像だった。

　俺の右みぎ眼めは義眼だ。本物の眼球の代わりに埋うまっているのは『ヴィジョン』と呼ばれる『アンティーク』だった。

『ヴィジョン』はこれから起こる少し先の未来を俺に視せてくれる。

　未来の全すべてを予期できるわけではない。宝くじの番号やスポーツの勝敗や明日あしたの天気などはわからない。意図した未来を視ることもできない。

　だが唯一つ必ず視せてくれる未来がある。

　それは俺か、あるいは俺に関わる誰かの命が危険にさらされたとき、その死に様を視せてくれるのだ。

　未来が視える瞬しゆん間かんは、まるでテレビにノイズが走るかのように頭にノイズが走り、現実に見ている視界に割り込んで未来の映像が流れる。

　そして俺は『ヴィジョン』の視せるその未来と異なる行動を取って、死という未来を回避するのだ。

「逃げろ！」

　我に返ると同時に叫ぶ。




　ガシャーン！




　頭上で何かが割れた──いや、粉ふん砕さいされたような音がした。

　この体育館の天てん井じようは強化ガラスでできた特別製だ。だがガラスであることに変わりはない。

　それは見なくてもわかる。

『ヴィジョン』がそれを物語っている。

　だから何が割れたのかはわかっている。

　だから何が降りかかるかわかっている。

　この後に起こる惨さん劇げきはわかっている。

　だが見上げる時間はない──全員を助ける時間も。

　俺おれは無意識のうちに、動き出していた。

　隣となりにいた咲さきの腰こしを抱だき、体育館の隅すみへと大きく飛びのく。

　ガラス片の直ちよく撃げきを避さけるため、俺は咲を抱えて二階通路下に逃げ込んだ。だが勢い余って壁に後頭部から激突する。

　激しく脳が揺れた。

　跳はね上がった頭が上を向き、必然視界が頭上を向いた。

　四散したガラス片が降りかかる様が見えた。

　腕うでの中の咲が声にならない悲鳴を上げたのが聞こえたような気がした。

　次いで、降りかかるガラス片が体育館に立っていた生徒たちを切り裂さいた。

　視界が赤く染め上げられる。

　それは『ヴィジョン』が視みせた光景と何ら変わりはなかった。

　無力感に歯は嚙がみする間もなく、俺の意識はそこで途と切ぎれた。




　　　　　　　　　◆




「あ……あ……」

　あたしは目の前で起きている光景が理解できずにいた。

　床ゆかには無数のガラス片。

　目の前にいた倉くら田た君たちは真まっ赤かに染まって倒れている。意識のある人は顔や頭を押さえて、床をのた打ち回っている。

　その中で、あたしは無事だった。かすり傷一つなかった。

　まるでガラス片があたしを避けるように、広がっていた。

　でもそれはあたしだけじゃない。

　隣となりで震ふるえている姉──幸さち恵えの周囲もガラス片が避さけていて、傷一つ負っていなかった。

　そして──

「おめでとう。君たち二人には幸運が舞い降りてくれたね」

　満面の笑顔で拍手する駿しゆん君とその隣となりにいる女の子の一帯も、ガラス片が落ちていなかった。

「よかったね。二人とも助かって」

　駿君はガラス片を踏みしめながら、あたしたち姉妹の下にやってくる。

「それはこの『幸運』のバングルのおかげだよ」

　駿君はまず幸恵のバングルを持つ手を持ち上げた。

「君は日頃の行いがよかったのかもね。おかげでこのタイミングで無事を手に入れることができた」

　次に、あたしのバングルを持つ手を持ち上げた。

「君は彼らの幸運を奪うばって助かったんだね。もし君が幸運を奪わなかったら、中には助かった人がいたかもしれないね」

　そんなことないとは言えなかった。

　もう何も考えられない。そうだったのかもしれないと思ってしまう。

　そして最後に、駿君はあたしたち姉妹の手を持ち上げたままこう言った。

「気分はどう？　──自分たちだけ助かった気分は？」

　その言葉には、あたしたち姉妹が二人とも反応してしまった。

「他ほかの普通の人たちは大おお怪け我がをしてしまった。中にはうまく逃げ切った人もいるみたいだけど、ほとんどが大怪我だ。君たちのように特別な幸運が舞い降りたりしなかったからね」

　彼は責めているのだろうか。特別な幸運を手にして無事を得たあたしたち姉妹を。

「君たちと彼らの違いはその『アンティーク』だけだ。でも君たちは無傷で、他ほかの人は大怪我だ。何とも不公平な話だね。こんな不公平な状況を見て、君たちはどう思う？」

　まず動いたのは幸恵だった。

　幸恵は駿君の腕うでを振り払ってバングルをはずすと、彼に向かって投げ捨てた。

「こんなものいらない。何なの？　百円ショップで買っただけなのに」

「あはは。百円ショップね。もしかしたら君は誰よりも幸運なのかもしれないね。偶ぐう然ぜんで『アンティーク』を手に入れるなんて。いや、不運なのかな？」

　駿君の目があたしのほうに動く。

　あたしは悪あく魔まに魅み入いられたかのように、幸恵と同じくバングルをはずして彼に手渡した。

「そうだね？　不公平はずるいよね？　皆と同じがいいよね？　わかってくれて嬉うれしいよ」

　駿君は二つのバングルを手にすると立ち上がり、何事もなかったかのように女の子を連れて去っていった。

「……よかった」

　あたしは安あん堵どの息を漏もらす。

　あんなバングル、もういらない。あんなバングルがあったせいでこんな目に遭あったんだ。

「……よかった」

　幸さち恵えもあたしと同じ言葉を呟つぶやいた。

「……よかった。皆には悪いけど、倖恵ゆきえが無事でよかった。あのバングルのおかげだね」

　あのバングルのおかげ？

　あたしはあのバングルのせいでこんな目に遭ったと思ったのに──

　幸運か不運かは人それぞれ受け止め方がある。

　あたしには理解できない。

　どうしてお姉ねえちゃんはこんなふうに思えるのか。

　きっと元々の幸運の量が違うからなのだろう。こんなことを幸運と思えるほどに、普段から幸運なことが起きているのだ。

　……幸恵の手の怪け我がが目に入る。

　階段から落ちたときは少し焦あせったけれど、やっぱりもっと運を奪うばってやればよかった。

　でももうそれもできない。

　あのバングルをこんな形でなくしてしまうなんて、やっぱりあたしは不運だ。




　　　　　　　　　◆




　結局、目を覚ましたときにはすべて終わっていた。

　教師が集まっていたり、救急車が来ていたりと大おお騒さわぎだったが、東とう條じよう幸恵さんがこの騒ぎに俺おれたちが無関係であると説明をしてくれたため、咎とがめられるようなことはなかった。

　落ち着いたところで一度彼女と話をすることができた。

　彼女の話を聞くところによると、東條幸恵とブログの管理者「ユキエ」──東條倖恵は一卵性の双子ふたごだった。

　幸恵さんは『アンティーク』をたまたま手に入れただけで、彼女の言葉どおり何も知らなかった。

　妹の倖恵さんはとある店で手に入れたとのことで、『アンティーク』のことを知っていた。おそらく都と和わ子こさんの言う姉妹店、なのだろう。

　それにしても、姉妹品が存在する幸運のバングルに関わった二人が、双子の姉妹とは皮肉なものだ。

　全すべてが解決した後だから言えることだが、姉妹品のある『アンティーク』ということが、今回の件を解決する一番のヒントだったのかもしれない。まあ、俺にもっと洞どう察さつ力があれば簡単にわかったのかもしれないが。

　また俺おれが感じていたとおり、初日に追っていたのが東とう條じよう倖ゆき恵えさんであり、二日目に追ったのが幸さち恵えさんだった。

　倖恵さんを見つけたときに幸恵さんの生徒手帳を拾ったのは、偶ぐう然ぜんだった。今思えば、確かに幸恵さんは「学校に行くとき」落としたと言っていたが、拾ひろったのは放課後だった。

　この偶然は何か目に見えない力が働いていたとすら思える。

　あえて言うなら、幸恵さんの見返りの幸運がこの出会いを導いたのかもしれない。

「来栖くるす君に会えたあたしは幸運だった。もしもあなたに会っていなかったら、あたしも倖恵ももっと酷ひどい目に遭あっていたかもしれないから」

　これは幸恵さんの言だ。

　確かに、彼女の落とした生徒手帳を拾わなければ、またその持ち主を倖恵さんと勘かん違ちがいしていなければ、俺はこれほど早くこの件に辿たどり着けなかったか、何も疑問に思わず見過ごしていただろう。

　しかし、幸運となる『アンティーク』を失ったとしても、またあんな目に遭ったとしても、彼女は救われたことを幸運と思っていた。前向きに不運の中に幸運を見つけていた。

　倖恵さんも同じように幸運だったと思ってくれているだろうか。

　それとも失った『アンティーク』を思い、また不運を嘆なげいているのだろうか。

　ブログはあれから更こう新しんされていないので、俺は知ることができない。

「しかし……」

　俺の中に不安のような染みが芽生える。

　あの二人組のことだ。

　彼らは何者だろうか。目を覚ましたときには、もう二人の姿はどこにもなかった。

　彼らがどこの誰なのかは、倖恵さんも知らないそうだ。

　彼は『アンティーク』のことを知っていて、幸恵さんの『見返りを呼ぶ幸運のバングル』と倖恵さんの『他者の幸運を奪う幸運のバングル』を持っていった。

　確かに『アンティーク』のことを知っている人が俺たち以外にいないとは言わないが、不ぶ気き味みな存在でもある。

　それに体育館の天てん井じようのガラスが割られたのは、彼らが何かをしたように思えた。

　彼らはいったい何者なのだろうか。

「いつまでぼーっとしているの？」

　パソコンのレンタル期間も終え、バイトの時間にやることがなくなり、物思いに耽ふけっていた俺に、咲さきが釘くぎを刺す。

　バイト時間なんだからバイトをすればいいと咲みたいなことは言うなかれ。

　客がいないのでバイトのしようがないのだ。

　と、そんな俺おれの主張を否定するように店のドアが開いた。

「ほら、お客様よ」

「はいはい」

　と、立ち上がった俺おれは、やってきた客を見て、思わず固まった。

　そこにいたのは、東とう條じよう倖ゆき恵えさんだった。

「おかしいな。この辺だったと思ったんだけど」

　彼女は眉間みけんに皺しわを寄せつつも、中に入ってきた。

「何かお探しですか？」

　俺は問いかける。

「あら。もちろん『アンティーク』を探してるのよ。前に買った店もこの辺りにあった気がするんだけど、よく覚えてないのよね。あなた知ってる？　ああ、あなたも『アンティーク』を持ってるのよね。ねぇ、ここもそう？　もしそうなら売ってくれない？　例えば──」

　俺は言葉を失った。彼女はあんな目に遭あってもまだ懲こりていないのだろうか。

　そしてまだわかっていないのだろうか。

「幸せになれる幸運の『アンティーク』を」

　やはり、彼女は何もわかっていない。

　運だけでは、幸せになんてなれないのだということを。













　　　第二章　希望







　物事には裏うらがある。

　物事には虚きよ偽ぎがある。

　物事には秘ひ匿とくがある。

　物事には忘ぼう却きやくがある。

　だから物事は一側面で判断してはならない。

　裏を読み、虚偽を見抜き、秘匿を明るみにし、忘却を埋うめ、初めて真実に行き当たる。

　だが真実を見抜くことが必ずしも正しいとは限らない。

　辿たどり着いた真実に、幸福が待っているとも限らない。

　それでも人は真実を追い求める。

　下げ世せ話わに、好奇心を満たすために、救いを求めるために。

　それが不幸の引き金になるとも知らず。




　　　　　　　　　◆




　……ホシイ──




　悪意が言った。




　……ホシイ──




　渡さないとわたしは答えた。




　……ホシイ──




　災さい厄やくと化した悪意が言った。




　……ホシイ──




　それでも渡さないとわたしは答えた。

　異い端たんと蔑さげすまれようと、愚おろかと哂わらわれようと、裏切り者と罵ののしられようと。

　お役目の大切さを染しみつけられた。

　伝統の尊さを学ばされた。

　そして憎にくめと教えられた。

　けれど、わたしにはできなかった。

　だからわたしは繰り返し答えた。

　渡さない、と。




　……ホシイ──




　災さい厄やくが追いかけてくる。

　どこまでもわたしを追ってくる。

　わたしから奪うばうために。

　壺つぼは、災厄と化した悪意を吐はき出し続ける。




　　　　　　　　　◆




　授業を終え、俺おれはいつもどおりアルバイトに勤いそしむべく付つく喪も堂どうに向かった。

　今日はどうやって暇ひまつぶしをしようかと考えながら店のドアを開けると、

「おー、やっと来たか」

　と、店のオーナーの都と和わ子こさんが待ってましたと言わんばかりに笑顔を振りまき、手を上げた。

　嫌いやな予感。

　昨日きのうまで買い付けに行っていた都和子さんが帰ってきていて、さらにこの笑顔とくれば、次の展開は予想できた。

「実はいいものが手に入ってなー」

「ほら、来た」

　予想どおりの展開に、俺はがっくりと肩かたを落とした。

「何だよ、そのリアクションは？」

「見てのとおりですよ」

　俺の反応が不満だった都和子さんが口を尖とがらせるが、俺は態度を改めなかった。

　仕入れてきた『アンティーク』の品評会なんて誰が喜ぶというのか。しかもほとんどが偽にせ物ものであり、仮に本物であったら迷めい惑わく極まりないことが起こるに決まっているのに。

「咲さきちゃんを見習え」

　都和子さんの言うとおり目をやると、咲が無表情の中に落らく胆たんを纏まとう空気を表現していた。が、都和子さんには見えないらしい。

　俺は咲を見習って、落胆の空気を醸かもし出してみるが、

「さ、座れ」

　やはり都和子さんには伝わらなかった。

　俺と咲は互いに目を見合わせ嘆たん息そくし、都和子さんの前に座る。

「今回仕入れてきたのはこの壺つぼだ」

　と、都和子さんが壺をテーブルの上にドンッと置いた。陶とう器きでできたような、黒くくすんだ見るからに怪しい壺だった。都和子さんが両手で抱かかえるくらいの大きさだが、重さはそれほどでもないようだ。

　上には蓋ふたがついてきっちり閉められていて、さらに紐ひもで厳重に縛しばられている。もしも幸せになれると吹ふい聴ちようして、宗教団体が販売しても決して売れないだろう。

「この壺は『災さい厄やくの壺』というんだ。世界のあらゆる悪意が封じられていて、決して蓋を開けてはならないらしい」

　おい。見るからに怪しいどころか、聞いても怪しいじゃないか。

「そんな壺つぼを仕入れてきてどうするんですか」

　そうだ。言ってやれ、咲さき。

「お店の商品にならないじゃないですか？」

　いや、咲よ。店のことより、自分の身を心配しろ。なぜかお前は『アンティーク』の災さい難なんに見舞われるんだから。

「で、本当にそんなもの仕入れてきてどうすんですか？」

「調べるんだよ。悪意を封じた壺だぞ。いったい中に何が入っているのか、どうやって封じたのか、知的探究心をくすぐるだろ？」

「それはただの好奇心ですよ」

「お前はもっと色々なことに興味を持ったほうがいいぞ」

「平へい穏おん無事に生きる術すべにはすごく興味がありますよ」

　何だってわざわざ危険に顔を突っ込むのやら。

「とにかく、扱いには気をつけてくださいよ」

「わかってるって。調べるだけさ」

　都と和わ子こさんは壺と一緒に仕入れてきたらしい、山積みされた資料本をぽんと叩たたいた。

「蓋ふたを開けるような馬鹿な真似まねはしない」

「するなよ」

「しないわよ」

　俺おれは隣となりの咲にも釘くぎを刺さすと、心外だと言わんばかりに咲はかぶりを振った。

　わかってない。俺から言わせりゃ、お前だって十分危険人物なんだって。




　　　　　　　　　◆




「お姉ねえさま。もうすぐですね」

　わたしは大好きなお姉さまの大きくなったお腹なかに手を当てた。

　お姉さまは椅い子すに座って、静かに大きくなったお腹を撫なでた。

　十ヶ月と九日前。

　そのお腹の中に宿った子は、お姉さまのお腹をどんどんどんどん風船みたいに膨ふくらませて、外に出ようと一生懸けん命めいになっていた。

　その子がお姉さまのお腹から出てくる日が、今日だった。

　周囲はそわそわとしながらも、厳げん粛しゆくな空気を作り出している。

　でもわたしはその子が出てくるのが楽しみでしょうがなかった。口元に自然と笑みが浮かんでしまうのを止とめられない。

「早く出ておいで」

　わたしは歌うようにお腹なかの子に声を掛けた。

　あと一日でこの子はお姉ねえさまのお腹から出てくる。

　でも出てきてくれるなら、少しでも早いほうがいい。

　わたしはおまじないをするように、お姉さまのお腹の中の子に何度も呼びかけた。

「そんなふうに呼びかけても、まだ出てこないわよ」

　お姉さまが苦笑しつつ、わたしがお腹の子にするように、わたしの頭を撫なでてくれた。

　と、周囲の人たちがいつまでもお姉さまから離れないわたしをたしなめるように言う。

「さあ。準備をしなくてはいけないから、あなたはお部屋に戻りなさい」

　体ていよく追い出されそうになったわたしは、不本意な気持ちになって口を尖とがらせる。

　わたしはずっとお姉さまの傍そばにいるつもりだったのに。

「さあ、言うとおりにして」

　お姉さまにも言われてしまい、わたしは仕方なく部屋を出ようとする。

　と、わたしを見送るお姉さまの顔がぐしゃりと歪ゆがんだ。全身が強張こわばったように力が込められたのがわかる。

　痛みが、来たのだ。

　これまでもお姉さまは吐はき気に苦しんだり、めまいで倒れたり、お腹の痛みで悲鳴を上げていた。昨日きのうも痛みに呻うめいていた声を聞いている。

　周囲が途と端たんに慌あわただしくなり、お姉さまは奥の間に連れていかれ、わたしは部屋の外に追い出された。

　でもわたしは部屋に戻らず、閉められた扉とびらの前を離れなかった。

　扉一枚を隔へだてた向こうから、お姉さまの苦しそうな悲鳴が聞こえてくる。

　十ヶ月と九日前。

　お姉さまのお腹に宿った子。

　どうか無事に生まれてきますように。

　わたしは扉の前で祈いのり続けた。

　何時間も、何時間も、何時間も。

　そしてお姉さまのお腹の中に子が宿り、十ヶ月と十日が過ぎたその瞬しゆん間かん。

　部屋から喚かん声せいが聞こえてきた。

　わたしは居ても立っても居られず、扉を開けて奥の間に押し入った。

　お姉さまはやつれた顔で、けれど使命を果たした誇らしげな顔をしていた。

　と、わたしがおばさまと呼んでいるお姉さまのお母さまが、産まれたばかりの子を抱だいて、ゆっくりと奥に向かって歩き出した。

　奥の間のさらに奥には祭さい壇だんがあり、そこには壺つぼが奉まつられている。普段は蓋ふたが閉められ紐ひもで厳重に封印されている壺つぼが、今は紐ひもが解かれ、蓋ふたが開かれていた。

　おばさまは子を抱だいて祭さい壇だんの一番上まで登り、手にしていた子を一度高く掲げた。

　それを見て、周囲の人が祈いのりを捧ささげる。

　お姉ねえさまも祈りを捧げる。

　わたしも何を祈ればいいのかわからなかったけれど、それに倣ならって祈りを捧げた。

　おばさまは静かに頷うなずく。

　そして。

　無事にお姉さまから産まれてきたその子は──




『神しん秘ぴの壺』の中に投げ捨てられた。




　──よかった。本当によかった。

　大好きなお姉さまを苦しめていたあの憎にくき悪意の塊かたまりが、やっとお姉さまの中から出ていってくれた。

　お姉さまが産み出した悪意の塊は『神秘の壺』の底へと落ちていった。




　世界は悪意に満ちている。

　けれど、神様はその悪意を摘つみ取ってはくれない。

　その悪意を摘み取るのは、わたしたち神しん殿でんの女性職──巫女みこの役目だった。

　世界に蔓まん延えんする悪意を、その身で受け止め、その身に宿す。そして十ヶ月と十日の間、地じ獄ごくのような苦しみの中、その身で悪意を育はぐくみ、そしてさらなる苦しみを超えて産み出すのだ。

　それが、わたしたち巫女と呼ばれる一族が神様から与えられた、特別な力。

　そして産み出した悪意の子は、壺の中に捨て去られる。

　その壺は『神秘の壺』と呼ばれ、神様から与えられた神殿の秘宝だ。

　その中身はどれほど覗のぞいても何も見えない。深い深い闇やみが見えるだけだ。その闇とは世界に蔓延していた悪意だ。歴代の巫女が世界から集め、捨て去った悪意がそこには封じられている。

　わたしたちが世界の悪意を浄じよう化かすることで、この世界は平穏を保っていた。

　人々は神殿に感謝し、わたしたちは人々の恩恵を得る。

　悪意の浄化は一生に一度しか行えない。

　だから悪意の浄化を行った巫女は、残りの一生の平穏を約束される。

　つい先日、悪意の浄化を行った巫女であるお姉さまは、人々に感謝され、残された人生を平穏に送ることとなった。

「お姉さま、もう平気？」

「ええ」

　数日前、悪意の塊かたまりを産み落としたときに比べたら、お姉ねえさまの顔色は随分よくなっていた。まだ自由に歩き回ることはできずにベッドで横になる毎日なのは残念だけれど、もう少ししたら、以前みたいに遊びにいったりもできるはず。

　あの悪意の子を宿してから、お姉さまはその子にかかりきりとなってわたしと遊んでくれなくなってしまった。

　しょうがないとは思っていても、残念な気持ちと許せない気持ち、けれどお姉さまが立派にお役目を果たしている尊敬とで複雑な気持ちだった。

　でもそれももう終わり。

　悪意の子を産み落とし、世界の悪意を浄じよう化かしたお姉さまは、これから自由に、そして平へい穏おんに生きていける。

「ねぇ、お姉さま。苦しかったですか？」

「そうね」

「痛かったですか？」

「ええ。とても」

「嬉うれしかったですか？」

「…………」

「どうしたんですか？」

「いいえ。とても誇らしい気持ちよ」

　お姉さまは少しだけ言い淀よどみ、見たことのない表情を浮かべた。返ってきた答えも「嬉しい」ではなかった。どうしたのだろう？　お役目を果たしたのに、嬉しくないのだろうか。

　と、お姉さまはわたしの頭をそっと撫なでた。

「わたしたちは普通の女性の幸せは得られないから」

「普通の女性の幸せって……？」

「あなたは……いいえ。私たちは知らなくていいのよ」

　お姉さまの言いかけたことは、それ以上聞けず知ることはできなかった。

　けれど、お役目を果たした巫女みこの気持ちを知る機会は、さほど時間が掛からずに訪れることとなる。

　三日後。わたしのお腹なかにも悪意の塊──闇やみ子ごが宿ったのだった。




　　　　　　　　　◆




　次の日。授業を終え、俺おれはいつもどおり付つく喪も堂どうに向かった。

　店のドアを開けて中に入ると、珍めずらしいことがあった。

　咲さきがレジ前にいなかったのだ。

　都と和わ子こさんに呼ばれて二階に行っているのかもしれない。まあ、盗とられるものもないし、客も来ないか。

　商品を扱う店にあるまじき感想を抱いだき、俺おれは服を着替えにいった。

　着替えを終えて店に戻ると、まだ咲さきの姿はなかった。着替え自体はものの五分程度。向こうも少し立て込んでいるのかもしれない。

「咲ー」

　念のため、階段の下から咲を呼んでみるが返事はない。

　まあ、そのうち降りてくるだろうと店番をして待つことにする。

　だが、十分待っても、二十分待っても、咲は降りてこなかった。

　俺は来ない客を待つのをやめ、階段の下からもう一度咲を呼んでみた。

　だが、返事はない。

　少しばかり店が気になったが、俺は階段を上って都と和わ子こさんの部屋に向かった。

　ノックをしてみるが、返事はない。

「開けますよー」

　一応断ってからドアを開ける。

　だが予想は外れ、都和子さんの部屋に二人の姿はなかった。

　出掛けているのだろうか。俺は携帯電話を取り出しながら、部屋のドアを閉めようとし、

「ん？」

　一いつ瞬しゆん、何か視線のようなものを感じ振り返る。

　だが、部屋には誰もいない。

　と、電話が掛かって通話状態になり、すぐに意識がそちらに向いた。

「お掛けになった番号は電波の届かない場所にあるか……」

　だが、咲が出ることはなく、圏外か電源が入っていない旨むねを伝えるメッセージしか聞くことはできなかった。

　二階を探し、一階を探し、そして地下倉庫も見てみたが、やっぱり二人の姿はなかった。

　探しても見つからず、連絡も取れない。

　待つしかなくなった俺は、仕方なく店で待つことにする。

　だが十分待っても、三十分待っても、誰も帰ってこなかった。

　誰もいない店は静かで、時計の針の音すらよく響く。

　変な喉のどの渇かわきを覚えて、俺はキッチンに水を飲みにいった。

　と、俺はキッチンにお茶の用意がされているのに気づいた。

　カップは二つ。咲と都和子さんの分だろう。ちょうど喉が渇いていたので、一つ失敬する。

「？」

　紅茶は淹いれてから何時間か経たっているかのように、すっかり冷めていた。カップの中だけじゃない。ティーポットに触ふれてみると、同じように冷めていた。

　それは、数時間前からすでに二人がいないことを示していた。

　紅茶をそのままにして出掛けるだろうか？　それともただの淹いれ忘れか？

　疑念が、不安を呼び起こす。

「咲さき！　都と和わ子こさん！」

　俺おれは声を張り上げた。

　だが、返事はない。

　地下を、一階を、店の中を探しても、やはり二人の姿はない。

　最後に行き着いたのは、都和子さんの部屋だった。

　俺はもう一度都和子さんの部屋のドアを開ける。

　いつもと変わりない部屋だ。資料が散らばり、足の踏み場もない部屋だ。都和子さんの部屋が整理されていたことなんて覚えがない。資料の山に埋うもれる都和子さんは珍めずらしくない。

　だが、物に隠かくれて二人が倒れているということもなかった。

　それでも俺は念には念をと、都和子さんの部屋に足を踏み入れた。

　いつも、勝手に入るなと言われている。ばれたら怒られ……

「────！」

　唐とう突とつにそんなつまらない心配は搔かき消された。いや、何かに押し潰つぶされた。

　そんな感覚になる、濃密な重さを感じた。物理的な重みではない。だが俺は確かに部屋に入った瞬しゆん間かん、重みを感じた。

　空気が鉛なまりになったかのような、そんな非現実的な重みだった。

　体が勝手に緊きん張ちようで硬くなり、けれど俺は部屋の奥へと足を踏み入れる。

　部屋は散らかっていた。いつもと変わらず散らかっていた。

　様々な文ぶん献けんや『アンティーク』らしき道具が部屋を席せつ巻けんしていた。

　そう。あの『災さい厄やくの壺つぼ』とやらも、昨日きのう俺が運んだときと同じ姿のまま、机の上に鎮ちん座ざしていた。




　そのとき、俺の脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




　俺はドアを開けて都和子さんの部屋に入る。

　いつもどおり、わけのわからない資料が山積みにされている。

　足の踏み場もない都和子さんの私室。

　変わり映えしない光景。

　いつもと違うところがあるとすれば。

　家主である都和子さんがいないこと。

　机の上に昨日きのう買い付けた『災さい厄やくの壺つぼ』が鎮ちん座ざしていること。

　その『災厄の壺』の蓋ふたが開かれていること──




「────！」

　我に返り、俺おれは机の上の『災厄の壺』を凝ぎよう視しした。

　だが壺の蓋はきっちりと閉められていた。

　俺は机の前の『災厄の壺』の前に立つ。

　触ふれてはならないもののような気がして、俺は伸ばした手を一度止める。

　と、机の上にメモがあることに気づく。正確には、それは文ぶん献けんの切れ端はしだった。

　いつもどおり、暇ひまを持て余しながら、来ない客を待つはずだった。

　だが──

　そんな日常には、とっくに皹ひびが入っていたことに今さらながらに気づく。

　文献の切れ端に記された一文に、この惨さん状じようの意味を知る。




　この壺の真実に近づいた者に災厄が訪れる──




　　　　　　　　　◆




　苦しい。

　苦しい。

　苦しい。

　毎日悩まされる吐はき気に心が折れそうになる。

　もう吐くものなんて何もないのに、吐き気だけが止まらない。

　きっとお腹なかの中の悪意の塊かたまりを体が拒絶しているのだ。ううん、もしかしたら、お腹の中の悪意の塊が毒となってわたしを蝕むしばんでいるのかもしれない。

　早く出せと。

　でもそれはできない。まだ悪意の塊が芽吹いただけ。もっと育はぐくみ、世界の悪意をわたしの中に取り込まなければならない。

　十と月つきと十とお日かの歳さい月げつを掛け、世界の悪意を取り込み、育て、それから捨て去らなければ、この世界の悪意は浄じよう化かされない。

　この苦しみはわたしの中に悪意の塊が宿り、順調に育っている証しよう拠こ。

　泣き言なんて言っていられない。

　お姉ねえさまだってこの苦しみに耐えたのだから、わたしだってこの苦しみに耐えて立派にお役目を果たし、この世界の悪意を浄じよう化かしてみせる。

　わたしは改めて決意を固める。

「だいじょうぶ？」

　ベッドで横になっているわたしのところに、フルーツを持ってお姉さまがやってきてくれた。

「少しは食べないと」

　本当は何も食べたくなかったけれど、お姉さまを心配させてはいけないと少しだけ口にする。フルーツくらいなら何とか食べられるけれど、普通の食事は無理だった。

「うっ」

　そう思った矢先、吐はき気がわたしを襲おそった。

　お腹なかの中の悪意が、わたしを餓が死しさせようとしているかのようだった。

　お姉さまが背中をさすってくれる。

「やっぱりわたしには無理かもしれません」

　さっきまでの決意はどこへ行ったのか、わたしの口から泣き言ごとが出てくる。

「お姉さま、もしわたしがお役目に失敗しても、嫌きらいにならないでください」

「これを乗り越えたら、少しは楽になるから」

　体が慣れれば、吐き気は収まるのだという。けれど、その後には体調不良や苦痛が待っている。とても気持ちなんて晴れない。

「いい方法を教えてあげるわ。この辛つらい時期を乗り越えるとっておきの秘密の方法よ」

　誰にも言ってはダメよと、前置きしてお姉さまがそっとわたしに耳打ちしてくれる。

「憎にくみなさい。お腹の中の悪意を、この世界の悪意を」

　神しん殿でんでは、愛を教えられることはあっても、憎しみを教えられることはなかった。

　何だか悪いことをしているみたいで、少しだけ気分が高こう揚ようする。よくいたずらをしては怒られていた、いたずらっ子のわたしにはとっておきの方法だった。

　やっぱりお姉さますごい。

「わかりました」

「そう。あなたは優しくて無む垢くだから。できる限り、お腹の中の悪意の子を憎みなさい。その憎しみが本物になるように。

　──最後のときに、少しでも哀かなしくならないように」




　怖い。

　怖い。

　怖い。

　苦しさや吐き気が収まる代わりに、お腹が異様に膨ふくらみ始めた。

　ゆったりとした巫女みこ服ふくを纏まとっていてもわかるくらいにお腹なかが膨ふくらんでいる。

　どんどん大きくなっていくわたしのお腹は、いったいどこまで大きくなるのだろう。このままお腹が膨らみ続けて、破れてしまうのではないかと不安になる。

　月日が経たち、体の不調が減っていくにつれ、心が不調を来きたしているようだった。

　大好きなお姉ねえさまにも苛いら々いらをぶつけてしまったり、お世話をしてくれる人の些細ささいな失敗も許せなくなった。それなのに、一人になると不安や寂さびしさに駆かられたりしてしまう。

　お腹の中の悪意が育ち、きっとわたしに悪い影響を与えているのだ。

　早く出ていってほしい。

　そうすれば、元のわたしに戻れるのに。

　でもまだ約束の日までは時間がある。

　いつまでこの不安や恐怖に耐えなければならないのか。

　しかもこの先にはまだ辛つらい痛みが待っているという。

　わたしは耐えられるのだろうか。

　弱よわ腰ごしになるわたしの心を嘲あざ笑わらうかのように、お腹の中の悪意が暴れだす。

　お腹の中を食い破って外に出てこようとする。

　お願いだから、大人おとなしくして。

　約束の日になれば、外に出してあげるから。

　わたしは必死になってお腹を撫なでた。お腹の中の悪意の塊かたまりを鎮しずめるように。

　ダメだ。こんなことではダメだ。

　憎にくまなければいけない。

　お姉さまの言うとおり、お腹の中の悪意の塊を憎まなければならない。

　憎め。憎め。そうすれば、わたしはお姉さまのように強くなれるはず。




　助けて。

　助けて。

　助けて。

　わたしは夢の中で逃げ回った。

　悪意の塊がわたしに向かって襲おそい掛かってくる。

　黒い、闇やみのようなものが、わたしを捕まえようとしてくる。

「来ないで！」

　わたしは必死になって逃げた。

　走って、走って、走って。

　激しい運動はダメだと言われているのも忘れて、わたしは必死になって走り続けた。

　やっと悪意の塊がいなくなった。

　逃げ切ったのだ。

　と、安あん堵どした瞬しゆん間かん、わたしのお腹なかが急激に膨ふくらみ始めた。

　どんどんどんどんお腹は膨らみ始める。

　自分でお腹を抱だきしめ、何とか抑おさえようとするけれど、無理だった。

　とめどなく大きくなったお腹は爆発し、わたしはお役目に失敗して世界に悪意をばらまいてしまった。

　そして、目が覚めた。

　息が乱れている。汗あせが噴ふき出している。夢だとわかっていても恐怖で体が震ふるえている。

　最近、怖い夢を見るようになった。

　悪意に追いかけられる夢だ。

　お腹を裂さいて悪意が飛び出す夢だ。

　心の変調は、夢にまで出てくるようになった。

　そして、怖い夢を見て目を覚ましたときには決まって──




　トンッ。




　悪意の塊かたまりが、嘲あざ笑わらうかのように中からお腹を蹴けってくる。

　わたしはそれで心を強く持てる。

　負けてなんていられない。

　弱気にならないなんてできない。

　不安を感じないなんて無理。

　泣き言ごとだって言ってしまう。

　でも、その後に心を強く持つことはできる。

　お姉ねえさまに泣きついていただけの頃のわたしとは違う。

　わたしは自分が強くなっていくのを感じた。

　お腹の中の悪意が成長していくように、わたし自身も成長しているのだ。




　痛い。

　痛い。

　痛い。

　お腹が引きつるような痛みに、脂あぶら汗あせが浮かんでくる。歯を食いしばって耐えるけれど、隙すき間まから呻うめき声が漏もれてしまう。

　悪意の塊が、お腹を破って出てこようとしているのだ。

　暴れている。お腹の中の悪意が暴れている。お腹の中がぐちゃぐちゃにされている気がする。

　大人おとなしくして。もうすぐ出してあげるから。

　でもその後どうなるか、この悪意の子は知らない。

　それとも『神しん秘ぴの壺つぼ』の中に封じられるのを知っているのだろうか。

　だから少しでも早く、周りに誰もいないうちに逃げ出そうとしているのか。

　だったらなおのこと外に出すわけにはいかない。

　きちんとお役目を果たすのだ。

　来きたるべきその日まで、世界の悪意をこの身に集め、世界の悪意を浄じよう化かするのだ。

　わたしは巫女みこだ。

　この神しん殿でんの巫女なのだ。

　世界のためなら、この痛みにもきっと耐えることができるはず。




　　　　　　　　　◆




　この壺の真実に近づいた者に災さい厄やくが訪れる──




　文ぶん献けんの切れ端はしにある言葉が全すべてを表している。

　これはおそらく都と和わ子こさんが残した、俺おれへのメッセージだ。

　吞気のんきに二人の帰りを待っていた自分の馬鹿さ加減が恨うらめしい。

　二人の身にはすでに何かが起こっていたのだ。

　決して開けてはならないという『災厄の壺』。

　おそらく都和子さんはその蓋ふたを開けてしまったのだろう。

　だが、誰よりも『アンティーク』の危険性を知っている都和子さんが、興味や知的探究心だけで簡単に蓋を開けるとは思えない。普段どれほどずぼらでも、都和子さんはそんなことはしない。こと『アンティーク』が関わることにおいて、俺は都和子さんを信用している。

　何らかの理由があって開けたのか、開けざるを得ない状況に陥ったのだろう。

　なぜ都和子さんが蓋を開けたかはわからない。

　だが俺までもが蓋を開けるわけにはいかない。それでは共倒れだ。

　つまり俺に課せられた使命は、決して壺の蓋を開けずに災厄とは何か、そしてその災厄から二人を救い出す方法を見つけ出すことだ。

　頼りになるのは、都和子さんが用意した文献だ。

　都和子さんもこの壺については元々の知識はなかった様子で、手掛かりは文献だけだった。ならば、俺もその文献を読み解くしか道はない。

　俺は机の上にあった、都和子さんが読んでいた文献に目を通した。

　文献は古く、あちこちが破れたり、穴が空あいていたり、炭でもかぶったかのように黒く塗りつぶされていたりもしたが、何冊か読んだ時点で明らかになったことがいくつかある。

　まず一つ。

　この壺つぼはとある神しん殿でんに奉ほう納のうされていた秘宝らしい。その神殿は世界にはびこる悪意をこの壺に封じていたとのことだった。

　次に二つ目。

　その役目を果たしていたのは神殿に身を置く巫女みこたちであり、彼女たちは祈いのりの力により、世界の悪意を封じることができる唯一の一族だったそうだ。

　そして三つ目。

　この『災さい厄やくの壺』は、神殿では『神秘の壺』と呼ばれ、決してその封印を解いてはならない、つまり蓋ふたを開けてはならないものとされていた。もしも悪意を封じるとき以外に蓋を開ければ、世界に災厄が訪れるということだった。

　どの記述にしても、いかにも神殿などの神に仕つかえる人間たちの言いそうなことだった。

　予言、神しん託たく、雨あま乞ごい。どんな時代も、宗教や信仰がらみにはそういった特別な力はつきものだ。

　この『災厄の壺』がいつの時代の代しろ物ものかは知らないが、神殿──つまり宗教や信仰の力が強い時代、そして土地のものであり、この『災厄の壺』、あるいは悪意を封じる役目とは神殿の権力の象徴だったのだろう。

　では、この壺に封じられている悪意とは何を指すものなのか？

　例えばそれが「金品」や「財産」を指すものであり、それが元で争いが起きて災厄が起きると言われるようになったとか。昔話にありそうなネタではある。

　例えばそれが「疫えき病びよう」を指すもので、この壺には病の元げん凶きようとなる病原菌や病びよう巣そうを封じていたものとする。蓋を開けると病源菌が放たれ空気感染し、病が蔓まん延えんしたことが災厄と呼ばれた。

　例えばそれが「地じ震しん」や「雷かみなり」などにあたる天てん災さいだったとする。実際には封じられていなくとも、蓋を開いたときにタイミングよく地震や雷が起きたことで、災厄が訪れるという伝承ができあがったとか。

　例えば、壺には何も封じられていなくて、あくまで壺は飾り。災厄が訪れるという伝承も、実際には何も封じられていない壺を開けられたくないための予防線、あるいは脅おどしのためのものだった。普通に考えれば、世界の悪意を壺に封じられるはずなどないのだから。

　……もしもそうだったらどれだけ楽だろう。

　だが、実際に都と和わ子こさんと咲さきは壺を開けてしまったために、行方ゆくえ不明になっている。

　何より、これは『アンティーク』絡がらみだ。普通に考えていてはその斜め上をいかれる。

　こんな希望的観測に何の意味もない。

　どれも憶おく測そくに過ぎないし、何より咲と都和子さんの姿がない理由にはつながらない。

　では例えばそれが「呪のろい」や「魔ま術じゆつ」の類たぐいであり、蓋を開けたことで人を消失させてしまうほどの力が暴走し、災さい厄やくと呼ばれたとか。……漠ばく然ぜんとしすぎている。後が続かない。

　では……いや、待て。漫まん然ぜんと浮かび上がる可能性を並べ立てたところで意味はない。

　俺おれは落ち着くために、一度大きく深呼吸をする。

　頭も情報も整理できていないし、答えを早急に求めすぎている。

　一度、思考をゼロに戻す。

　俺が調べるべきものとは何なのか。

　この『災厄の壺つぼ』に封じられている悪意とは何なのか。

　この『災厄の壺』を開けたときに訪れる災厄とは何なのか。

　封じられている悪意がわかれば訪れる災厄がわかるだろうし、逆に訪れる災厄が何なのかわかれば封じられている悪意がわかるだろう。

　このどちらかがわかれば、二人を救い出す手掛かりとなるはずだ。

　そのヒントは都と和わ子こさんの残した文ぶん献けんの切れ端はし。

　この壺の真実に近づいた者に災厄が訪れる、という言葉──

「？」

　引っ掛かるものがあった。

　何だか、違和感があった。

　俺は何に違和感を持ったのだろう。

　もう一度文面を読んでみる。

　都和子さんの残したヒントは、とてもわかりやすいものだ。

　真実に近づけば災厄が訪れる。真実に近づくということは壺を開けて中身を確認するという意味であり、だから壺を開けるなと言いたいのだ。

　それのどこに引っ掛かったのか。

　……そうか。当たり前すぎるのだ。

　この『災厄の壺』を決して開けてはならないということは、昨日きのうのうちにすでに聞いている。

　俺が釘くぎを刺さしたくらいだから、忘れてはいないだろう。

　それなのに、なぜあえてこの言葉──正確には文献の切れ端だが──を残したのだろう。

　咄嗟とつさのことで、それしかできなかったからか。

　あるいは──

　自分たちに起きた災厄を調べるな、と言いたいのか。

　俺を危険から遠ざけるために？

　……いや、それはない。

　都和子さんならわかるはずだ。

　そんなことを言ったところで、俺がやめるはずがないことに。




　ぞくっ──




　唐とう突とつに悪お寒かんを感じ、俺おれは我に返った。

　全身に鳥とり肌はだが立っている。

　もしも小さな無数の虫が体を這はい回ったなら、今のような悪寒を感じることだろう。

　だが実際に俺の体を這ったのは虫ではない。

　言うなれば、視線だった。

　誰かに見られているという感覚。それも密かに、息を潜ひそめるような場所から覗のぞかれているような感覚だった。

　俺は視線を感じたほうに、眼めだけを向ける。

　視界には特に何も入ってこない。

　首を回してそちらをよく見ようとするが、まるで金かな縛しばりにあったかのように体が拒否をしている。

　そこに何があるかを理解しているからだ。

　体中が汗あせばんでいく。

　つぅっと背中に汗あせが一いつ滴てき、腰こしに向かって流れていく。

　鼓こ動どうが嫌いやな感じで高鳴っていく。

　ごくりと生なま唾つばを飲む音が、耳の内側から響く。

　外側からは時計の音が規則正しく聞こえてくる。

　見られている。

　見てしまった瞬しゆん間かんに襲おそい掛かられるような不安がよぎる。

　それでも見ずにはいられない。

　見ない恐怖は、見てしまう恐怖に勝まさる。

　見ないでい続ける不安は、見て何もいなかったと安あん堵どしたい欲望には勝てない。

　たとえ後悔することになっても。

　恐怖をねじ伏せ、俺は金縛りを力任せに解き、『災さい厄やくの壺つぼ』を見た。




「────────！」




　壺は、何事もなかったかのように、机の上に鎮ちん座ざしていた。




　　　　　　　　　◆




　その日は天気も良かったので、お庭に散歩に出た。

　ずっと部屋にいては気持ちも滅入ってしまうので、神しん殿でんの敷地内に限られてはいるけれど、時々は外に出ることもある。

　ただ今日はお付きの人は連れなかった。大きくなったお腹なかで歩くのにも少しずつ慣れてきたので問題はないだろう。

　わたしは悪意を宿したので、今は神殿の奥にいることが多い。でも昔は一般の巫女みこや神官の人たちのいる区域にもいたことがある。

　わたしは久しぶりにそこに行くことにした。

　井戸の周りには広場があり、大おお勢ぜいの人が談笑している。子供たちは笑い声を上げながら遊んでいる。

　巫女や神官と言っても普段の生活は、一般の人々と何ら変わりない。

　と、わたしがやってきたのに気づいた人は談笑をやめ、わたしに恭うやうやしく頭を下げた。

　悪意を宿す巫女は、神殿でも上位者の扱いとなるのだ。

　ほんの少し寂しいことだけれど、お役目の重要性から考えて仕方がない。

「今日はどうしてこちらに？」

　階段を降りるわたしに手を貸してくれた、わたしより年上の巫女が尋たずねてくる。

「ちょっと気分転換に」

　彼女はわたしの大きなお腹をちらりと盗ぬすみ見て、けれど何も言わずに井戸の近くのベンチに案内してくれた。

　と、向こうから桶おけを持った子供が必死の形ぎよう相そうで井戸に向かって駆かけてきた。

「挨あい拶さつをなさい」

　たしなめられた子供は、「それどころじゃないの！」と言い放ち、桶に水を汲くんで戻っていった。

「申し訳ありません。後で叱しかっておきますから」

「いいの。でも何かあったの？」

「妹が生まれるんですよ」

「妹？」

　そう。あの子はお姉ねえさんになるのね。わたしのお姉さまのように立派なお姉さんになってね。もっともああして妹のために水を汲んだりしているのだから、問題ないわね。

「ねぇ、わたしを連れて行って」

「連れて行くというと、出産の場にですか？」

「ええ。お祈いのりくらいしてあげたいの」

「それは皆も喜ぶと思います」

　わたしはその子の家に連れて行ってもらえた。

　家に入ると大勢の人が集まっている姿が見えた。そしてその中央に、ベッドに横になり苦く悶もんの表情を浮かべる妙みよう齢れいの女性がいた。

　その女性を見たとき、わたしは一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　なぜならその女性のお腹なかははちきれんばかりに膨ふくらんでいたからだ。

　そう。まるで一年前のお姉ねえさまのように。そして今のわたしのように。

「どうして彼女がお役目を……？」

「違いますよ」

　と、わたしの独白に、ここに連れてきてくれた巫女みこが答えてくれた。

「あれは悪意を宿しているのではありません。赤あか子ごを宿しているのです」

「？」

「新たな生命が生まれるのですよ」

　そして──

「おぎゃー」

　という泣き声が部屋に響いた。

　次いで、部屋の中が大きな喚かん声せいに満たされた。

　床とこについていた妙齢の女性が全身に汗あせをかき、頰ほおをやつれさせ、けれど笑みを浮かべていた。それは、お役目を果たしたお姉さまよりも満足げに見えた。

「お役目と比べては失礼になるかもしれませんが、女性にとって赤子を産むということはお役目にも引けを取らないほどの重要な使命なのですよ」

　妙齢の女性に寄り添っていたお婆ばあさんの腕うでの中には、小さな小さな人間の子がいた。

　悪意の子ではない、人間の子。

　その小さな人間の子を、お婆さんが妙齢の女性に抱だかせてやる。

　その女性の顔に笑みが浮かんだ。

　その顔はお役目を果たしたお姉さまよりも、ずっとずっと幸せそうに見えた。

　と、わたしを連れてきた巫女がお婆さんに何か説明すると、彼女はわたしを手招きした。

「どうか。悪意に惑まどわされないよう祈いのってやってください」

　妙齢の女性がわたしにその子を差し出す。隣となりの巫女がわたしの腕を持ち上げ位置を固定する。

　わたしはされるがままになって、その子を抱いた。




　────。




　何が起きたのだろう。

　わたしは理解できなかった。

　小さく、壊こわれそうなほどに脆もろいその子を腕に抱いた瞬しゆん間かん。

　心が震ふるえた。

　哀かなしかったわけじゃない。嬉うれしかったわけでもない。

　それなのにわたしの目からは、涙なみだが溢あふれて止まらなかった。




「どういうことですか？」

　わたしは部屋に戻って、今日のことを話してお姉ねえさまを問い詰めた。

　お姉さまは一度だけ憐れん憫びんの表情を浮かべ、「そう、知ってしまったのね」とだけ言った。

　そのときの表情にわたしは覚えがあった。

　お姉さまがお役目を終えた数日後、わたしが「嬉うれしいですか？」と問いかけたときの表情だった。

　あれはこういう意味だったのだ。

「お姉さまは知っていたのですね？」

「ええ。知らなくていいのなら、知らないまま済んだほうが幸せだと思っていたの。でもあなたにもきちんと話しておくべきだったわね」

　わたしはお姉さまから話を聞いた。

　愛する人の子を宿し、育はぐくみ、そして産むという、お姉さまやわたしが失ってしまった一つの女性の幸せの形を。

　おばさまや死んでしまったわたしのお母さまが得た幸せを。

「でも勘かん違ちがいをしたらダメよ。あなたのお腹なかにいるのは悪意の塊かたまり。似て非なるもの。決してその女性と同じではないのよ」

　そうだ。間違えてはいけない。

　わたしのお腹にいるのは悪意の塊。『神しん秘ぴの壺つぼ』に封じられるべき悪意の子なのだ。

　わたしは子を産むという幸せを得られない。

　けれど、お役目を果たすという幸せを得ることができるのだ。

　それも、巫女みこであるわたしにとっては十分に幸せなことなのだ。




　　　　　　　　　◆




　冷や汗あせを拭ぬぐい、俺おれは文ぶん献けんに向かう。

　振り出しに戻った。いや、都と和わ子こさんのメッセージの意味がわからないのであれば、それ以前の問題だ。

　まずは都和子さんが何を調べ、俺に何を伝えたかったのか、知る必要がある。

　文献には、神しん殿でんの巫女に関しても記されていた。神殿には男性職もあったようだが、悪意を封じるのは巫女の役目だった。

　前述にもあったが、彼女たちには特殊な能力があり──あるいは『アンティーク』の力を使い──、祈いのりの力で世界の悪意を封じることのできる唯一の一族だった。

　もう少し詳しよう細さいに書かれている部分を見れば、祈りによって世界の悪意をその身に集めて産み出し、壺つぼに封じていた。中には耐え切れずに、命を落とした者もいたそうだ。

　自己を犠ぎ牲せいにすることで、世界を救えると信じていたのだろう。

　確かに信仰が関わるとき犠牲はつきものだ。特に地方の信仰などでは、そういったことがよくある。

　これも例外ではないようだ。

　しかしそんなふうに封じていた災さい厄やくが、過去に解き放たれてしまったことがあるらしい。




『災厄の壺』の封印は過去に二度解かれたことがある。だが、いずれも巫女みこたちの祈りによって世界は救われた──




　巫女の一人に、悪意を壺に封じる役目を放ほう棄きした者がいたというのだ。

　その巫女は悪意を封じるときでもないのに、好奇心に負けて壺の蓋ふたを開けてしまい、世界に災厄を解き放ってしまったらしい。

　しかし、巫女の中にも好奇心に負けて封印を解くような人間がいるのか。

　まあ、聖職者が罪を犯さないとは思わない。欲望は誰にも平等にある。当然、どこにでも禁止事項を破る人間はいる。

　その後、その巫女がどうなったのか。

　そういったことについては書かれていない。

　ただ決して無事ではすまなかっただろう。何らかの罪に問われたかもしれない。

　好奇心は人を殺すとはよく言ったものだ。

「そう、なのか……？」

　巫女ですら好奇心に負けたのだ。都と和わ子こさんが好奇心に負けないとは限らない。

　都和子さんは文ぶん献けんを調べるうちに、壺の中に何が封じられているのかという好奇心に負けて……。

「いや、違う」

　どこの誰とも知らない巫女が好奇心に負けたとしても、都和子さんはそんなことはしない。都和子さんを信じろ。都和子さんが壺の蓋を開けたのは好奇心なんかじゃない。

　……そうだ。もう一つ考えるべきことがある。

　なぜ都和子さんは、開けてはならないとわかっていたはずなのに『災厄の壺』の蓋を開けてしまったのか。開ければ災厄が訪れるとわかっていたはずなのに。

「！」

　いや、待てよ。

　俺おれはもう一度、都と和わ子こさんの残した文ぶん献けんの切れ端はしの意味を考える。

　なぜ当たり前の言葉を残したのか疑問に思った。

　もしもそれが逆の意味ならば……つまり開けるなという意味でなく、開けろという意味か？

　昨日きのうの言葉を否定するために、あれを残したのか？

　俺は『災さい厄やくの壺つぼ』を見る。

　この蓋ふたを開けろと、都和子さんは言っているのか。

　俺は机の上に鎮ちん座ざする『災厄の壺』に手を掛ける。

　この蓋を開ければ、二人を助けることができるのか？

　……いや、待て。待つんだ。早計過ぎる。

　俺は手を引っ込める。

　決して開けてはならない『災厄の壺』。開ければ災厄が訪れる。それを開けるには、都和子さんのメッセージは曖あい昧まいすぎる。

「？」

　また、だ。また何か引っ掛かった。

　俺は今、何を考えた？　俺は今、何に引っ掛かったのか？

　……そうだ。違いだ。二つの言葉の違いだ。

　昨日の都和子さんの言葉は、

「決して開けてはならない『災厄の壺』。開ければ災厄が訪れるという」

　そして都和子さんの残した文献の言葉は、

「この壺の真実に近づいた者に災厄が訪れる」

　違いは「真実」という言葉。

　都和子さんは、その「真実」を伝えたかったのではないのか。




　ぞくっ──




　再び背筋に悪お寒かんを感じ、俺は震ふるえた。

　先ほどよりも強い悪寒。

　無数の虫に這はわれるような、気味の悪い悪寒。

　間違いない。誰かに見られている。

　この視線の先にいるのが、いや、あるのが何なのかは確認するまでもない。

　……近づいている。

　その得え体たいの知れない視線の強さが俺が核心に近づいていることを実感させた。




　　　　　　　　　◆




　そして十ヶ月と九日が過ぎた。

　この一年弱の時間はわたしを成長させた。

　穏おだやかな気持ちで今日、この日を迎えることができた。

　もちろん不安がないわけではない。けれど、わたしはもう十ヶ月前のわたしではなくなった。

　なぜこんな苦しい思いをしなければならないのか、なぜこんな痛みに耐えなければならないのか、なぜこんなにも不安を覚えなければならないのか。

　理り不ふ尽じんだと思ったときもあった。

　なぜわたしがと問いかけたときもあった。

　けれど、今となってはそれらが全すべて必要なものだったのではないかと考えられるようになった。

　これまで耐えてきた痛みも、苦しみも、恐怖も、わたしが立派にお役目を果たせるかどうか神様に試されていたようにも思える。

　こんなことも乗り越えられないようでは、お役目は果たせないと。

　けれど、わたしは耐え切った。ここまで来ることができた。

「いよいよね」

　お姉ねえさまがそっとわたしの手を取る。

「がんばるのよ」

「必ずこのお役目を果たしてみせます」

　そして、わたしの最後の戦いが始まった。




　体が引き裂さかれるような痛み。

　体の中身を引きずり出されるかのような苦しみ。

　体の中で大きな力が暴れているような不安。

　けれど、これに耐えれば全てが終わる。巫女みことして使命を果たせる。世界にはびこる大きな悪意を、たとえわずかでも浄じよう化かすることができる。世界の人々がほんの少しだけでも幸せになることができる。

　だからわたしは負けるわけにはいかない。

　歯を食いしばり、獣けもののような奇声を上げ、狂ったように叫び、力を振り絞しぼる。

　けれど、それは想像を絶する痛みで、意識がかき回される。

　悪意の塊かたまりはまだ出てこない。

　内なる悪意が、生み出され、壺つぼの中に捨てられないように抗あらがっているかのようだった。

　その抗あらがいが引き起こす痛みは、耐え難いものだった。

　わたしは強くなった。

　この十ヶ月と十とお日かの時を経て、何度もそう思った。でもその自信は崩ほう壊かいした。これだけの痛みに勝つ自信がない。

　意識が遠ざかる。周囲の人々の励ましが遠ざかる。

　誰か。誰でもいい。この弱いあたしに、がんばれと言って。

　でもわたしは何のためにがんばればいいのだろう。

　お役目のため？

　世界の人々のため？

　歴代の巫女みこ様は何のためにがんばったのだろう。

　どうやってこの痛みに耐える力を手に入れたのだろう。

　お役目を果たすという使命感？

　この苦痛の先に待つ平へい穏おんを保証された生活？

　そんなことでは、この苦痛は乗り越えられない。

　憎にくめばいい、とお姉ねえさまの声が蘇よみがえる。

　確かにこれまでは憎しみで耐えてきた。

　お腹なかの中で育つこの悪意を憎み、何としてでも壺つぼの中に捨て去ってやろうと思っていた。

　世界を苦しめ、歴代の巫女を苦しめ、お姉さまを苦しめ、そしてわたしを苦しめたこの悪意を憎むことで乗り越えてきた。

　でも、憎しみだけではもう乗り越えることができない。

　どうすればこの痛みを乗り越えることができるのか。

　悪意に飲み込まれ、世界に災さい厄やくをばらまいてしまう夢が頭をよぎる。

　抗えない。

「もう……」

　わたしの意識が悪意に全すべて飲み込まれようとしたとき、浮かんだのはあの小さな赤あか子ごとその子を産んだ巫女の姿だった。

　彼女の苦痛に歪ゆがむ顔が思い出される。きっとわたしと同じような苦痛を味わっていたのだろう。

　では、あの人はどうやって乗り越えたのだろう。

　お役目という重責を担になったわけでもない彼女は、何を糧かてに乗り越えたのだろうか。

　子供を産み終えたときに浮かべていたあの幸福そうな表情が思い出される。

　あれは憎しみではなかった。

　憎しみで浮かぶ笑顔ではなかった。

　あの笑みを浮かべさせたものは──




「おぎゃー」




　声が聞こえた。

　自分の内からではなく、外側から。

　その声に意識が呼び戻され、目を覚ます。

　見れば、お姉ねえさまが何かを抱だき上げていた。

　両手に乗ってしまうような小さな体。掌てのひらに収まるような小さな頭。豆まめ粒つぶのような小さな手足の指。そんな小さな体で、けれど、大きな声で泣いていた。とても小さく弱々しい、けれど力強い、矛む盾じゆんを表した小さな子。

　それは悪意の塊かたまりとは違う、人間の赤あか子ご。

「…………」

　お姉さまは静かにわたしを見つめ、その子をわたしに抱かせてくれた。

　わたしはその子を腕うでに抱いた。

　その小さく、壊こわれそうなほどに脆もろいその子を腕に抱いた瞬しゆん間かん。

　わたしの目からは、涙なみだが溢あふれ出した。

　心が震ふるえていた。
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　それはあの妙みよう齢れいの巫女みこが産んだ子を、抱だいたときの想いそのものだった。

　ただ、あのときよりもずっとずっと喜びに満ち溢あふれていただけで。

「あれほど憎にくみなさいと言ったのに……」

　お姉ねえさまの口調は決して咎とがめるようなものではなかった。けれど喜びを示すものではなかった。

　それは抱いだいてはいけない感情の芽生えだった。

　いいえ。芽生えたのではない。芽生えはすでにあった。その思いが、今、花開いたのだ。

　あれほどまでに憎み続けてきたのに。

　これからも憎まなければいけないのに。

　壺つぼの中に封じてしまわなければならないのに。

　この世界の悪意の塊かたまりが──




　いとおしい。




「愛してしまったのね」

　お姉さまがわたしを見て、静かに言った。

　その声には憐れん憫びんが含まれていた。

　その目には哀あい切せつが含まれていた。

　その背には後悔が含まれていた。

　その顔には羨せん望ぼうが含まれていた。




　そのとき、奥の間に悲鳴が木霊こだました。




『神しん秘ぴの壺つぼ』の蓋ふたが開かれていた。

　誰がそうしたわけでもないのに、蓋が開かれ、中のものが這はい出していた。

　暗くら闇やみのように黒く、泥どろのように陰いん湿しつで、悪意のように醜しゆう悪あくなものが、奥の間を侵食し始めていた。

　それはこの壺に封じられた悪意の結集──災さい厄やくだった。

「お役目に失敗した！　闇やみ子ごが産まれなかった！　世界に災厄が訪れる！」

　周囲の巫女たちが恐怖に慄おののき、悲鳴を上げて逃げ始めた。

　蜂はちの巣をつついたような騒さわぎなんて生なま易やさしいものではなく、阿あ鼻び叫きよう喚かんの図だった。悲鳴と怒号を撒まき散らし、我われ先さきにと扉とびらのほうに向かう。

　誰かを押し倒しても、誰かを踏みつけても、誰かを見捨てても、我先にと。

　世界の悪意を浄じよう化かし、世界の平和を願う巫女たちとは思えない、とても醜みにくい姿だった。

　気がつけばわたしの周りには誰の姿もなかった。

　騒さわぎの混乱の中、隣となりに居てくれたはずのお姉ねえさますら視界には収まらなかった。

　見捨てられた、という思いがこみ上げる。

「待って」

　急な心細さを感じ、わたしも扉とびらに向かおうとし──

　無ぶ様ざまに寝台から落ち、額ひたいをしたたかに床ゆかに打ち付ける。

　足に力が入らなかった。

　体が思うように動かなかった。

　わたしの体の中にあるはずの、これまで当たり前にあった力がどこかに行ってしまったようだった。

　倒れたわたしを追い抜くように、皆が駆かけて行く。

　待ってと声に出そうとし、声にならずに消えた。

　そんな程度の力すらわたしには残っていなかった。

　どうしたのだろう。どうして力が入らないのだろう。そう、まるで何かに吸い取られてしまったかのようだった。

　わたしは腕うでの中の子を見た。

　初めて、腕の中にこの子がいたことを思い出す。

　──醜みにくい。

　わたしは自分が助かろうとして、腕の中にいた子のことを一いつ瞬しゆん忘れてしまった。

　あれほどいとおしいと思ったはずなのに。

　醜い、と感じた巫女みこたちのことなど何も言えなかった。

　自身の感じた絶望に、今度こそ本当に動けなくなる。

　奥の間を覆おおいつつある災さい厄やくに、もう何をしても助からないという諦あきらめが芽生える。

　わたしはその場に倒れ伏した。

　生きることを放ほう棄きしかけた。

　腕の中の子すら手放しかけた。

　けれど。




　きゅっ。




　巫女服の胸元がわずかに引っ張られた。

　目をやると、小さな手がわたしの服を摑つかんでいた。

　摑む、なんて力の込められた行為ではない。もっとひどく弱々しい。振りほどこうとすればあっけなくはずれるだろう。

　けれど、その子は他ほかに摑つかむものがないかのように、わたしの服を摑んでいた。

　何と強い力だろう。

　あっけなくはずれるはずの弱々しいはずの手に、ありったけの何かが込められていた。

　それは信頼ではない。

　依存というには哀かなしい。

　何と例えていいのかわからない。

　けれど、その手に込められた何かに、わたしは逆らえない。

　わたしがいなければ、この子は何もできない。

　わたしが諦あきらめれば、この子は何も得られない。

　そう思うだけで、わたしの中に力が生まれた。

　立ち上がるほどの力ではない。

　駆かけ出すほどの力でもない。

　けれど、わずかも動けなかったはずの体が、前に動く。

　無ぶ様ざまで、不ぶ恰かつ好こうで、醜みにくい。

　けれど、わたしの体は床ゆかを這はった。

　わたしはありったけの力を注いで床を這った。

　ずるずると体を引きずる。

　足が擦すり剝むけた。

　でもその足で床を蹴けり、前に進んだ。

　肘ひじが裂さけた。

　でもその肘を突き、前に進んだ。

　額ひたいから流れた血が目に入った。

　でもそれを拭ぬぐわず、前に進んだ。

　腕うでの中の子は離さなかった。

　それだけは決して。

　前に。

　扉とびらの向こうに。

　そこに行けば助かる。

　この子は助かる。

　この子だけは。

　この子だけでも。

　血を吐はく思いで、わたしはやっと扉の前に辿たどり着いた。

　──間に合った。

　奥の間を災さい厄やくが覆おおい尽くす前に、逃げ切れた。

　と、わたしを追い抜くように、一人の巫女みこが扉とびらの前に辿たどり着いた。

　これで最後ね。

　誰かの声が聞こえた。

　扉が閉まり始めた。

　待って。待って。

　最後の一人はここにいるわ。

　ここに。わたしの腕うでの中に。

　わたしはいい。

「この子だけは──！」

　最後の力を振り絞しぼって、わたしは叫んだ。

　これが本当に最後の力だ。

　もう何も残されてはいない。

　命の限りを尽くした声は──

　閉まりかけた扉が止まった。

　──届いた。

　わたしは顔を上げ、扉の向こうで待つ巫女たちを見た。

　彼女たちは待ってくれた。

　最後に。




「お前のせいだ」




　恨うらみの言葉をぶつけるために。

　そして扉は閉ざされた。

　災さい厄やくがわたしたちを、吞のみ込んだ。




　　　　　　　　　◆




　背はい信しんの巫女によって災厄は解き放たれた。

　結果、世界は一時的に災厄に襲おそわれたが、他ほかの多くの巫女の祈いのりによって世界は救われた。また二度目は外部の人間に『災厄の壺つぼ』の蓋ふたを開けられ、そのときも巫女は祈りで世界を救ったのだそうだ。

　神しん殿でんは災厄が解き放たれたことを隠かくそうとはしていない。むしろそのときも巫女が世界を救ったのだと、自分たちの功績として伝え残している。

　これで、文献に記されていることは終わりだった。

　結局、そこには咲さきと都と和わ子こさんを救う術すべは記されていなかった。

　だがそれは途と中ちゆうから予想していた。

　都和子さんは俺おれに「真実」を見極めるようメッセージを残した。

　真実が解き明かすべきものは謎なぞ。

　文献に記されているのであれば、それは謎ではない。

　隠かくされているからこその謎だ。

　つまり与えられた材料から、俺は真実を見抜かなければならない。

　まずは『災さい厄やくの壺つぼ』に封じられていた悪意とは何か。

　あまり考えたくはない推論だが、今までの材料からすれば想像はつく。

　神しん殿でんの巫女みこは祈いのりの力により、世界の悪意をその身に集め、『災厄の壺』の中に封じていた。

　だが、世界の悪意なんて実体のないものを集められるはずがない。祈っていただけならまだしも、産み出すには実体が必要だ。

　神殿の巫女は何かを「産み出す」ことで、自分たちの権力を絶対的なものにしていたのだ。

　では巫女たちは何を産み出していたのだろうか。

　ここでいう「実体」とは何なのか？

　──決まっている。

　悪意を封じる役目が神殿の女性職である巫女にしかできなかったのが答えだ。

　女性が産み出すものは一つしかないではないか。

　この一族は、自分の子供を犠ぎ牲せいにして、世界の悪意を封じることができると信じていた。

　封じられていたのは悪意ではなく、生いけ贄にえとしての子供だったのだ。




　ざわっ。




　全身の毛が総そう毛けだった。

　近づいた。俺は真実に手を掛けた。

　だが足りない。

　真実に近づいた者には災厄が訪れる。

　俺にはまだ災厄が訪れてはいない。

　まだこの先にもう一つの真実があるはずだ。

　都和子さんが行き着いた、その奥の「真実」が。

　壺の中に封じていた悪意が何かわかった今、次に見えてくるのは件くだんの巫女のことだ。

　明らかにすべきものは、悪意の正体と災厄の正体。その向こうに咲と都和子さんを救う術すべがあり、この二つをつなぐのは背はい信しん行為を行った巫女だ。

　その巫女の背信行為が、災厄へと結びつく。

　それこそが俺おれが見抜くべき真実だ。

　これまでにない悪お寒かんが駆かけ抜けた。

　だが思考は止まらない。止められない。

　前述されていた巫女みこの背はい信しん行為とは何か？

　彼女はなぜその背信行為を行ったのか？

　巫女は好奇心で壺つぼを開けたのではない。

　なぜなら、文献にそうと記されているからだ。

　文献が全すべて噓うそだとは言わない。

　だが「真実」に関する部分は記されていなかった。

　真実は隠かくされていた。

　悪意の正体も。

　災さい厄やくの正体も。

　だから巫女の背信行為の正体も隠されているはずだ。

　それならば、巫女はどのような背信行為を行ったのか。

　好奇心でないのなら、何だというのか。

　答えはもう出ている。

　それはとても単純で、何よりも純粋なもの。




　巫女は自分の子供を守ろうとしたのだ──




　産み出した自分の子供を、『災厄の壺』に捧ささげることを拒否したこと。

　それがこの巫女の背信行為。

　つまり──

「この壺に隠された真実とは、母が子を守ろうとした物語だ」

　そこに辿たどり着いた瞬しゆん間かん、『災厄の壺』の封印が解き放たれた。

　壺に封じられていた悪意が、災厄と化して襲おそい掛かってきた。

『災厄の壺』の蓋ふたは自ら開いていた。

　いや、違う。中から押し開けられていた。

　俺はなす術すべもなく、災厄に吞のみ込まれる。

　一いつ瞬しゆんにして闇やみに包まれた俺は、遠のく意識の中で気がつく。

　真実に近づいた者には、壺の蓋を開けることに関係なく、災厄が訪れる。

　都と和わ子こさんは『災厄の壺』の蓋を開けたのではなかった。

　真実に近づき、俺と同じように災厄に襲われたのだ。

　疑ってしまったことを、謝らないとな。

　それが意識が途と絶だえる前に考えた、最後のことだった。




　　　　　　　　　◆




　壺つぼから這はい出て来た災さい厄やくに飲み込まれ──

　わたしは真実を知った。

　わたしたちの祖先は、その日生きていくための糧かてを手に入れることもできないような貧しい一族だった。

　そんな彼らは一族の限界を決めていた。

　一族を存続させ続けるために。

　これ以上、一族が増えないために。




「人数」という限界を──




　一族の数が限界を超えると、わたしたちの祖先はそれを捨て去った。

『災厄の壺』と呼ばれる壺の中に。

　壺には不思議な力が宿っており、わたしたちの限界とは裏うら腹はらに、わたしたちが生きていくために捨て去ったものたちを、際限なく飲み込んでくれた。

　その『災厄の壺』が神しん殿でんの神官の目に留まった。その特別な能力を目まの当たりにした神官は、何を勘かん違ちがいしたのかその壺を『神しん秘ぴの壺』と呼び、神から授さずかった神じん器ぎと認定した。

　全すべてはわたしたちの噓うその賜たま物ものだった。

　それは、一族を犠ぎ牲せいにし、世界の悪意を封じているという噓。

　神官はそれを信じた。わたしたちの噓に騙だまされた。

　神官は、わたしたちを神殿に迎え入れることを決めた。

　わたしたちが、どれほど呪のろわれた行いをしていたかも知らずに。

　その壺に、どれほど忌いまわしき所業を隠かくしていたとも知らずに。

　そしてわたしたち一族は神殿に入り、その恩恵に預かって生きていく糧を手に入れた。

　もう何も捨て去らずともよい生活を手に入れた──はずだった。

　けれど、そうはならなかった。

　罪は、許されなかった。

　噓を守り続けるために、わたしたちは呪われた行為を続けなければならなかった。

　壺に、悪意を封じる行為を続けなければならなかった。

　いつしか、噓は真実と成り代わった。

　わたしたちは世界を救うため、世界の悪意を集め『神秘の壺』に封じる一族となった。

　ただ、一族を永らえさせるためだけに、我が子を捨て去っていた一族が──




　壺つぼの中に封じられたものとは罪。

　わたしたちが隠かくし続けてきた忌いまわしき罪。

　その罪が永い時を経て。

　無数に集まり。

　決して救われることなく。

　誰にも知られることなく。

　忘れ去られ。

　押し込められ。

　そしていつしかその罪は──

　本物の災さい厄やくとなった。

　でもそれは真実ではなかった。

　少なくとも過去の真実は、現在の真実ではなかった。

　壺の中で、真実は刻一刻と変化し、新たな真実を作り上げていたのだから。




　ホシイ──




　声が聞こえた。

　壺から放たれた災厄に吞のみ込まれながら、わたしの耳に確かに聞こえたその声。

　想いのような、恨うらみのような、願いのような、叫びのような。




　ホシイ──




　何が欲しいの？

　わたしはその声に呼びかけた。

　災厄が形を持ったかのように、霧のような闇やみがわたしの目の前にいた。

　ホシイと嘆なげくその声は、確かにわたしに向けられていた。

　いや、わたしなのか。

　それともこの子なのか。

　本当は壺に捧ささげられるはずだった──いや、捨てられるはずだったこの子。

　壺の中の悪意がこの子を欲しているのか。

　わたしがこの子を手放さないと知って、それで言っているのだろうか。

　この子を奪うために壺の中から這はい出してきたのだろうか。

　もしもそうだとしたら──

　もしもそうだとしても──




　渡さない。




　わたしは答え、この腕うででしかとこの子を抱だきしめた。

　闇やみがぶわっと膨ふくれ上がる。

　焦こげ付くような熱さを感じた。

　これは災さい厄やくの怒りなのだろうか。

　怒りの度合いを示す熱さなのだろうか。




　ホシイ──




　この子は渡さない。

　わたしがこの子を守ろうとすればするほど、災厄はその熱で怒りの程ほどを伝えてくる。

　それでも怖くはなかった。

　災厄がこの子を欲したとしても、渡すことはできない。

　たとえその怒りに焼き尽くされようとも、決してこの子を渡しはしない。




　……ホシイ──




　災厄が狂おしいほどの熱を伝えてくる。

　確かに熱い。けれど、それはわたしを焼き尽くす怒りの熱ではなかった。

　触ふれてみてわかった。

　その熱は、もっと幼よう稚ちで、みっともなくて、不ぶ恰かつ好こうで、でもだからこそ尊い、熱さだった。

　わたしが手にしたことがない熱さ。

　恵まれていたわたしには持つことがなかった熱さ。

　それは嫉しつ妬とという熱さだった。

　災厄はわたしに怒りをぶつけていたのではなかった。

　この子に嫉妬していたのだ。

　壺つぼの中の災厄がこの子を欲していた。

　災厄はこの子を奪うために壺の中から這はい出してきたのだ。

　自分たちと同じ運命を辿たどるはずであったこの子を奪うために。

　この子だけが特別であることを許さないために。

　でもだからこそ。




　渡さない。




　わたしはもう一度災さい厄やくに向かって告げた。

　この子は違う。

　この子はあなたたちとは違う。

　この子はわたしの子。

　悪意の子ではない。

　悪意の塊かたまりとして生まれ、捨てられたあなたたちとは違うのよ──

　わたしは我が子を災厄から守るように、腕うでに強く抱だく。

　闇やみが色を濃くする。

　熱が熱さを増す。

　わたしの行為が、捨てられた子供たちの嫉しつ妬とをさらに招く。

　彼らを満足させるには、この子を捨てるしかない。

　でもそれだけはどうしてもできない。できるはずがない。

　と、そのときわたしたちの前に立つ人がいた。

「……お姉ねえさま？」

　はぐれたはずのお姉さまがそこにいた。

　扉とびらの向こうに逃げたとばかりに思っていたのに、お姉さまはまだわたしの傍そばにいてくれた。

　お姉さまは倒れたままのわたしにそっと手を掛け、その目がわたしの腕の中に移る。

「見せてちょうだい」

　お姉さまの頼みに、わたしは腕を解き、子供の姿を露あらわにした。

「これが赤あか子ごなのね」

　一年前、お姉さまの生み出した子は、この子とは違った。

　闇やみ色いろをした、まるで煤すすの塊かたまりのようなものだった。

　この子のように温ぬくもりを持っていなかった。命を持っていなかった。

「愛を与えれば血の通った赤い子が生まれる。でも私たち一族の産む子は悪意を与えられ血の通わない闇の子として生まれる」

　愛しても赤子は産まれないと思っていた。

　だから憎にくむことにした。

　少しでも哀かなしみが減るように。

「……私の子もこうして生まれるはずだったのね」

　けれど、お姉さまは知ってしまった。

　たとえ悪意から芽生えた命でも、愛を注いであげていれば、赤あか子ごとして産まれることができたのだということを。

「私の赤ちゃんもどこかにいるの？」

　お姉ねえさまの問いかけに、災さい厄やくが矛ほこ先さきを変えた。

　嫉妬しつとではない。怒りと憎にくしみに熱を変え、力に変え、お姉さまを襲おそった。

「お姉さま！」

　お姉さまは災厄に吹き飛ばされ、無む残ざんに床ゆかを転がった。

　災厄は──捨てられた子は捨てた母を許さなかった。




　……ホシイ。




　災厄がまたわたしたちを見た。

　わたしたちを見て、また口にした。

　ああ、そうか。そうなのか。

　この子は違う。この子はあなたたちとは違う。わたしはずっとそう思い続けていた。

　でも違う。

　気づいてしまった。そしてわかってしまった。

　この子はあなたたちと同じなのだと。

　あなたたちはこの子と同じなのだと。

　愛を与えられなかっただけの、同じ存在なのだと。

　だからわかった。

　災厄の言葉がわかった。

　この子たちはこう言っていたのだ。

　ただ、純粋に。

　ほしい、と。

　嫉妬するくらいに狂おしく。

　ほしい、と。

　与えられなかったものを強く望んで。




　アイシテホシイ、と──




　災厄とは、わたしたち一族が壺つぼの中に隠かくしてきた噓うそと罪と悪意の成なれの果て。そして捨て去ってきた子供たちの怨おん念ねんだったのだ。

　彼らは、自分と同じように捨てられてくる子供を待っていた。

　不幸なのは自分たちだけではないのだと。

　生まれてくる者は皆不幸になるのだと。

　けれど、彼らは知ってしまった。

　生まれてきて、捨てられず、愛されている子供がいると。

　自分たちとは違う子供もいるのだと。

　だから彼らは出てきてしまった。

　壺つぼの外に出てきてしまった。

　愛されたいと──

　ずっと胸に抱いだきながら、ありえないと思っていたその想いを実現した者がいたがために。

　それがわたしだ。

　わたしが彼らに愛を教えてしまった。

　手に入らないはずの愛を教えてしまった。

　そして、わたしが彼らに嫉しつ妬とを生み出してしまった。

　災さい厄やくが──いいえ。この子たちが欲していたのはわたしの子ではなかった。

　この子が欲しかったのは母親だった。

　子供を捨てなかった、愛してくれる母親だった。

　この、わたしだったのだ。




　　　　　　　　　◆




　泥どろのような底なし沼に沈んでいく感覚とはこういうことを言うのだろうか。

　深く、深く沈んでいく。

　右を見ても、左を見ても、上を見ても、下を見ても、完全な闇やみ一色の世界だった。

　何も見えない。ただ沈んでいく。

　底なんてどこにも存在しないかのように、ただ沈んでいく。

　……俺おれは死んだのか？

　壺の真実に近づいた俺は、災厄に吞のみ込まれて命を落としたのか。

　どちらにせよ、いずれ命を落とすはず……。

　そのとき俺の脳のう裏りに浮かんだのは、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんの姿だった。

　見慣れた景色けしき。寂さびれた店の中に、咲さきがいる、都と和わ子こさんがいる。それは希望だった。この泥のような闇の中で、俺にとってのたった一つの希望だ。

　そうだ。死ぬわけにはいかない。咲も都和子さんもまだ助けていない。

　……助ける？　そうだ。そうだった。俺はあの後──真実に辿たどり着いたと思った瞬しゆん間かん、壺から吐はき出された泥のようなものに吞み込まれた。

　その後、俺おれはどうなったのか。

　どこかに引きずり込まれるような記き憶おくと感覚が残っている。

　もしかすると、これは壺つぼの中なのか？

　少しずつおぼろげだった記憶がはっきりとしてくる。

　俺は災さい厄やくに吞のみ込まれた後、壺の中に引きずりこまれたのだ。

　間違いない。ここは壺の中だ。

　……咲さきも都と和わ子こさんも同じように真実に辿たどり着いたのだとしたら、俺と同じ目に遭あったはずだ。ということは、ここにいるはずだ。

　どこだ？　声を出そうとしたがうまくいかなかった。

　咲！　都和子さん！　叫びの代わりに念じ続ける。俺の希望を思い浮かべる。

　そのとき、俺の足が地に着く。

　底に、辿り着いたのだと思えた。

　その瞬しゆん間かん、目の前に人影が現れた。

　一いつ瞬しゆん誰かわからなかったが、本当に一瞬のことだった。

　天てん啓けいのように、そこに現われたのが誰なのか、俺は気がついた。

　だが気がついたがゆえに、疑問が生じた。

　なぜ彼女がここにいるのだろうか──




　　　　　　　　　◆




「お姉ねえさま」

　倒れたお姉さまに声を掛ける。幸い大事には至らなかったようで、お姉さまはすぐに目を覚ましてくれた。

　わたしにとって後を任せられるのは、やはりこの人しかいなかった。

　嫉妬しつとに狂った災さい厄やくが奥の間を蹂じゆう躙りんしつつある。

　この奥の間を壊こわし、外の世界へ飛び出すのは時間の問題と思えた。

　世界に災厄を解き放つわけにはいかない。ましてや巫女みこであるわたしたちが原因となって、そんなことをするわけにはいかなかった。

「あなた、まさか……」

　お姉さまが何かを察したように驚いた顔をする。

　わたしはそれを肯定するように頷うなずく。

　代わりはいない。

　災厄と化したこの子たちが選んだのは、他ほかの誰でもないこのわたしなのだから。

　と、それまで静かにしていた腕うでの中の子がぐずり始めた。

　何かを察したのかもしれない。とても勘かんのいい子。きっと頭のいい子に育つでしょう。

　その姿を見ることができないのは辛つらいけれど……本当に身を切られるような辛さではあるけれど、わたしは選ばなければならない。

　でも誤解しないで。

　わたしはあなたを捨てるわけじゃない。

　あなたを選ばなかったんじゃない。

　あなたが幸せに生きていけるように、わたしはこの方法を選ぶのよ。

　未来。

　わたしがあなたにたった一つだけ残せるもの。

「愛いとしい子。愛しいわたしの赤ちゃん」

　そっと頭を撫なでると、わたしの子はぴたりと泣きやんでくれた。

　そして笑ってくれた。

　優しい子。

　わたしを笑って送ってくれるのね。

　わたしの袖そでを摑つかむ小さな手に、形見の品を握にぎらせる。

「これをわたしの代わりに」

　そしてわたしは腕うでの中の子をお姉ねえさまに託たくす。

　お姉さまは大切な宝物を扱うように、優しくこの子を受け取ってくれた。

「悪意の子として辛い人生を歩むかもしれません。けれど、この子を守ってあげてください」

「ええ。あなたの分まで」

　わたしは我が子に背を向け、捨てられた子たちへ呼びかけた。

「わたしがあなたたちの母となりましょう」

　奥の間を蹂じゆう躙りんしていた災さい厄やくたちが、その動きを外から内へと変える。

　一歩、また一歩と壺つぼへ向かうわたしの後をついてくる。

　わたしは行く。

　災厄となった捨てられた子供たちを連れ、我が子を残し──

『神しん秘ぴの壺』の中へ。




　世界は悪意に満ちている。

　世界は悲ひ哀あいに満ちている。

　世界は怒りに満ちている。

　けれど。

　悪意から授さずかった子を産んだわたしにはわかる。

　それ以上に。

　世界は喜びに満ちている。

　世界は幸福に満ちている。

　そして何より。

　世界は愛に満ち溢あふれている。




「この子の名を」

　お姉ねえさまに請こわれ、わたしは一つの名を口にした。

「ピトス、と」

　それは、世界の悪意に負けないようにと祈いのりを込めた名。

「さようなら」

　お姉さまは最後にわたしの名を口にし、別れを告げた。

「パンドラ」
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「この真実は全すべて忘れてください」

　巫女みことしての役目よりも、我が子への愛を取った巫女。

　そして世界を守るために、災さい厄やくを引き連れ自ら壺つぼの中に身を投じた巫女。

　彼女は今もこの壺の中にいた。

　その彼女の話から、この壺にまつわる逸いつ話わの全ての真実を聞くことができた。

　だが話の最後に付け加えられたのは、真実を忘れろということだった。

「そういうことらしい」

　声に振り向けば、そこには都と和わ子こさんと咲さきがいた。

　やはり二人とも俺と同じ目に遭あったらしい。だが今は再会を喜ぶよりも、巫女の真意を聞くほうが先だった。

　なぜ忘れなければならないのか、そう問いかける前に彼女は答えてくれた。

「この子たちは真実を恐れています。なぜならその真実はわたしがこの子たちの母ではないという、何よりの証明になってしまいますから」

　彼女は周囲の泥どろのような闇やみを指し、「この子たち」と言った。

　これが、歴代の巫女たちに捨てられた子供たち──災厄となってしまった子供たちの成なれの果て。

「真実を知ってしまえば、わたしを救いに──この子たちにとってはわたしを奪うばいに来る者が現われると恐れています。だからこの子たちは真実を知る者を壺の中に捕とらえるのです」

　災厄は壺の中で、母という希望を閉じ込めている。

　それをエゴというのは、この子たちの生い立ちを考えれば非情だろうか。

「ここから助かる方法は一つ。真実を忘れることです。あなたが忘れると誓ちかえば、この子たちは記き憶おくだけを食らってあなたを解放してくれます」

「助かった俺おれは、あなたのことを……」

「覚えていないでしょう」

「じゃあ、あなたは……」

「いいのです。わたしはこの子たちと共にいることを選びましたから」

「けど……」

「それにわたしがここを出ていけば、それを追ってこの子たちが壺つぼの外へ出ていきます。そうなれば世界は災さい厄やくに襲おそわれます。だからあなたたちだけで行ってください」

　俺は思わず都と和わ子こさんを見る。

「彼女を残して元の世界に戻るもよし、同情して一緒にいてやるもよし。正解なんてない問いだよ」

　都和子さんは答えをくれなかった。

「だからお前が決めな」

　都和子さんは俺の結論に従うのか、それとも俺の結論は俺に出せと言っているだけなのか。

　咲さきを見る。だが咲も答えを持ち合わせていなかった。こいつなりに答えを出せないでいる。
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　彼女は人柱だ。彼女は囚とらわれているのだ。

　捨てられた子供たちには同情する。だが彼女がここに囚われていなければいけない理由にはならない。

　だがもしも俺おれが彼女をこの壺つぼの中から救い出せば、災さい厄やくが追ってくる。

　災厄が世界に放たれる。

　それはしてはならないことだ。

　彼女のために、世界を犠ぎ牲せいにするような真似まねはできない。

　俺に彼女は救えない。

　だが彼女を置いていくことに、自分たちだけが助かることに、罪悪感を覚える。

　彼女は全すべてを忘れて、置いていっていいと言ってくれた。

　だがいいのか。本当にそれでいいのか。

　俺はそれでいいのか。それに、

「あなたはそれでいいんですか？」

　俺の問いかけに、

「あなたはそれでいいのですか？」

　逆に問われる。

「あなたはわたしへの同情だけで、永い時をここで過ごしてもいいのですか？」

　いい、はずがない。

　真実を──そして彼女を捨てなければ、咲さきも都と和わ子こさんも自分すらも救えない。

　天てん秤びんだ。だが、どちらが重いかは明白だった。

「何も知らなければ、何もなかったことになります。その胸の内の罪悪感もなくなります。知らないほうが幸せなことが、この世界にはあるのです」

　と、闇やみの塊かたまりがふわりと落ちてきて、彼女の手の中に収まった。

　彼女はまるで会話でもするように、何度か頷うなずく。

　その表情の慈いつくしみの深さは、母としてのそれだった。

　闇が、ふっと姿を消す。

「今のは……」

「子が一人、旅立ちました。許してくれたのです」

　彼女はその慈しみの顔を俺に向ける。

「ありがとうございます。外の世界の人」

　俺の同情を読み取って、彼女は礼を言ってくれた。

「けれど、忘れてください。わたしは望んでここにいるのです。母としてこの子たちが、救われるまで共にいるつもりです」

　彼女は、本当に悪意の浄じよう化かを行っている。悪意として壺の中に捨てられ、災厄となった子たちを救っているのだ。

「いつか、この子たちが世界を許してくれることを願っています」

　俺おれは、真実を切り捨てることを選んだ。

　彼女は母の顔で微笑ほほえんだ。

「お前ならそうすると思ったよ。……まあ、あたしも同じ考えだ」

　都と和わ子こさんの声が耳じ朶だを打つ。

　都和子さんは俺を責めてはいない。感想を言ったまでだ。それで心が痛むのは俺の弱さだ。

　だが決断は変わらない。

「俺は真実を捨てる」

　瞬しゆん間かん、闇やみが俺を襲おそう。

　俺の中の真実を食らっていく。




　真実は常に闇の中──













　　　第三章　言葉







　人は欲深い生き物だ。

　だから一つのものを選べない。

　だから複数のものを望んでしまう。

　だから全すべてのものを欲しがってしまう。

　でももしも何か一つのものを選ばなければならなくなったとき。

　人は何を選ぶのだろうか。

　恋人だろうか。

　友だろうか。

　親だろうか。

　子だろうか。

　金だろうか。

　地位だろうか。

　名めい誉よだろうか。

　それとも──

　自分、だろうか。
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　優しかった。

　甘あまい匂においがした。

　そして温かかった。

　その人の細く頼りない両りよう腕うでに抱だかれながら、ボクは全すべてを委ゆだねていた。

　なぜこんなにも全てを委ねてしまうのだろう。

　それでもボクは何の疑いもなくその人に全てを委ねていた。

　あのときのボクにとって、その人は全てだった。

　この世界における全てといっても過言ではなかった。

　だからボクは全てを委ねていた。

　見たこともない。

　会ったこともない。

　そして今はもうどこにもいない。

　お母さんというその存在に。




　目を開ける。

　寂さびれていた。汚よごれていた。そして何より冷たかった。

　いつもと変わらない、ボクの部屋だ。

　何もない──あるのはごみ溜ためのような臭においと虚むなしさを孕はらんだ空気だけだ。

　いや、もうひとつ。

　ボクは握にぎっていた手を静かに開く。

　そこにあったのは一枚の葉だった。

　光の加減で七色に輝く水晶でできたような一枚の葉。

　それは『コトノハ』という名の、想いを届けてくれる一枚の葉。

　あの夢を見させてくれるもの。

　今はもういない、記き憶おくの片かた隅すみにすらない、お母さんの姿──

　ただこの『コトノハ』が見せてくれるものは、夢と一言では言い表わせない、特殊な夢だ。

　そこには温ぬくもりがあった。

　そこには匂いがあった。
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　そこには重みがあった。

　だから現実感があった。

　今、ボクの傍そばにお母さんはいない。

　だけどこの葉が教えてくれる。

　お母さんという存在を。そしてその温ぬくもりを。

　だからボクは信じられる。

　ボクは捨てられたわけではないのだと──
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　気がついたとき、俺おれがいたのは見たこともない場所だった。

　都と和わ子こさんの部屋でないのはもちろんのこと、付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんですらない。

　視界に入る建物は崩くずれかかっており、誰かが住んでいる気配はない。建物の間を通る道には通行人の姿はなく、ゴミが放置されているだけだ。付喪堂骨董店のある奥まった路地裏うら以上に、もっと寂さびれた場所だ。まるで映画などで見たスラムのようだった。

　巫女みこの話を思い出す。

　あの『災さい厄やくの壺つぼ』に隠かくされた真実。それを捨て去ることで、元の世界に戻れるはずだった。だがなぜかそれはうまくいかなかったようだ。

　こうして『災さい厄やくの壺つぼ』の記き憶おくがまだ残っていることが何よりの証しよう拠こだ。

　まだ俺おれは壺の中にいるのだろうか。

　それとも何かの力が作用して、まったく別の場所に来てしまったのだろうか。

　それとも単に夢を見ているだけなのだろうか。

　いずれにせよ、どうすれば付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てんに戻れるのか、それが一番の問題だ。

　だが、次々に湧わき上がる疑問の中、俺は比較的冷静だった。

　焦あせりも、動揺もなかった。

　なぜなら、俺の傍そばには咲さきがいたからだ。

　咲はいつもと変わらない表情でそこに立っていた。焦りも動揺もまったく見えない。咲が動じていない以上──咲が動じている姿なんてめったにお目にかかれないが──、俺だけがみっともなく焦るわけにもいかない。ちっぽけな男の見み栄えだ。

「これは夢なのかしら？」

　咲が疑問を口にする。もちろん俺に答えられるわけがない。

　わかるのは今視界に入る一帯は見覚えのない場所で、そこには俺と咲しかいないということだ。ここがどこか聞く相手もいない。

　さらに言えば、都と和わ子こさんの姿もなかった。あの人だけは無事戻れたのだろうか。

　と、頰ほおに触ふれるものがあって、俺は我に返る。

　咲が俺の頰にそっと触れていた。

「……夢なの？」

「さてね。頰でもつねってみたらどうだ？」

　からかい口調で言ってみると、

「そうね」

　と、咲は真正直に頰をつねった。ただし俺の。

「何をしてるんだ？」

　頰を引っ張られているのでうまく喋しやべれなかったが、新たな疑問をぶつける。

「あなたの言うとおり、つねってみたのよ。どう？　痛い？」

「痛いよ」

「そう、痛いの……？　じゃあ、夢ではないのね」

　咲は静かに俺から手を離した。

「さあ。どうだろうな？　俺は痛いから夢じゃないかもしれないが……」

　と、俺は咲がしたように、今度は俺が咲の頰をつねってみた。

　咲はつねられているにもかかわらず、まったくの無表情だった。

「痛くなさそうだな。じゃあ、これはお前の夢か？」

「痛いわ」

　咲さきは相変わらず表情一つ変えず、痛みを訴えた。

　その無表情さとリアクションの薄うすさは正しよう真しん正しよう銘めいの咲であって、夢ではなさそうだった。

　なんて、つねったかどうかで夢かどうかがわかるはずもない。仮に夢だったとしても覚めないのであれば意味もない。さて、くだらない冗じよう談だんはこのくらいにして……。

　そう思った矢先、咲の手が頰ほおから離した俺おれの手に触ふれた。

　触れただけのそれは、徐じよ々じよに力を増していき、摑つかむくらいの力強さになる。

「おい、咲。痛いよ」

「…………」

　俺が訴えるが、咲の力は弱まらない。

「悪かったよ。つねって悪かった」

　わかればいいのよ。女の子の頰をつねるものじゃないわ、なんて無表情で叱しかられるのを想像した。

　いつものようなやり取り、そう思った。

　だが俺の手を摑んだ手の力はさらに込められていき、やがて爪つめまで食い込んでくる。

「咲？」

「……本当に痛いの？」

　やっと咲が言ったことはひどく当たり前のことだ。

「ああ、痛いよ」

「……気のせいじゃない？」

「お前と違って顔に出てるだろう？」

「本当に夢じゃないのね？」

「だからそうだよ」

「あなたの夢でも、わたしの夢でもないのね？」

「だから何度も言ってるだろう？」

　いい加減に痛みに我が慢まんできなくなりかけ、咲の手を振り解ほどこうとしたとき、

「夢でないのなら、どうしてあなたがここにいるの？」

　それは何でもない言葉だった。

　それはいつもと変わらない表情から発せられた言葉だった。

　それなのに。

　咲が泣きそうに見えたのは気のせいだろうか。
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「いつまで寝てるんだ、カイリ」

　ボクの名前を呼んで、部屋の外からヒトが声を掛けてきた。

「仕事の時間だぞ」

　仕事、なんて言っても大したことじゃない。

　このスラムと呼ばれるゴミ溜ためのような街の中で、何か食べられるものかお金になりそうなものを探すのだ。

　名もない寄せ集めの集団の一人のボクは、そうやって居場所を確保しなければならない。

　ボクは物心ついたときには、このスラムと呼ばれる場所にいた。

　ほとんど覚えてはいないけれど、一人歩いていたボクをヒトが見つけて、ここに連れてきてくれたらしい。

　その日から彼はボクの兄であり、親となった。事実、彼はボクの名付け親でもあり、カイリという名は彼につけられた。

　それまでどうやって生きてきたのかわからない。

　野の垂たれ死にそうな老人に暇ひまつぶし代わりに育てられていたとか、子供好きの変態に大事に育てられていたとか、残飯を漁あさるしか能のない野の良ら犬いぬに育てられていたとか言われている。

　もちろん何が本当かなんてわからない。

　そしてそんなことはどうでもいい。

　そんなことに悩んでいる余よ裕ゆうはここにはありはしない。

　隙すきがあれば奪うばわれる。弱みを見せたら殴なぐられる。運がなければ殺される。

　法も秩序もありはしない。だからこそ女も子供も関係なく平等だ。

　このスラムは捨てられた者の集まりだ。

　世間に、街に、そして親に捨てられた者たちが落ちてくる。

　捨てられていないボクがここにいるのはおかしな話だけれど、そんなスラムでボクは、奪われ、殴られ、殺されかけ、それでも生きていた。

　理由は一つ。いつか迎えにきてくれるお母さんに会うために。

　どこかに行ってしまったお母さん。

　今はいないお母さん。

　でもいつかボクを迎えにきてくれる。

　だからいい子にして待っていよう。

「おい、聞いてんのか？」

　壊こわれかけたドアがギィと耳障ざわりな音を立てて開けられ、ヒトがボクと彼の二人部屋に入ってきた。

　ボクは慌あわてて手にしていた『コトノハ』をポケットにしまった。

　それを目ざとく見つけ、ヒトが呆あきれたような目で見た。

「またそれ見てるのか？」

「う、うん」

「勝手に持ち出したらダメって何度も言ってんだろ？」

　ヒトが手を出す。ボクは渋しぶ々しぶその手に葉を乗せる。

　そう。これはボクのものじゃない。ヒトのものだった。

「何度も言うが、これが見せてくれる夢はお前じゃなくてオレの夢なんだぞ」

　わかっている。

　何度も夢で見るお母さんに抱だかれた子供の姿。

　でもその子はボクじゃない。あの女の人はボクのお母さんじゃない。

　抱かれているのはヒトで、抱いているのはヒトのお母さん。

　ボクはただそれに自分を重ねているに過ぎない。

　でもそれでもよかった。

　あの夢を見れば、少しだけ自分も幸せになれたから。

　そして信じることができたから。

　ボクにもお母さんがいて、あんなふうに抱かれていたときがあったんだって。
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　とにかくここでじっとしていてもラチがあかない。

　まずはここがどこなのかを調べることにした。場所の雰ふん囲い気きが雰囲気だけに、危険がないかということにも気を配らなければならない。とても治安がよさそうな印象は持てなかった。

「とりあえず人を探してみるか？」

「そうね。いるかどうかもわからないけれど」

　咲さきはいつもと変わらない口調と表情で賛同を見せた。

　先ほど泣きそうに見えたのはやはり気のせいだったのだろう。俺おれは気にするのをやめた。

　空は曇どん天てんで、夜でもないのに周囲は薄うす暗ぐらい。一層寂さびれた雰囲気を演出しているかのような空の下、舗ほ装そうすらされていない道を俺と咲がしばらく行くと、遠くから何かが聞こえてきた。

「何か音がしないか？」

「足音、みたいね」

　確かに複数の足音がこちらに近づいてきているのを感じた。道の角を曲がった向こう側から音は近づいてきている。

　物陰から顔を覗のぞかせると、走ってきたのは二人の子供だった。

　前を走る少年は中学生くらいに見える。その後をついてきている少年はもう少し年下だろうか。まあ、学校があるような場所にも見えないのでその表現は正しくないが。

　子供であることが俺おれに少し安心感を与えた。

　俺は物陰から出て、子供たちに声を掛ける。

「ちょっといいかな？」

　だが、子供たちは俺には気づいていない様子で立ち止まる様子もなく走ってくる。

「あの、ちょっといいかな？」

　俺は子供たちの進路の前に立ち、もう一度その子に声を掛ける。

　だが、それでも子供たちは何も気づかない様子で、俺に向かって突っ込んできた。

「っと」

　俺は慌あわてて避さけようと思ったが、間に合わない。

　そのままぶつかる──かと思った瞬しゆん間かん、予想外の出来事が起こった。

「え？」

　真正面から突っ込んできた子供たちは、ぶつかることなく俺をすり抜けていった。
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　結局、今日は食料もお金になりそうなものも、何も手に入れられなかった。

　罰として食事抜き。ヒトからはボクがぐずぐずしているからだと責められた。

　普段から一日一食。たったそれだけの少ない食料を溜ためておくことなんてできないから、今日は何も口にできなかった。

　お腹なかがぐぅと音を立てる。

「お腹すいた」

　何もやる気が起きず、することもなく、部屋に転がる。余計なエネルギーは使わないほうがいい。今日はこのまま寝てしまおう。

　でもその前に、もう一度お母さんに会おう。

　ボクがヒトの荷物から『コトノハ』を取り出したとき、ちょうどヒトが部屋に戻ってきた。

「……まーたそれ見てんのか？」

　ヒトが呆あきれたようにため息をつく。

「ごめんなさい」

「まあ、今日はいいか」

「？」

「またいじめられたんだろ？」

　何も見つけてくることができなかったボクを、皆が笑った。それは別によかった。それは事実だったから。

　でも馬鹿にした奴やつらの一人がこう言ったのだ。

「そんなんだから親に捨てられるんだよ」

　捨てられてなんかいない！

　ボクは大声で叫んだ。でも誰も信じてくれなかった。親がいる奴らは、決まってボクが捨てられたと言う。

　確かにボクは親がいないけど、他ほかにも親がいない子はいる。ヒトだって、そうだ。

　でもボクだけがそう言われる。

　ある子は大人おとながそう言っていたと言う。

　ある子は自分たちにはわかると言う。

　そんなの適当だと言っても、親の記き憶おくも『コトノハ』も持っていないボクの言葉はむなしく響くだけだ。噓うそだとわからせてやることがボクにはできない。

　お母さん、どこにいるの？　早く、ボクに会いに来て。

「落ち込んでいる暇ひまがあったら、どうやって明日あしたの食料を調達するかを考えろよ。そうすればイジメられなくなる」

「関係ないよ。ヒトだって今日はダメだったじゃないか」

「おあいにくさま」

　と、ヒトはポケットからパンを取り出した。泥どろがついて、見るからにカチカチに固まったようなパンだけど、空腹のボクはすっかりそれに見とれてしまった。

「よだれ」

　ヒトに指し摘てきされて、ボクは慌あわててよだれを拭ぬぐいつつ、恥ずかしさをごまかすために文句を言う。

「ずるい！　ちゃんと見つけてたじゃないか」

　ヒトが正直に言っていれば、スープくらいにはありつけていたかもしれないのに。

「静かにしろ。見つかるだろ」

「見つかっちゃえばいいんだ。そんで怒られればいいんだ」

「ほー。そういうこと言うのか。せっかく分けてあげようと思ったのに」

「え？　噓。じゃあ、言わない」

「現金な奴だな。感謝しろよ」

　と、ヒトはパンを二つに割った。パキッと音を立てたパンは少し大きさが違った。ヒトがボクにくれたほうは大きいほうだった。気づいてないみたいだから、ボクは何も言わないでパンをほおばる。

「ゆっくり食べろよ。これだけしかないんだから」

「もう食べちゃった」

　食べたそばからボクのお腹なかがぐぅっと鳴った。かえってお腹が空すいてしまったような気がした。

「しょうがないな」

　ヒトは割ったもう一方のパンをボクにくれた。

「いいの？」

「いいよ。オレはもう食べたから」

「ずるい。一人で食べようとしてたの？」

「だからこうして分けてやりに来たんだろ。文句を言うなら返せ」

「噓うそ。ヒトはずるくない。……でも、見つかったら怒られるよ」

「食べた後で言うなよ。でも少しくらいいいんだよ。上の奴やつらは自分たちでは何も探さないくせに、ほとんど持っていっちまうんだから」

「確か見つかったら三日間食事抜きだよね？」

「そうだ。だからお前も黙だまってろよ。食べたんだから同罪だぞ」

　うっ。……でも食べたものはもう返せなかった。

「汚きたない手で触さわるなよ。ほら、返せ」

　と、ヒトはボクが持っている『コトノハ』を指差した。返したくなかったけど、今は食事のほうが優先事項だ。

『コトノハ』を手にしたヒトは、とても真剣な顔をしてまじまじと見つめていた。

　やっぱりヒトもお母さんが恋しいのだろうか。

　詳くわしいことは教えてもらえなかったので知らないけれど、『コトノハ』で見るヒトのお母さんは死んでしまったらしい。だからボクと違ってもう会うことはできない。

「なぁ、カイリ。聞いたことあるか？　神しん殿でんのこと」

「うん。大人おとなたちが言っていたのを聞いたことがあるよ。この世界に広がる不幸はそいつらのせいだって言ってた」

　神殿は世界を悪意から守る役目を持つ。

　でもその神殿の巫女みこが、好奇心で悪意を封じる壺つぼを開けてこの世界に災さい厄やくを解き放ったのだ。そのせいでこの世界には悪意、貧困、孤独、疫えき病びようなどの災厄が蔓まん延えんすることとなった。

　つまり、ボクたちの不幸は神殿のせいだった。

「そうだな。でもオレが言いたいのはそういうことじゃない」

「じゃあ、なに？」

「神殿はな、誰かの言葉を伝える役目もあるんだってさ」

「ふーん」

　伝言みたいなものかな、と思った。

「わからないか？　『コトノハ』を持っているってことなんだぞ」

「え？」

「神しん殿でんは『コトノハ』を使って、依頼主の言葉を誰かに届けるんだそうだ。もしかしたらお前の両親の言葉も預かっているのかもしれないな」

「え？」

「お前の両親、どっかに行っちゃったままなんだろ？　だから……いや、何でもない。そんな都つ合ごうのいいことないよな。忘れて……」

「もっと詳くわしく教えてよ。神殿に行けばお母さんの言葉が聞けるかもしれないの？」

「もしかしたらってだけよ。でもたぶん無理だ。オレたちなんか神殿は相手にしてくれない。だってオレたちは自分が誰なのか証明することもできないしな」

「そんな……」

「もしもどうしても聞きたいなら、神殿に忍しのび込んで盗ぬすんでくるしかないかもな」
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「どうなっているんだ？」

　子供たちが俺おれをすり抜けて行った瞬しゆん間かん、まるで映画か何かの場面転換を見ているかのように、周囲の光景が切り替わった。

　さっきまでは寂さびれた街にいたはずだった。

　だが、次の瞬間には建物の中にいた。さっきの場所とは打って変わって、白い壁と天てん井じように囲まれた広いホールのような場所だった。心許もとない蠟ろう燭そくの明かりが周囲をわずかに灯ともしており、そこに誰もいないことを示している。

「咲さき！」

「ここにいるわ」

　背後から声が聞こえた。咲がいることで俺は少しだけ平静を取り戻せた。

「これはどういうことだ？」

「さあ。まるで誰かの夢の中にでもいるようね」

「……夢、か」

　以前ある少女の夢の中に入り込んだことがある。確かに似てはいる。だがあの『アンティーク』は付つく喪も堂どうの地下倉庫に眠ねむっているはずだし、夢に入り込んだつもりもない。

　そのとき、俺は手の中の異物感に気づく。

「え？」

　いつの間にか、俺はハート型の薄うすい板のようなものを握にぎっていた。それは七色に輝く水すい晶しようでできたようなもので、ＣＤやＤＶＤといった記き憶おく媒ばい体たいを髣ほう髴ふつとさせた。だが薄うすい氷のように、今にも壊こわれそうなほどに脆もろく儚はかない。

「何だ、これは？」

　こんなもの、俺おれは持っていなかったはずだ。

「咲さき、これが何かわかるか？」

　俺は咲にそれを見せる。咲はしばらくそれを凝ぎよう視ししていたが、

「……わからないわ」

　と、かぶりを振った。

　俺はいつの間にこんなものを手にしていたのだろう。それ以前に、これは何なのだろう。わからないことだらけだ。

　だが、思考を整理する間もなく、目の前の光景に変化が訪れる。

　誰もいないその大きな部屋に、静かに忍しのび寄る影があった。薄うす暗ぐらくてよく見えないが、子供のようだった。子供はおどおどした様子で辺りを見回しながら、部屋に入ってくる。

「あっ……」

　俺は思わず声を上げていた。だが、その子はさっきと同じように俺に気づくことはなかった。

　その子はさっき俺とすれ違った少年だった。このわけのわからない世界にできた共通点。もしかすると、これはあの子の見せる夢なのだろうか。

　その少年はそのまま部屋の奥へと向かう。

　部屋の奥には階段があり、祭さい壇だんのようになっている。

　少年は緊きん張ちようのせいか荒い呼吸をしながら、それでもまっすぐに祭壇へと向かう。

　彼に俺たちは見えていない。俺と咲は彼が何に向かっているのかを確かめるために、その後を追った。

　少年が、そして俺たちが祭壇の上に辿たどり着く。

「これは……」

　祭壇の上に奉まつられていたものとは──
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　ヒトの話を聞いた後、ボクはこっそりとアジトを抜け出し、神しん殿でんに来ていた。

　アジトから神殿に着く頃にはもうすっかり夜も更ふけていたけれど、それはかえって好都つ合ごうだった。

　なぜならヒトの言うとおり、神殿に相手をされないだろうボクは入り口の門から入ることはできないのだから。

　ボクは人目を忍んで神殿の敷地内に潜もぐり込んだ。こう見えてもボクは忍び込むことと隠かくれることは得意だった。

　神しん殿でんに忍しのび込む人間なんていないと思っているのか、警備の人間は門の前にしかいなかった。だから一度敷地内に入ってしまえば、建物に入り込むのはわけなかった。

　ヒトのいう『コトノハ』は、神殿の一番奥の祭さい壇だんのある大広間に奉まつられているらしかった。まるで見たことがあるかのような説明だった。さすがヒトだった。情報を集めるのがうまい。いつも必ず食料を見つけてくるのも、その賜たま物ものだ。

　神殿に忍び込んだボクは、誰にも見つからないよう注意しながら奥へ奥へと進んだ。

　見つかったらどんな目に遭あわされるかわからない。

　でももしもお母さんからボク宛あての伝言があるというのなら、どうしても聞いてみたい。

　今、どこにいるのか。

　どうしてボクの傍そばにいないのか。

　そしてボクを──

「ここだ」

　長い長い廊ろう下かを駆かけ抜け、ボクはついに神殿の一番奥に突き当たった。

　改めて周囲に気を配り、誰もいないことを確かめると扉とびらを押し開けた。ギィと鉄が擦こすれ合う音が響く。ボクは中に誰もいないことを確認すると、すぐに部屋の中に自分の体を滑すべり込ませ、扉を閉じた。

　部屋は蠟ろう燭そくの火が揺れていて、辺りをわずかに照らしている。

　薄うす暗ぐらくて細かい部分は見えなかったが、部屋の奥に階段があり、その先に祭壇のようなものがあった。

　ボクは逸はやる心を抑おさえきれず、脇わき目めも振らずに祭壇へと向かう。階段を駆け上がり、祭壇に奉られているものを目にする。

「……あった」

　ヒトの言うとおり、そこには『コトノハ』という名の──

　大きな壺つぼがあった。
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　祭壇に奉られていたのは『災さい厄やくの壺』だった。

　俺おれはこのわけのわからない世界が、あの巫女みこの物語の続きだと思い知らされた。

　俺は確かに真実を捨て去り、元の世界に戻ることを選んだ。だが元の世界に戻ることはなく、そして今また『災厄の壺』を前にしている。

「ねぇ、刻也ときや」

　咲さきが呼びかけてくる。

「これは過去のことなのかしら？」

「……そうかもしれないな」

　この建物を見て、神しん殿でんのようだと思っていた。もちろんあの巫女みこたちがいた場所かは俺おれにはわからないが、この流れから考えればそれは妥当だろう。

　であるならば、俺たちは『災さい厄やくの壺つぼ』の過去を見ていることになる。

　まさか、壺の中から去ろうとする俺たちを逃がさないために、壺自体がこんなものを見せているのではないか。

　だとすれば俺たちに逃れる術すべはあるのだろうか。

「この後、どうなるの？」

「おそらく『災厄の壺』の災厄が解き放たれる」




『災厄の壺』の封印は過去に二度解かれたことがある。だが、いずれも巫女たちの祈いのりによって世界は救われた──




　確か文ぶん献けんにそんな一文があった。

　あの巫女の起こした行為が一度目とするなら、これは二度目にあたるのかもしれない。この少年が何者かはわからないが、このまま壺の災厄が解放されれば、その記述に当てはまる。

　ただこれが過去の光景であったからと言って、謎なぞは何一つ解けない。

　問題は、どうすれば元の世界に戻れるのか。

「ねぇ、刻也ときや。もしもわたしたちがこの世界に干かん渉しようすることができたなら、その行動によって過去を変えられるということなのかしら？」

　だが咲さきは元の世界に戻ることよりも、目の前の状況をどうにかすることに意識が向いているようだった。

「どう思う？」

「これはあくまで過去の光景だ。向こうは俺たちを見ることもできないし、俺たちはこれに触ふれることもできない」

『災厄の壺』に手を伸ばしたところで、手はすり抜けてしまうだけなのだから。

「だからたぶん干渉なんてできないよ」

「……そう」

　表情にこそ表われないものの、咲は落らく胆たんした様子だった。

　それほどあの巫女に同情したということか。

　その様子を見て、俺の中に疑問が芽生えた。

　……咲は真実を捨てることを選べたのだろうか？
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「え？」

　何が起きたのかわからなかった。

　急に体が浮いたかと思うと、顔をしたたかに床ゆかに打ち付け、頭の中に火花が散った。痛みと混乱から我に返ったとき、ボクはもう身動きが取れなくなっていた。

「壺つぼは無事のようね」

「危あぶないところでした」

「ええ。間に合ってよかったわ」

　大人おとなの声がした。顔だけを上に向けると、そこには神しん殿でんの巫女みこと神官が立っていた。いつの間にか部屋に入っていたらしい。

　捕つかまったのだと理解したときには、もうどうすることもできなくなっていた。

「まさか、神殿に忍しのび込む輩やからがいるとはね。それもこんな子供が。……世も末すえね」

　巫女は冷ややかな目でボクを見下ろした。

「さて、素直に答えなさい。何が目的で忍び込んだの？」

　ボクがそれに答えずにいると、後ろ手に押さえられた腕うでが曲がらない方向に捻ねじ上げられた。肩かたに激痛が走り、ボクは耐え切れず素直に答えてしまった。

「『コトノハ』を……盗ぬすみに来ました……」

「『コトノハ』を？」

　と、そのとき複数の足音が部屋に飛び込んできた。何事かと思ったのか、神官の力が緩ゆるんでくれた。

　後から入ってきた神官は、そのまま祭さい壇だんまでやってきて巫女に何かを耳打ちした。

「何ですって？」

　内容は聞こえなかったけれど、巫女は驚きの声を上げた。その目がボクに向けられる。

「答えなさい。あなたは『コトノハ』を盗んだの？」

「……盗もうとしました。でもまだ何もしてません。ごめんなさい」

『コトノハ』は──あの大きな壺は今もボクたちの目の前にある。

「……確かに持っているようには見えないわね。では仲間はどこ？　何人で来たの？」

「一人、です」

　また同じことをされる恐怖から、ボクは素直に口を割る。それに素直に喋しやべったほうが皆に迷めい惑わくが掛からない。

　だってこれは完全にボクの単独行動なのだから。

　そう思った瞬しゆん間かん、また肩かたに激痛が走った。

「仲間を守ろうという心がけは立派だけれど、噓うそはいけないわね」

「……う……噓じゃ……ないです」

　激痛に足をじたばたさせながら答えたけれど、巫女みこは信用してくれなかった。

「もっと痛い目に遭あいたいの？」

「……本当……です。離して……」

「ではあなたはどこから来たの？」

　ボクは痛みに耐え切れず、スラムのことを話した。

「そう。あそこから来たの。野放しにしておくのも考えものかしらね。まあ、いいわ。そこの仲間と来たのね」

「違いま……す……」

　巫女が確認するように神官を見た。神官がどんな合図を返したのかは見えなかったけれど、巫女は思案顔になった。

　腕うでに込められた力が緩ゆるむ。あまりの激痛に涙なみだが滲にじみ、汗あせが噴ふき出て、呼吸も乱れていた。

「ごまかしているわけではなさそうね」

「もしやこの子を囮おとりにしている間に『コトノハ』を……？」

「そうかもしれないわね」

　巫女と神官が小声で話をして、またボクに向き直った。

「『コトノハ』を盗ぬすみにきたと言ったわね？」

「はい」

「あなたは『コトノハ』が何か知っているの？」

「この壺つぼです」

「この壺は『神しん秘ぴの壺』と言って『コトノハ』ではないわ」

「え？」

　ボクはその言葉をすぐに理解することができなかった。

「この中にあるんじゃないんですか？　誰かに伝えたい言葉を送る七色の葉が……」

　ヒトは言っていた。神殿には『コトノハ』という、誰かに伝えたい言葉を贈おくる不思議な道具があるって。それは大きな壺のような形をしていて、その中にヒトが持っているような七色の葉が入っているって。

「この中に入っているのが『コトノハ』ですって？　馬鹿をおっしゃい。この中に入っているのはそんなものではないわ」

「じゃあ、何が入っているんですか？」

「悪意よ。この中に入っているのは、わたしたち巫女が封じた世界に蔓まん延えんする悪意。もしも開けていたら世界に災さい厄やくが解き放たれ、大変なことになっていたわ」

「そんな……」

　巫女みこから聞く内容は、ヒトの話とまったく異なっていた。

　彼女はボクを騙だまそうとしているのか。いや、ボクを騙しても何の意味もない。

　ボクはヒトの情報が間違っていたのだと知った。

「詳くわしいことはあまり知らないようね。でも『コトノハ』のことは知っているのね？　あなたの言うとおり、『コトノハ』とはその葉に込めた想いを、望んだ人に望んだ時に届ける神しん殿でんの秘ひ宝ほうの一つ。隠かくしているわけではないけれど、誰でも知っていることではないわ。

　……じゃあ、あなたに色々と教えてくれたのは誰？」

「それは……」

　ボクの無知は、巫女の中で「誰か」の存在へとつながった。素直に話せば皆に迷めい惑わくが掛からないと思ったけれど、そんな甘あまいものではなかった。

　またボクの腕うでを摑つかんだ手に力が込められる。

　まだ痛みはない。でも体が痛みを覚えている。血の気が引いて体が痺しびれてきた。体があの痛みを拒否している。

　でもヒトのことを言うわけにはいかない。

「あぐっ！」

　腕が捻ひねり上げられ、悲鳴を上げられない肩かたに代わって口から悲鳴が漏もれる。

「あぐ……ぅうぅぅう」

　歯を食いしばって耐える。

　ヒトのことは教えちゃいけない。もしも知られたら、ヒトが酷ひどい目に遭あわされるかもしれない。ヒトは教えてくれただけだ。ここに来たのはボクのせいだ。

　限界まで腕は捻り上げられ、骨が折れるのが先か、意識を失うのが先かというぎりぎりで、力が緩ゆるめられた。

　どっと汗あせと涙なみだが噴ふき出し、吐はき気すら覚える。

「誤解をしないで。あなたに情報を教えた人には何もしないわ。話がしたいだけよ。その人に色々教えたのが誰か聞きたいだけ」

　巫女がボクの頭を撫なでてそっと問いかけた。

「教えてちょうだい。あなたに『コトノハ』のことを教えたのは誰？　どんな人なの？」

　本当に何もしないのだろうか。

　確かにヒトは何も盗ぬすんではいないし、ボクのように忍しのび込んだりもしていない。ただ誰かから聞いたことをボクに教えてくれただけだ。

「……『コトノハ』が盗まれたのよ」

「え？」

「君でないのなら、誰が盗んだのかしらね？」

　そんなことはボクにはわからない。たまたまボクが忍び込んだときに、他ほかの誰かが盗んだということなのか。

　最悪だ。これでは疑われても無理はない。

　でも違う。ボクは盗ぬすんでいないし、ヒトでもない。ヒトであるはずがない。

　だってヒトはすでに『コトノハ』持っているのだから、盗む意味なんてない。

「もしもこのままあなたが話してくれないなら、その人が首しゆ謀ぼう者しやだとして追おつ手てを送るわ」

「待って！　……言います」

　このまま何も言わなければ、ヒトが首謀者にされてしまう。

「ボクに『コトノハ』のことを教えてくれたのはヒトという仲間です」




　　　　　　　　　◆




　目の前で次々に浮かんでは消えていく光景。

　巫女みこと神官が子供を尋じん問もんしていた。その姿を見ているのは辛つらいものがあったが、俺おれたちには何もできない。声も届かなければ、触ふれることもできない。

　これは過去に起きたことなのだ。

　だから俺は目の前の光景を静かに観察していた。

　その結果、謎なぞを解く材料が少しずつだが、揃そろいつつあるような気がした。

　俺は手の中の七色に輝く一枚の葉を見る。言われてみれば、形は葉っぱに見える。

　これは『コトノハ』。その能力は、その葉に込めた想いを望んだ人に望んだ時に届けることができるもの。

　それで、まず元の世界に戻れない理由はわかった。

　真実を捨てなければ元の世界に戻れない。そんな俺たちにこの『コトノハ』が舞い降り、この光景を見せている。この光景は真実につながるもの。だから俺たちは真実を捨て切れていないと判断されたのだろう。

　ではこの『コトノハ』はいったい誰の言葉なのだろうか。

　今、目の前で展開されている光景の登場人物の一人、あるいは複数か。もしくはまったく別の存在か。

　目の前の光景には直接登場していないが、巫女であるパンドラも可能性の一人ではある。ただ、彼女は俺たちを元の世界に戻そうとしてくれたのだから、除外してもいいだろう。

　わかるのはひとまずそこまでだ。

　次いでもう一つの疑問。なぜその『コトノハ』が俺たちに届いたのか、だ。

　望んだ人に届く『コトノハ』。なぜ俺と咲さきがそれに該がい当とうしたのか。

　俺たちはこの場面に関わった人間ではない。だから、『コトノハ』の贈おくり手がその時代の人間と仮定した場合、俺たちに名指しで届くようにしたとは思えない。

　つまり何らかの条件が揃そろったということだろう。またその条件の中に俺おれと咲さきは含まれ、都と和わ子こさんは含まれていなかった。

　この差が何を示すのかを見極める必要があった。

　そして最後に、俺たちに『災さい厄やくの壺つぼ』の出来事の続きを見せる理由、だ。

『コトノハ』の贈おくり手の目的は何なのだろう。

　もしもこの光景を見せたいだけなのであれば、見ていればいずれ終わる。大人おとなしく終わるのを待っていればいい。

　だが何か他ほかに理由があるのなら、例えばこの世界に残すこと自体が目的であるのなら、この光景から逃れる手立てを見つける必要がある。

　……結局は不ふ明めい瞭りようなことだらけだった。

　もう少し、目の前の光景を見ているしかないだろう。




　　　　　　　　　◆




「ヒト……？」

　どんな表情かは見ることができなかったけれど、巫女みこは驚いていた。そんな声だった。

　巫女は我に返ると、ボクを質問攻めにした。

「それがその子の名前なの？」

「はい。そうです」

「それは子供なの？」

「はい。ボクより少し年上です」

「なぜその子は『コトノハ』のことに詳くわしかったの？」

「『コトノハ』を持っているからだと思います」

『コトノハ』のことも隠かくさなかった。ヒトはもう『コトノハ』を持っている。だから盗ぬすむ必要がない。むしろ隠せばヒトが悪者にされてしまう。ヒトには迷めい惑わくを掛けたくない。

「それにはどんな言葉が込められていたか、知っている？」

「言葉はありません。ただ見えるのは、お母さんとその腕うでに抱だかれた赤ん坊の姿です」

　それはボクにも見えたのだから間違いない。

「それだけ？　本当に？」

「でもヒトは『コトノハ』のことを教えてくれただけです。神しん殿でんにも忍しのび込んだりしていないし、盗んだりもしていないです」

「もういいわ」

　と、巫女はボクへの質問をやめ、神官たちに命令を下した。

「そのヒトという子をすぐに探しなさい」

「何もしないって……！」

「まだ神しん殿でんにいるかもしれません。いないのであれば、スラムまで行きなさい。何人使っても構わないわ」

「ヒトはボクに教えてくれただけだ！　盗ぬすんでなんかいない！」

　ボクは巫女みこに抗議した。でも巫女はそれを黙もく殺さつした。神官も素直にそれに従い、ヒトを探しに部屋から出ていった。

「卑ひ怯きようだ……約束が違う……」

　言った瞬しゆん間かん、虚むなしくなる。

　ボクとの約束なんて守るはずがないのに。

　虚しさを抱かかえ、それでもヒトの無事を願った。

　ヒトが神殿にいるはずはない。でもスラムまで追おつ手てが行くというのなら、それは気休めにもならない。

　ヒトは『コトノハ』を盗んだ首しゆ謀ぼう者しやにされてしまうのだろうか。

　ボクがこんな馬鹿な真似まねをしたせいでヒトに迷めい惑わくが掛かった。情けなくて鼻の奥がツンとして泣きそうになった。

「見つけました！」

　神官が部屋に戻ってきた。神官の手には鉢はち植うえのようなものがあった。その鉢には七色に光る無数の葉を持つ植物のようなものが植えられていた。あれが『コトノハ』なのだろう。

　何だ、盗まれたんじゃないじゃないか……。

　そう思ったとき、神官が子供を部屋の中に連れ込んだ。

　それはヒトだった。

　けど、スラムまで行ったにしてはあまりにも早すぎる。

「神殿内に隠かくれていたところを見つけました。『コトノハ』もこの子が持っていました」

「ヒト……？」

　床ゆかに転がされたまま、ボクはヒトを見上げた。

　なぜヒトが神殿にいたのだろうか。

　ボクを追ってきてくれた？　それとも巫女の言うとおり、神殿に盗みにきた？　でも何を？　『コトノハ』を持つヒトがここに来る意味なんてないはずだ。もしかしたら、神殿の秘ひ宝ほうを盗んでお金儲もうけをしようとしたのか。でもそんな話は聞いていない。ボクでは役に立たないから言わなかっただけなのか。それとも……。

　次々に浮かび上がる疑問を問いかけたかった。でも、ヒトはボクを見てはくれなかった。

「あなたがヒト、ね？」

　巫女の確認にも、ヒトは何も答えなかった。

「……十年程ほど前、神殿である事件が起きたわ」

　と、巫女みこが唐とう突とつに語り始めた。

　ボクもヒトも、神官ですらも眉まゆをひそめたけれど、巫女は静かに続けた。

「世界の悪意を封じた『神しん秘ぴの壺つぼ』。その壺を、一人の巫女が好奇心から開け放ち、災さい厄やくを世界に解き放ってしまった。他ほかの巫女の祈いのりによって災厄は何とか『神秘の壺』に封じられた。けれど、その責任を感じてか、それとも罪から逃れるためか、その巫女は姿を消した。

　──たった一人の子を捨てて」

　巫女は静かにヒトを見つめてこう言った。

「その子の名はピトス」

　ボクはヒトを見た。ヒトもボクを見ていた。

　その視線だけで、ボクたちはお互いの考えていることがわかった。

「わたしはその巫女の姉のような存在だった。だからその子もわたしが育てるはずだった。でも、神しん殿でんはその子を育てることを認めなかった。殺そうとした。だからわたしはその子を逃がした。逃がすことしかできなかった。……共に逃げることは選べなかった。

　わたしはあの子の姉であることより、巫女であることを選んだ」

　巫女はヒトに詰め寄った。

「あなたなのでしょう、ピトス？　あなたは何のために帰ってきたの？　出しゆつ生しようの秘密を知るため？　それとも捨てられた復ふく讐しゆうのため？　……それでもいいわ。でも一つだけ教えてちょうだい。

　──なぜあの子は壺を開けてしまったの？

　教えて。本当に好奇心なの？　あの子があなたに託たくした『コトノハ』に、理由は込められていなかったの？」

　けど、ヒトは問い詰める巫女には答えず、ボクを見た。

　この部屋に来て、初めてボクを見てくれたその目から、涙なみだが流れていた。

「ごめんな、カイリ」

　そしてボクに謝った。

　その理由は色々あるだろうけれど、一番の意味をボクは悟さとった。

「ねぇ、ヒト。ヒトはボクを利用したの？」

「……そうだ」

「どうして？」

「……『コトノハ』が欲しかったからだ」

「どうして？　だってヒトは『コトノハ』を持っているじゃないか」

「違う」

　ヒトは静かにかぶりを振った。

「違うんだ、カイリ。あれは……あの『コトノハ』はオレのものなんかじゃない。お前のものなんだ。お前からオレが奪うばったんだ」

「──え？」

「初めて会った日のことを覚えているか？　覚えていないよな？　お前はまだ小さかったから。お前は一人ぼっちだったのに笑っていた。寂さびしくないのかってオレが聞いたら、お前は『コトノハ』を見せてこう言った。『平気。これがいつもお母さんに会わせてくれるから』って。羨うらやましかった。妬ねたましかった。だから奪うばった。お前から『コトノハ』を。そしてオレのものにした。オレには何も見えないのにな」

「じゃあ……」

「お前が見ていたものは、オレなんかじゃない。お前自身なんだよ」

「……そうだったんだ」

　それを聞いても、ボクの心はもう動かなかった。

「ヒトは『コトノハ』を手に入れることができた？」

「いいや。でも知ってる。父さんと母さんが何でオレを残して死んだのか。……遺い書しよが残っていたからな」

　ヒトは懐ふところからぼろぼろになった紙を取り出した。肌はだ身み離さず持っていたのだろう。

「どうしてだったの？」

「オレを生かすためだ」

　ヒトは泣き笑いの顔を浮かべた。

「貧しくてな、食べていくご飯がないから、オレの分しかもう残ってないから、父さんも母さんも死ぬことにしたんだって。わかってほしいって。わかってほしいって。

　──わかるわけない。わかるわけないだろうが。その後オレはどうすればいいんだ？　一人で生きていくってわからなかったのか？　いらなかったのに。オレは飯めしなんて別にいらなかったのに。二人がいてくれたら我が慢まんできたのに……。

　わけがわかんなかった。だから本当の想いはどこか別のところにあるんじゃないかって思ってた。それを知りたくて『コトノハ』を手に入れたかった」

「待って……」

　と、我を失っていたかのような巫女みこが、やっと言葉を発した。

「あなたはピトスではないの？」

「ああ。残念だけど、オレはあなたの言うピトスじゃない」

　そして、ヒトはボクを見る。

　これまで以上の痛みを目に浮かべ、

「噓うそついてごめんな。今まで言い出せなくてごめんな。それから、こんな形で本当のことを知ることになってごめんな。オレが余計なことをしなければ、お前は何も知らずにすんだのに」

　ヒトがボクに『コトノハ』を返してくれた。

　でも、もうボクには必要ない。

　だって知ってしまったから。

　ボクがお母さんに捨てられたのだということを──

「そっか、捨てられたのか……」

　ヒトのことではなかった。

　話に出てきた神しん殿でんの巫女みこの子のことだ。

　その巫女は災さい厄やくを世界に放って、自分は勝手に逃げた。

　責任を逃れるために。

　自分の子供を捨てて。

　身勝手だ。親はみんな身勝手だ。

　ヒトの親も。そして、ボクのお母さんも──

「こんなものただのまやかしだった！」

　ボクはヒトから返された『コトノハ』を振り上げた。

　お母さんがボクに残してくれた『コトノハ』。

　愛に溢あふれ、温ぬくもりに満ちて、ボクを抱だきしめてくれる夢を見せてくれた『コトノハ』。

　でもそれは本当に夢だった。

　噓うそと偽いつわりの、夢でしかなかった。

「待つんだ！　壊こわしてしまったら、二度と言葉が聞けなくなる」

　神官の叫びに、ボクの手が止まる。

「そこにどんな言葉が込められているかは知らない。だが壊すのはやめるんだ」

「あはは……」

　笑ってしまう。

　偽りの想いだった。まやかしの夢だった。

　けれど、唯一残されたお母さんの想いだった。

　捨てられたとわかっているのに、翻ほん弄ろうされてしまう。呪じゆ縛ばくされてしまう。

　親に捨てられたボクたちは、親の言葉一つ捨てられない。

「どういうこと、なの……？」

　巫女が混乱したようにヒトに問いかける。

「オレの名前はヒト。拾った子はオレに名前が似ていて紛まぎらわしかったから、名前を変えさせたんだ」

　ヒトが──ボクの名付け親が伝えてくれた。

「こいつの本当の名前はピトス。あんたの言う災厄の巫女に捨てられた子だよ」

　よかったね、あなたはピトスが誰かを知ることができて。

　だけど、ボクの知った真実は残ざん酷こくだった。

　知りたかった。ずっとずっと知りたかった。

　でも知らなければよかった。

　夢にすがることすらできないのなら、ボクたちは何を糧かてに生きていけばいいんだろう。

　世界のどん底には、希望の欠片かけらすらない。

　世界は悪意に満ちている。

　世界は悲ひ哀あいに満ちている。

　世界は怒りに満ちている。

　それだけだ。それだけしかない残ざん酷こくな世界なら。

　ボクは祭さい壇だんを駆かけ上がり、『神しん秘ぴの壺つぼ』の蓋ふたに手を掛けた。

「こんな世界なくなってしまえばいいんだ！」

　そしてボクは世界に災さい厄やくを解き放った。




　ボクのお母さんがそうしたように──




　　　　　　　　　◆




　この『コトノハ』を見せているのが誰なのか。

　なぜそれが俺おれたちなのか。

　そしてその理由は何なのか。

　様々な疑問が残る中、元の世界に戻る方法だけが、わかってしまった。

『コトノハ』は壊こわしてしまえば、二度とその想いを見ることができないらしい。

　であるならば、俺が持っている『コトノハ』を壊し、再び真実を捨てることを選べば、元の世界に戻れるということになる。

　疑問をそのままにしておくのは気分のいいものではないが、解決を待ってから戻るなんて悠ゆう長ちようなことを言っている場合でもない。

　この後、何が起きるかわからない。

　戻れるチャンスがあるのなら、すぐにでも戻るべきだ。

　どうせ元の世界に戻ったら真実は全すべて忘れてしまうのだ。

　この疑問を解消できなかったもやもやも一緒に忘れてしまうのだろう。

「刻也ときや、それを壊すの？」

「ああ。今、聞いたとおりだ」

「……そう」

　咲さきはやはり心残りがあるようだった。

　だが同情で身を滅ぼすわけにはいかない。ましてやすでに終わってしまった過去のためにだなんて。

　俺おれは手の中の『コトノハ』を握にぎりつぶそうとし──

　その手に、咲さきの手が触ふれた。

「え？」

　と、手を出した咲自身が戸と惑まどいを見せていた。

　咄嗟とつさに、無意識のうちに手を出してしまった。そんな感じだった。

「咲？」

「何でもないの。ごめんなさい」

　咲は素直に手を引いた。

　今のはどういう意味なのだろうか。

　止めようとしたということか？

　なぜだ？　なぜ咲はそんなことを？




　　　　　　　　　◆




　壺つぼから飛び出した闇やみのようなものに吞のみ込まれたボクは無数の声を聞いた。

　それは恨うらみの声だった。

　それは怒りの声だった。

　それは哀かなしみの声だった。

　それは捨てられた者たちの想いだった。

　ボクと同じ想いだった。だからわかる。君たちの気持ちがボクにはわかる。

　ボクは災さい厄やくに語りかけた。

　その恨みを、その怒りを、その哀しみを、世界にばらまけと。

　恵まれて生まれてきた奴やつらに。

　望まれて生まれてきた奴らに。

　そして何より、愛されて生まれてきた奴らに。

　その瞬しゆん間かん──

　ボクの言葉を否定するかのように、悪意が災厄となり、ボクに襲おそい掛かった。

　違う。ボクじゃない。

　その負の力で襲うのは恵まれて生まれてきた奴だ。




　オマエダ──




　違う。ボクじゃない。

　その苦痛で苛さいなむのは望まれて生まれてきた奴だ。




　ソレハオマエダ──




　違う。ボクじゃない。

　その災さい厄やくで蝕むしばむのは愛されて生まれてきた奴やつだ。




　オマエダオマエダオマエダオマエダオマエダオマエダオマエダオマエダ──




　頭の中が割れそうなほどに声が響く。

　体が引き裂さかれそうなほどに苦痛が巡めぐる。

　なぜだ？　なぜお前たちはボクを妬ねたむ？

　ボクは恵まれなかったのに。

　ボクは望まれなかったのに。

　ボクは愛されなかったのに。

　泥どろに姿を変えた災厄の中をボクは落ちるように沈んでいった。

　体に力が入らなかった。

　このまま死ぬのかと思った。

　それでもいいと思った。

　ただ、できるならば愛されて生まれてきた奴ら──ボクたちが得られなかったものを手にした奴らを道連れにしてほしい。

　そう願いながら、ボクは落ちていった。

　ずっとずっと深く底まで──災厄の底の底まで。

　そこに、それはあった。

　おぼろげな光。弱々しく、頼りない、まるで誰かの夢のような光。

　その光の中に、人影が浮かんだ。

　それは一人の女性だった。

　その女性は赤あか子ごを抱だいていた。

　赤子は全すべてを委ゆだね、母に抱いだかれる。それだけの光景。




　それはいつも見る夢だった──




　こんなときに、またこの夢を見てしまった。

　これが噓うそだとわかっているはずなのに。

　これがまやかしだと知っているはずなのに。

　赤あか子ごを抱だいた母の姿。だがこの母はいずれ子を捨てる。自分の責を放ほう棄きし、罪を逃れるために子を捨てる。

　その優しさも。

　その甘あまい匂においも。

　そしてその温ぬくもりも。

　全すべてがまやかしだったのだ。

　ボクはその光を搔かき消すために、手を伸ばした。

　伸ばした手が光に触ふれた。




　と──




　その光景に変化が生まれた。

　その夢はいつも母が赤子を抱いているだけのものだった。

　けれど、今は違った。

　その始まりが、その過程が、その終わりがボクに流れ込んできた。

　それは一つの物語だった。

　ボクの知らない物語だった。

　悪意を封じる一族の呪のろわれた過去。

　神しん殿でんの巫女みこに隠かくされた悪意封じの呪じゆ縛ばく。

　そして──

　ある一人の巫女の短い一生。

　悪意から芽生えた子に注いだ一時の、けれど一生分の母の愛。

　それは世界に知られている真実とはまったく別の真実。

　それは壺つぼの底に隠された失われた真実の物語だった。




　　　　　　　　　◆




　そのとき、俺おれの脳のう裏りにノイズのような痛みが走った──




『コトノハ』を壊こわした俺は自分の姿が薄うすく透すけていくのを見た。

　真実を捨て去ることに成功したのだ。

　きっとこのまま元の世界に戻るのだろう。

　咲さきが静かに俺を見ている。

　俺も咲を見返し、彼女の姿を視界に収める。

　そこで気づく。

　咲さきの姿は俺おれと違い、透すけていったりはしなかった。

　咲はそのままの姿でそこにい続けた。

　必死に手を伸ばす。

　だが、俺の手が咲に届く前に、視界がブラックアウトした。




「────！」

　俺は我に返り、咲を凝ぎよう視しした。

「どうかしたの？」

　咲はいつもの無表情でそこにいた。俺は慌あわてて自分を見るが、手の中の『コトノハ』はまだ壊こわれずにそこにあり、それを持つ手も透けたりはしなかった。

　今のは、どういうことだ？

『ヴィジョン』が暗示したということは、それは死と同等なのだろう。

　だがそこに込められた意味がわからない。

　俺だけが消え、咲が残ってしまったということか。つまり『コトノハ』を壊した人間しか真実を捨てられないということか。

　それとも今の『ヴィジョン』は俺の死を暗示するものであり、『コトノハ』を壊してはならないということか。

　わからなかった。

　今の『ヴィジョン』が俺に何を伝えようとしているのか、理解ができなかった。

「壊さないの？」

　咲が抑よく揚ようのない声で問いかける。

「ああ。『ヴィジョン』が視みえた」

「……そう」

　咲はそれだけで、このまま疑問を解消せずに『コトノハ』を壊すことが危険だということを理解し何も言わなくなった。

　しかしなぜだ？　なぜ俺だけが消えていき、咲はそうならなかったのだろう。

『コトノハ』を壊し、真実を捨てれば元の世界に戻れると思っていた。

　だがそうではなかった。

　俺はいったい何を見落としている？




　　　　　　　　　◆




　ステラレタノダ──




　災さい厄やくがボクを惑まどわせようと囁ささやく。




　オマエハステラレタノダ──




　確かにお母さんは自ら壺つぼの中へと身を投じ、ボクはこの世界に残された。




　オマエノオカアサンハオマエヲステテボクタチヲエランダ──




　確かにお母さんは捨てられた子供たちを選んだ。




　だけど──

　それが何だというのだろう。

　真実を知ったボクに災厄たちの囁ささやきは届かなかった。

　逆に、彼らの嫉しつ妬とがボクに強く信じさせてくれる。

　捨てられたのだと思った。

　愛されなかったのだと思った。

　だけど違った。

　壺の底に隠かくされていたたった一つの真実。

　誰も知らなかった、奪うばわれた真実。

　だけどお母さんは、ボクにたった一つの真実を残してくれていた。

　ボクが疑わないように。

　ボクが見失わないように。

　たった一枚の『コトノハ』に託たくして──

「……ボクは馬鹿だ」

『コトノハ』が見せた夢は真実だった。

　なぜあの優しさを疑ってしまったのだろう。

　なぜあの温ぬくもりを疑ってしまったのだろう。

　なぜあの愛の深さを疑ってしまったのだろう。

　誰の言葉よりも確かな真実を。

　ボクは壺が吐はき出した災厄に蝕むしばまれながら、手の中の『コトノハ』を握にぎり締める。

　そこに見える。

　百万の愛情で包み、ボクを抱いだく母の姿が。

　何の疑いもなく、全すべてを委ゆだね、信じていた自分の姿が。

　今ならあの頃の気持ちと同じになれる。

　ボクは捨てられたわけではなかった。

　ボクはお母さんに──




「こんなにも愛されていた……」




　もっと早くに気づけばよかった。

　この壺つぼの底に辿たどり着かなければ気づけなかった真実。

　気づく術すべはすぐ近くにあったのに。

　ボクは過ちを犯した。

　壺の蓋ふたを開けてしまった。

　災さい厄やくを世に解き放ってしまった。

　お母さんと同じだと思っていた。だけど違う。お母さんは救ったのだ。世界を、そしてボクを。

　それなのにボクはお母さんの想いを、決意を、そして犠ぎ牲せいを無む駄だにしてしまった。

「ごめんなさい」

　ここにはいないお母さんに謝る。

　届くはずのない、今ありったけの想いを込めて謝る。

　もしもここにお母さんがいたら呆あきれて今度こそ見捨てられただろうか。

　それとも優しく叱しかってくれただろうか。




　真実を捨てなさい──




　そのとき、声が聞こえた。

　災厄に蝕むしばまれ、体を起こすことができなかった。

　だが確かにすぐ傍そばに誰かが立っていた。倒れ伏したような恰かつ好こうのボクの頭の上から、声が語りかける。

「壺の真実を知ってしまった人。その真実を捨てなさい。全すべて忘れなさい。そうすれば元の世界に戻れます。解き放たれた災厄のほうは私が呼び戻します」

　災厄と化した子供たちの声ではなかった。

　もっと大人おとなの女性の声だった。温ぬくもりと優しさに満ちた声だった。

「さあ、忘れなさい」

　彼女の言葉に従ってしまいそうになる。

　けれど、ボクはありったけの力でそれを拒否した。

　忘れてなるものか。

　この真実を忘れてしまえば、ボクはまたきっと疑ってしまう。恨うらんでしまう。

　やっと知ることができたのに。

　ずっと知りたかったことを知ることができたのに。

　元の世界に戻れなくなったっていい。

　元の世界の奴やつらなんてどうなったっていい。

　この真実だけは、捨てられない。捨ててはならない。

　──捨てたくない。

「ありがとう。けれど、この真実は誰も知らなくていいのよ」

　ふわりと頭を何かが撫なでたような気がした。

　その手は──

　優しかった。

　甘あまい匂においがした。

　そして温かかった。

「────！」

　知っている。

　ボクはこの優しさを知っている。

　ボクはこの甘い匂いを知っている。

　ボクはこの温ぬくもりを知っている。

　これは、これは──

　お母さんのものだ。

　残り少ない力を振り絞しぼって顔を上げようとする。

　だけどそれにすら失敗する。

　災さい厄やくに襲おそわれたボクにそんな力は残っていなかった。

　だけど災厄に襲われても、それ以上のことをした人をボクは知っている。たった今、壺つぼの底に眠ねむる真実でボクは知った。

　あのとき、災厄に襲われたお母さんはボクを抱だいて扉とびらの外へと向かった。ボクを産んだことで、もう体に力なんて残っていなかったはずなのに。

　だけどボクは動けない。

　顔を上げることすらできない。

　なぜだ。なぜあなたはあんなことができたんだ。

「……ボクのため？」

　知れば知るほどに、その愛の深さに眩暈めまいを覚える。そして自分の浅はかさを知る。

「さあ、真実を捨てなさい。そしてあなたは元の世界で生きなさい」

　それは許しを与えるような声。

　ダメだと、捨ててはならないとわかっているのに、抗あらがえない。

　薄うすれていく。やっと手に入れた真実が薄れていく。

　真実を捨ててしまったなら、ボクは全すべてを忘れてしまうだろう。

　そうしたら、また疑ってしまう。また恨うらんでしまう。

　嫌いやだ。忘れたくはない。ずっと欲しかったものをやっと手に入れたのに。

　だけどボクには抗えない。忘れていく真実を引き止められない。

　悔くやしさに、歯は嚙がみする。

　忘れたくないのに。忘れてしまってはいけないのに。

　それはお母さんを捨てることになってしまうのに──

「……全部わかっているから。ピトス」

　その言葉に、全ての抵抗が瓦が解かいした。




「…………お母さん」




　動かなかったはずの手を伸ばす。

　その手が『コトノハ』に触ふれた。

　それはヒトが盗ぬすんだ、まだ何の言葉も込められていない『コトノハ』だった。

　お母さんの言葉で、ボクはやるべきことを決めることができた。

　忘れたくないと駄だ々だをこねるより、やるべきことがボクにはあった。

　忘れる前に、まだこの真実の記き憶おくがあるうちに、伝えたいことがある。伝えなければならないことがある。

『コトノハ』は想いを伝える葉。

　決めなければならない。

　いつ、誰に、その想いを伝えるのか、決めなければならない。

　たった一枚だけの『コトノハ』。

　ボクはその『コトノハ』にありったけの想いを込めた。




　　　　　　　　　◆




　真実を捨てないでください──




　母に捨てられたと思っていた苦悩。

　母の愛を知った喜び。

　そして何より、母の犠ぎ牲せいの上に生き延びた世界の偽いつわりを壊こわし、そこに隠かくされた真実を捨てないでほしいという強い願い。

　それがたった一枚の『コトノハ』に込められた想いだった。

　目の前の光景から、そして俺おれたちがここにいる理由から、それらは導き出された。

　カイリは真実を捨て去る選択をした自分にはもう止められない忘ぼう却きやくの中、同じ道を選択しようとした者に託たくしたのだ。

　正確に言えば、真実を捨て去ることに躊躇ためらいを持ってしまった者に、だ。

　もしも真実を本当に捨て去る決意ができていたのなら、俺と咲さきはこの場にいなかっただろう。『コトノハ』に託された真実ごと、災さい厄やくに真実を食われていたはずだ。同じ状況下にいた都と和わ子こさんだけが、ここにいないのがその証しよう拠こだ。

　おそらく、最後の最後に俺は躊躇ってしまったのだ。

　俺は掌てのひらを天に向ける。

　そこにはたった一枚の、カイリの想いが込められた『コトノハ』がある。この『コトノハ』一枚分の想いが持つ真実が、俺を捉とらえて元の世界に戻さない。

　だから俺はもう一度選択しなければらない。

　カイリの想いを受けて、それでも決断しなければならない。今度こそ、本当に。

　真実を捨て去り、元の世界に戻るか。

　真実を抱かかえ、この『災厄の壺つぼ』の中に残るか。

　もちろん俺が選ぶ選択肢しは、一つしかない。

　たとえ、カイリの想いを知ったところで選ぶものを誤ってはならない。

　だが、その前に確かめなければならないことがある。

「咲。お前は真実を捨てられるのか？」

　俺は『災厄の壺』の傍そばで膝ひざをついている咲の背中に声を掛けた。

『コトノハ』の真実がわかった今、『コトノハ』を壊した俺が消え、咲が残る『ヴィジョン』が示すのはこれ以外にない。

　咲は真実を捨てられず、ここに残ることになった──

　あの『ヴィジョン』はそれを暗示している。

　こちらに向ける咲の背中が小さく見えた。きっと振り向いたところで表情一つ変わっていないだろうが、ショックを受けている様子だった。

　こいつは真実を捨てることを躊躇うほどに、その想いに共感してしまったのだ。俺と同じ『コトノハ』の想いを見たのが何よりの証拠だ。

　だから何かを変えたかったのだ。

　過去に介かい入にゆうできると──その過去を変えられると思っていたのだ。

「咲、諦あきらめろ。俺たちは過去に起きたことを見ているだけだ」

　俺おれはこの過去の出来事の結末を教えてやる。

「おそらくこの後、災さい厄やくは再び封じられる。パンドラの手によって」

　この災厄を封じることができるのは彼女しかいない。真実は捻ねじ曲げられ、神しん殿でんの巫女みこの祈いのりによるものとなっているが、二度目の災厄の解放も事なきを得ていると文ぶん献けんが伝えている。災厄は封じられ、パンドラの姉も含め、全員が真実を忘れるのだ。

「これは終わったことだ。だから、俺たちには何もできない」

「……何もできないの？」

「ああ」

「過去は、変えられないの？」

「ああ」

「どうしても？」

「どうしてもだ」

　俺は繰り返す。咲さきに現実を突きつける。

「何をしたところで、過去は変えられないんだ」

　咲がゆっくりと振り向く。




　どうしてだ──？




　俺は問わずにはいられなかった。

　なぜお前がそんな顔をする──？

　だが問いは言葉にならなかった。

　振り向いた咲は、いつもの無表情ではなく──




　──悲痛で顔を歪ゆがめていた。




　　　　　　　　　◆




　お母さんはわかっていると言ってくれた。

　だからボクのお母さんへの想いは伝わっていると信じている。

　言葉にしなくても伝わるものがあるのだと、ボクは信じた。

　だからボクが伝えるべき言葉は、お母さんへの感謝ではなかった。

　ボクがすべきことはお母さんの想いを守ることだった。

　こんなことでは足りないけれど、それがお母さんへの恩返しだった。

　だけど、ボクがこの真実を抱かかえるわけにはいかない。

　そうすればお母さんがその身を犠ぎ牲せいにし、災さい厄やくを封じたことが無意味になってしまう。

　だから、たった一人でもいい。

　いつかこの真実に辿たどり着いた人へ。そして真実を捨てることに躊躇ためらいを持ってくれた人へ。

　どうか、この真実を捨てないでください。

　我が子を愛し、その子の住む世界を救うためにその身を捧ささげた一人の母親の物語を。

　ボクの分まで。

　そして忘れていった人たちの分まで。

　この真実を覚えていてください。




　　　　　　　　　◆




「刻也ときや。わたしは同情したわけじゃないのよ」

　俺おれはその言葉に眉まゆをひそめる。

　同情じゃない？　そんなはずはない。カイリの『コトノハ』は母に同情し、真実を捨すてることを躊躇ためらった者にその想いを伝える。

　もしも同情していないというのなら、『コトノハ』に込められたカイリの想いが届くはずはない。

　静かに立ち上がった咲は無表情に戻っていた。

　だがその無表情は罅ひび割われている。

　いつもの無表情とは程ほど遠い、表情に出そうになる感情の起伏を抑おさえ込んでいるように見えた。

　なぜだ？　なぜお前がそんな表情を浮かべる？

　何がお前にそんな表情を浮かべさせる？

　同情しているからじゃないのか？

　同情でないというのなら、なぜお前はそんな表情をするんだ？




「わたしはこの世界に残るかどうかを迷って、真実を捨てることを躊躇ったのよ」




　……そうか。そういうことか。

　カイリは真実を捨て去ることを躊躇った人間に言葉が届くようにしたのだ。

　たとえその理由がどんなものであっても。

　いや、正確に言うならば、この場合に他ほかの理由があるなどと考えもつかずに。

　だが、それが事実なのだとしても、わからないことがある。

　なぜ咲さきはこの世界に残ることを迷う必要があるのか。

　この世界に残ることにどんな意味があるのか。

　──咲さきの真意はどこにある？

「『コトノハ』が見せる過去へ介かい入にゆうできないかと聞いたのも、決して彼女たちを救おうと思ったわけではないのよ」

「どうして、だ？」

　俺おれは思った以上にかすれた声で、問いかけた。

　だが咲は答えなかった。

　答えない代わりに、問いかけてきた。




「ねぇ、もしわたしが一緒にここに残りましょうと言ったら、あなたはどうする？」




　まだ、『コトノハ』の幻まぼろしが続いているのではないかと思った。

『コトノハ』が、俺に真実を捨てさせないために咲の姿をして、俺の決意を崩ほう壊かいさせようとしているのだと、そんなことすら思った。

「何を、馬鹿な……ことを……」

　俺は何とか言葉を搾しぼり出す。

　答えにもならない答えに、咲は静かに俺を見み据すえ、問いかける。

「ねぇ、どうする？」

　問いは変わらない。

「どうするも、そんなこと……」

「答えて」

「そんなこと言われても……」

「答えて！」

　咲の声が荒げられた。

　咲らしくない。だが、だからこそ答えなければならない。

　噓うそも、偽いつわりも、ごまかしもなく、俺は咲に答えなければならない。

　もし、ではない。

　咲がこのままここに残ろうと言ったとき、俺がどうするかを。

　残ると言えばどうなるのか？

　残らないと言えばどうなるのか？

「……答えて」

　咲の問いに、俺は答えた。

　──残らない、と。




「……そう」

　咲さきが小さく呟つぶやいた。

　一いつ瞬しゆん、咲が遠く離れていくように見えた。

　まるで俺おれだけが元の世界に戻り、咲だけがこの世界に残ってしまうかのように。

「違う！」

　俺は咄嗟とつさに咲の手を摑つかんだ。

　摑めた。咲は手の届く距離にいた。それなのに、俺は咲を遠くに感じた。

「そうじゃない！」

　俺は否定した。自らの言葉の誤った意味を否定した。

「俺は、お前を連れて元の世界に戻るんだ」

　それが俺の持つ答えだ。

　咲がどんな答えを期待していようが関係ない。

　噓うそでも、偽いつわりでも、ごまかしでもない答えはこれしかない。

「真実を捨てて、一緒に帰ろう……いや、連れて行く。絶対に」

　俺は咲を引き寄せ、抱だきしめた。

　それは拘こう束そくの意味しか持たない抱ほう擁よう。

　決して離さないように。

　ここに残していくことがないように。

　なぜこんなことを言うのか、咲を問いただす気にはなれなかった。

　どうせこの世界から帰れば、忘れてしまうのだ。

　聞いたって意味がない。

　……決して怖かったからじゃない。

「咲、いいな？」

　俺の胸に顔をうずめた咲からは何の表情も窺うかがえなかったが、小さく頷うなずくのがわかった。

　俺はそれを信じて手の中の『コトノハ』を握にぎり潰つぶした。

　七色の粒りゆう子しとなり、カイリの想いは消えていった。

　咲の姿が薄うすれ始める。真実を捨てる決意をしてくれたのだ。

　俺も真実を捨てると、心の中で誓ちかう。

　今度こそ真実は闇やみに葬ほうむられる。

　だが、それでも構わない。

　俺の選んだものに間違いはないのだから。

　俺は咲を抱く腕うでに、再び力を込める。

　咲は俺の胸に顔をうずめたまま、服をぎゅっと摑んでくる。

　咲は俺の答えをどう思ったのか。
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　不満だったのか、それとも納得してくれたのか。

　咲さきの選択肢しをなくした俺おれの選択を──

「刻也ときや、あなたは優しい。

　──でも傲ごう慢まんだわ」




　　　　　　　　　◆




　スラムに戻ったのは朝になってからだった。部屋では隣となりでヒトが眠ねむっていた。

　神しん殿でんに盗ぬすみに入ったボクは、巫女みこに見つかって長い時間お説教をされた。後からやってきたヒトは懺ざん悔げをしボクに『コトノハ』を返してくれた。

　結局、ヒトの両親の言葉が込められた『コトノハ』はなかった。

　だから信じるのはヒトに宛あてた遺い書しよだけだ。

　でも変わらない。

　ヒトを守るために、自ら命を落とした両親。間違った愛情。けれど、それでも愛情だ。

　ヒトは信じないと言うかもしれないけれど、きっといつかわかるときが来る。

　なぜなら、ヒトだって自分の分を食べずに、ボクにパンを分け与えてくれたのだから。

　ボクは手の中の『コトノハ』を見つめた。

　赤あか子ごだったときのボクを抱だくお母さん。

　そこに言葉はなかったけれど、その愛を感じることはできる。

　疑ったときもあった。憎にくんだこともあった。

　でも今は違う。

　ボクの中で何があったかはわからない。

　何かを忘れてしまったような気もしている。

　けれど。

　なぜか今は信じることができる。

　ボクは捨てられたのではないのだと。

　ボクは愛されていたのだと──

　それだけで、ボクたちは救われる。生きていくことができる。

　だから今はこう思う。

　お母さん。あなたの子に生まれてきてよかった、と。




　　　　　　　　　◆




　気がつくと『付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん』の居間にいた。

　どうやら休きゆう憩けい中ちゆうに眠ねむっていたらしい。

　と、店のほうから咲さきが顔を覗のぞかせる。咲の目も少し赤く目の端はしに涙なみだが滲にじんでいた。店頭でうつらうつらとしていたのだろうか。

「あー、疲れた」

　と、都と和わ子こさんが長い髪かみをぼりぼり搔かきながら、階段を降りて居間にやってくる。

　その腕うでの中には昨日きのう、都和子さんが買い付けてきた『アンティーク』があった。

「で、それがどんなものかわかりましたか」

　ああ、と都和子さんは頷うなずいてその説明をしてくれた。

「いつ、誰に、どんな想いでも託たくすことのできる『アンティーク』らしい。名前は『コトノハ』だ」

「へー、珍めずらしいですね」

「確かに珍しい能力ではあるかな？」

「そうじゃなくて、買い付けに行って本物を引いてくるのが」

　俺の鋭い指し摘てきに都和子さんは拳げん骨こつで返事をした。

「だって昨日の壺つぼも偽にせ物ものだったじゃないですか！」

「うるさい。あれはあれで値打ちもんだ！」

「でかいだけで邪じや魔まですよ」

「そういや、あれはどこに置いたっけ？」

「知りませんよ。店のどっかでしょ？　ったく、そんなこと言って、これも実は偽にせ物ものじゃないでしょうね？」

　俺おれは都と和わ子こさんがテーブルの上に置いた『コトノハ』を手に取った。




　──。




　一いつ瞬しゆん、『ヴィジョン』かと錯さつ覚かくしたが違った。

　何だろう。今の感覚は。

「どうしたの、刻也ときや」

　咲さきが声を掛けてくる。

「いや、何でもない。気のせいだ」

「そう。じゃあ店に戻って。そろそろ休きゆう憩けいは終わりよ」

「へーい」

　俺は『コトノハ』を置いて店に戻る。

「少し寝てたろ？」

「いいえ」

「目が赤いぞ」

　咲はぱっと小さな手で目を覆おおう。だが相変わらずの無表情だ。

　相変わらずの……。

「どうかした？」

「いや」

　何か大事なことを忘れているような気がしたが──

　きっと気のせいだろう。













　　　第四章　本音







　誰だって本音を隠かくしている。

　誰だって思っていても言わないことを持っている。

　誰だって言いたくても言えないことを持っている。

　それを意を決して伝える人がいる。

　それが不意に伝わってしまう人がいる。

　それを決心がつかず伝えられない人がいる。

　そして最後まで伝えることができなかった人がいる。

　俺おれはどうだろう。

　俺の本音はどこにあるのだろう。

　……まだわからない。

　この想いが確かなものかわからない。

　俺は伝えるべき想いがあるのかもわかっていない。




　　　　　　　　　◆




「何でこんなことになったんだろう？」

　待ち合わせ場所である駅前の時計台の下に立ちながら、わたしは自問した。

　日曜日。普段ならバイトをしている時間だった。

　そのバイトは休みをもらってきた。

　このわたしが、である。

　でもこの休みは都と和わ子こさんから言われたのだから、仕方がない。

　オーナーが休めというのだから、それは従うべきである。店員として、経営者──都和子さんを経営者というかは別だけど──の言うことに逆らってはいけない。

　だからわたしはバイトを休んだのだ。

　決して望んで休んだわけじゃない。

　だからこうしてこの駅前の時計台の下で待っているのも仕方のないことなのである。

　わたしが望んで待っているわけではないのである。

　そう。わたしは人を待っている。

　日曜日の正午前。

　時計台の下に立ちながら。

　少し緊きん張ちようして。

　わたしは彼を待っている。

　……そう。わたしだって緊張するのだ。

　こんなふうに彼と出かけるために、待ち合わせをしているときくらいは。




　　　　　　　　　◆




「何でこんなことになったんだろう？」

　待ち合わせ場所である駅前の時計台の下に向かいながら、俺おれは自問した。

　日曜日。普段ならバイトに向かっている時間だった。

　そのバイトは休みをもらってきた。

　……いつぞやも同じようなことを考えた気がする。いや、あのときの待ち合わせはもっと早かったか。第一、相手が違うし……。

　まあとにかく、この休みは都と和わ子こさんから言われたのだから、仕方がない。

　オーナーが休めというのだから、それは従うべきである。店員として、経営者──都和子さんを経営者というかは別だが──の言うことに逆らってはいけない。

　だから俺はバイトを休んだのだ。

　決して望んで休んだわけじゃない。

　だからこうしてこの駅前の時計台の下に向かっているのも仕方のないことなのである。

　俺が望んで向かっているわけではないのである。

　ちなみにいつぞやのときと違い、今回は咲さきも知っている。

　というか、咲も都和子さんに同じことを言われたクチだ。

　つまりは、待ち合わせの相手が咲だということだ。

「本当に何でこんなことになったんだろう？」




　　　　　　　　　◆




　始まりは昨日きのうのことだった。

　いつもどおり都和子さんが買い付けに行った商品の話をしていたときのことだ。

　その『アンティーク』の名前は『コトノハ』と言った。

　いつ、誰に、どんな想いでも託たくすことのできる『アンティーク』だそうだ。その葉に想いを込めれば、望んだ人に望んだ時にその想いを届けることができる。それが、たとえ自分が死んだ後であっても。

『アンティーク』にしては珍めずらしく人に優しく、ためになるものだと思えた。

　鉢はち植うえの植物のような形をしたその『コトノハ』から、都と和わ子こさんが七色に輝く葉を二枚千ち切ぎって、

「二人に一枚ずつやろう」

　と、わたしたちにくれた。

　わたしと刻也ときやは都和子さんに渡された七色の葉を手に、顔を見合わせる。

「珍しいですね？　都和子さんが『アンティーク』をくれるなんて」

　今までないことではなかったけれど、珍しいことに変わりはない。都和子さんは『アンティーク』が人の手に渡ることを嫌きらう。自分が『アンティーク』のコレクターというだけでなく、『アンティーク』が使いようによっては人を不幸にしてしまうものだからだ。

「まあ、これはどうしたところで不幸にはなりえないだろうしな」

「はあ」

「それに、二人にだって伝えたくても口に出せない言葉くらいあるだろう？」

　わたしと刻也は同時に顔を見合わせ、

「別にわたしは刻也に伝えたくても口に出せない言葉なんてないです」

「別に俺は咲に伝えたくても口に出せない言葉なんてないです」

　揃そろって都和子さんの言葉を否定した。すると、

「別にあたしは誰に、とは一言も言っていないぞ」

　都和子さんはとてもいやらしいあの笑みをにたりと浮かべた。

　わたしと刻也は再び顔を見合わせ、

「都和子さんの言い方がそういうふうに聞こえただけで、深い意味はないです」

「都和子さんの言い方がそういうふうに聞こえただけで、深い意味はないです」

　また同じことを言ってしまった。

「はっはっは。まあ、いいさ。そのまま持ってな」

　都和子さんはまったく取り合ってくれず大口を開けて笑って、『コトノハ』を持っているように促うながした。

「別にいりません」

「俺も。言いたいことがあれば口で言います」

　けれど、都和子さんはわたしたちが突き返そうとした『コトノハ』を押し返し、

「いいから持ってな。いつか必要な時が来る」

　都和子さんが受け取る気がないのであれば返すこともできず、わたしと刻也はもう一度顔を見合わせ、『コトノハ』を受け取ることにした。

　でも本当にこの『コトノハ』を使ってまで伝えたい言葉なんてない。

　刻也の言葉ではないけれど、もしも伝えたいことがあるなら、わたしは自分の口で言う。

　って、別に都と和わ子こさんの言うように、刻也ときやに特別言いたいことがあるわけじゃない。まして、伝えたいけど口に出せない言葉なんて、本当にない。

　……たぶん、ない。

「まあ、言いたいけど言えないってほどじゃないけど、あるにはあるか」

　でも、刻也はわたしと違って、そんなことを口にした。

「え？」

「ん？」

　わたしが思わず刻也を見ると、刻也は何でもないことのようにわたしを振り向いた。

「それってわたしにってこと？」

「まあ、そうだけど」

　わたしは刻也を凝ぎよう視しする。

　それってどういうこと？

　わたしに伝えたいけど口に出せない言葉があるということ？

「それって、……なに？」

　わたしはつい聞いてしまう。

　別にそこまで知りたいわけじゃない。

　どうしてもというわけじゃない。

　でも気にはなる。

　ほんの少しだけ、気になってしまう。

「まあ、あれだ」

　刻也は少し言いずらそうに、あるいはどう言おうかと思案していたけれど、やがて言葉がまとまったかのようにわたしを見つめた。

　わたしも刻也を見つめ返し、その言葉を待つ。

「いつも思ってはいたし……」

「……うん」

「何度か言おうとは思っていたんだが……」

「……うん」

「単刀直入に言うと……」

「……うん」

「黒の服ばっかりって変だぞ」




「…………はい？」




　たっぷり二十秒は固まって、わたしは聞き返した。

「いや、だからな。黒好きなのはわかるんだけどさ、たまにはこう違うのも着たらどうだって思ってさ。いつも全身黒ずくめっておかしいだろ？」

　……言うに事欠いて、それ？

「いや、同じような服をいっぱい持ってるってのは知ってるよ。だから同じ服を着てるんじゃないってことくらいわかってるけどさ」

　そんなことが、わたしに伝えたいけど口に出せなかった言葉なの？

　わたしは急速に冷めていく気持ちを抱かかえながら、

「わたしも常々思っていて言わなかったけれど……」

　そう前置きして、静かに──いつも以上に静かな声でわたしは言い返した。

「いつも安物ばかり着ている刻也ときやに、服のことを言われたくはないわね」

「なっ！」

「確かにバリエーションは少しだけあることは認めるわ。ええ。少しだけね。でも着ているものは安物。しかも安くていいものじゃなくて、安くて相応のものばかり。一番いいのって制服なんじゃない？　バイト中に着ているその服だって襟えりがよれよれじゃない？　それってこの前買ったんじゃなかった？　一度洗濯したくらいでそんなふうになっちゃうなんてどうなのかしら？」

「そこまで言うか！」

「あら、まだ言い足りないくらいよ。先週の休みに着てきた私服、あの色の組み合わせはないんじゃないかしら。しかも色いろ褪あせていたわよ。安物だからだと思うけど」

「安物安物って、安物なのは仕方ないだろ！　バイト代安いんだから」

「わたしはバイト代が安いながらも、きちんとやりくりしていいものを買っているわ。もちろん値段以上にいいものをね」

「お前は生活費を出してないだろ？　俺おれはその分、服に掛ける金はあまりないんだ」

「わたしがどれだけ少ない生活費をやりくりしていると思っているの？　それにわたしだって一部は出しているわ。たとえバイト代が安くて売り上げが低くて家計が苦しくて洋服にお金を掛けられなくても、いいものを買うことはできるわ。要はセンスの話よ」

「そうは言っても、お前のほうがバイト代多くもらって、服に金掛けてるのは事実だろ？」

「当然よ。わたしはあなたの倍以上の時間を働いているんだから」

「俺は学校があるんだ。大体昼なんて客も来ないし、やることないだろうが」

「確かにお客様は滅めつ多たに来ないけれど、急に来られたお客様に対応するのも仕事の一つよ。それにわたしは商品管理もしているの。安いバイト代以上の働きをしているわ」

　と──

「……お前たち、いい加減にしておけよ」

　都と和わ子こさんが押し殺した声で静かに割って入ってきた。

　なぜか、都と和わ子こさんが怒っていた。

　どうしてかしら？　うるさすぎたかもしれないわね。

　迂闊うかつだったわ。刻也ときやの暴言に当てられて、らしくもなく大きな声を出してしまったのね。

「すいません、都和子さん。大きな声を出してしまって」

「咲さきがあんなこと言うからつい」

　わたしたちはうるさくしたことを謝ったけれど、都和子さんの怒りは収まらなかった。

「そこまで言うなら、お互いに買い物に行って相手の服を選んでこい。安いバイト代でどっちがセンスのいい服を買ってこれるか、あたしが判定してやる！」




　というわけで。

　わたしと刻也は次の日の日曜日に待ち合わせをして、お互いの服を選ぶこととなった。

　あのときはお互いに平静ではなかったので、そのことを了承し、勢いで待ち合わせの時間と場所を決めたけれど、こうして落ち着いてみると、この展開は、なんというか……

「……デートみたい」

　ぶんぶんとかぶりを振る。

　こ、これはあくまでお買い物。別にデートなんていうほどのものではないわ。それに都和子さんに言われてあくまで仕方なく来ているだけなんだから。

「あ、いけない」

　首を振った勢いのせいで髪かみが乱れてしまったわ。

　わたしは手鏡を取り出して、乱れてしまった髪を手て櫛ぐしで梳すいた。たまたま被かぶってきた帽ぼう子しの位置もずれてしまったのでついでにきっちり直す。

「うん。完かん璧ぺき」

　……別に必要以上におめかしをしているわけでも特別オシャレをしているわけでもなく、これはただの身だしなみ。いつもどおりのことなんだから。

「待った？」

　唐とう突とつに声を掛けられ、わたしはびくっと振り向いた。

　でもそれはわたしに掛けられた声ではなく、同じ場所で待ち合わせをしていた別の女の子に向けてのものだった。

　時計を見ればもうすぐ正午。大体周囲の待ち合わせ時間も同じようなものだろう。そんな男女が次々と「待った？」「全然」とか「お待たせ」「もう、遅い」とか「だーれだ」「ダーリンね」とか「ただいま」「お帰りなさいませ。ご主人様」とかやっていた。

　さて。そろそろ刻也も来る頃合いだ。

　わたしも刻也を迎えてあげなければならない。

　でもいったいどういうふうにすればいいのだろう？

　自じ慢まんではないけれど、わたしは待ち合わせをしたことがない。

　もちろん普通の待ち合わせくらいはしたことがある。

　こういった待ち合わせをしたことがない、ということだ。ううん、こういったと言っても、これだって普通の待ち合わせ。単に買い物に行くために待ち合わせをしているだけ。

　……刻也ときやと、というのが特別なだけ。

　特別と言っても変な意味はなくて、刻也と待ち合わせをしたことがないという意味。

　いえ、あったかしら？

　でもこういう形の待ち合わせはない。

　だからこういう形って、別に普通の待ち合わせに過ぎないけれど。

　単に日曜日のお休みの日に、お買い物に行くために、刻也と待ち合わせしただけなんだから。

　いけない。そんなことよりも、早く考えなければいけない。

　時計を見る。待ち合わせの時間まであと十秒。

　やってきた刻也を、わたしはどうやって迎えるべきなのだろう？

　周囲を観察した結果、刻也は「待った？」と声を掛けてくる可能性が高い。

　その場合、わたしは「全然」と答えるべきだろうか。

　それとも、三十分待ったと正直に伝えるべきだろうか。

　遅れてはいけないと、時間に几き帳ちよう面めんなわたしは仕方なく三十分くらい前に着いてしまったけれど、この三十分はあっという間だった。待ったという感覚はない。

　何より、わたしが三十分早く着いてしまっただけで、刻也が待ち合わせ時間に遅れたわけではない。

　第一、三十分も前に来ていたら、気合が入っていると誤解されてしまうかもしれない。早く着いてしまったのはあくまで時間に几帳面なだけなんだから。

　となれば、第二案の「いま来たところ」が妥だ当とうだろうか。

　でもそれはそれで噓うそになってしまう。こういう噓をついていいものだろうか。

　でも昨晩読んだ「これであなたもデートマスターになれる！」という本（夜に慌あわてて書店に買いに走った）には、その噓は常じよう套とう句くで相手を思いやる言葉なので無難でお勧めとあった。

　やっぱりこれがいいわね。

　そうこうしているうちに、時計の針が待ち合わせの十二時を超えてしまった。

　ちょっと待って。

　これでもし刻也が「待った」と聞いてきて「いま来たところ」と答えたら、わたしは遅刻したことになってしまうのではないかしら。

　初めての待ち合わせで遅刻したなんて思われてはよくないのでは？

　でも刻也も遅れてきたわけだし……。

　でも昨晩読んだ「これであなたもデートマスターになれる！」という本には、こうあった。

「最初のデートで相手が少しくらい遅れても怒っちゃダメ。それはきっと前日に緊きん張ちようしすぎて寝られなくて寝坊してしまったり、服を着ては気合入れすぎと不安になって着替えたり、髪かみ形がたをセットしてはうまく決まらないとやり直したりしたからなの。楽しいデートのためには、待ち合わせのちょっとの遅刻なんて気にしない！」

　でも、刻也ときやも「これであなたもデートマスターになれる！」という本を読んだことがあるとは限らないから、わかってもらえないかもしれない。

　やっぱり「いま来たところ」では危険すぎる。

　第一案に戻って「全然」か「三十分プラス五分待った」と伝えるべきだろうか。

　ああ、第一案なのに二つもある。迂闊うかつだったわ。これではさっきのは第三案で、これが第一案と第二案ね。

　なんて、そんなことを考えている場合ではない。

　わたしは第一案と第二案のどちらを選べばいいのだろう？

　早く決めないと。刻也がもうすぐ来てしまう。

「ああ、ここにいたのか？」

「！」

　と、背後から刻也の声が聞こえた。

「人が多いな。少し探したよ。待ったか？」

　ま、待って。これは想定外だわ。

「待ったか？」と聞かれるのは想定内だったけれど、刻也が時間どおりに待ち合わせ場所に着いていて、わたしを探すのに手間取っていたケースは想定していなかった。

　この場合は素直に「三十分と五分待った」にするべきか、それとも無難に「全然」と答えるべきか。それとも方向転換してやっぱり「今来たところ」にするべきか。でもそうすると刻也を探していなかったわたしは五分遅刻したことになるわけだし、どうすれば……。

「咲さき？」

「いらっしゃいませ」

　混乱するわたしの口から出てきたのは、わたしがもっとも使い慣れた言葉だった。

　やっぱりわたしの天職は接客業だ。
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「いらっしゃいませ」

「…………は？」

　咲はわけのわからないことを口にした。

　寝ぼけているのだろうか。

　確かに俺おれも少しばかり寝不足ではあった。目が赤くないか心配だ。

　咲さきの目は赤くはないが、少し疲れている様子だった。まあ、日曜日に人込みにいるような奴やつではないので、ここでの待ち合わせはイマイチだったかもしれない。

　ただ、少し疲れていそうではあったが、気合は入っている様子だった。

　俺が言うのもなんだが、いつもよりも明らかに気合の入った恰かつ好こうをしていた。

　色は変わらずに黒だけど、頭には日差しを遮さえぎるためではない装飾品としての小さな帽ぼう子し、普段よりも細身のブラウスに、タイトなロングスカートは前部分に膝ひざ辺あたりまでスリットが入っていて、中のニーソックスがちらちら見えた。他ほかにも、少しだけヒールの高い革かわ靴ぐつ、手には革のバッグ。左手首には黒革ベルトの腕うで時計。そして髪かみ形がたもいつもと違いツインテール。
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　それを見て、昨日きのうのことを思い出す。

　あの咲があそこまで饒じよう舌ぜつになるくらいだから、俺はよっぽど逆げき鱗りんに触ふれたようだ。それが今日の恰好にも現われているのだろう。

　服のこととなると咲はうるさい。いや、黒のこととなると、だろうか。

　とにかく余計なことを言ってしまったものだ。

　もしあんなことを言わなければ、こんなことにならなかったのに。

　こんなこと──咲と二人で買い物デー……いや、買い物だなんて。

　……いや、まあ、正直なところ、バイトも都と和わ子こさん公認で休めたわけだし、決して悪い気はしていないんだが、どうせならこういう形でなかったほうがよかったような気もする。

「どうしたの？」

「いや、何でもない。早速行くか」

　俺おれは咲さきを連れ立って、待ち合わせ場所近くの駅ビルの中に入っていった。

　以前にも利用したことがあるが、この近辺で買い物といえばここになる。

「ここなら服の店も多いだろ。それに飯を食うところもあるからな。ちょうど昼だし、最近できたパスタの店が人気みたいだけど行ってみるか？　ああ、紅茶の美味おいしい店もあるぞ。少し高いけど咲はそのほうがいいか？　ただケーキはその隣となりの店のほうが美味しいんだけどな」

「……随ずい分ぶん、詳くわしいのね」

「そうか？　普通だろ？」

　昨日きのう、コンビニで買った雑誌とクラスメイトの新しん庄じようから仕入れた知識を湯水のように吐き出しつつ、俺は何でもないことのように返した。

　ちなみに今紹しよう介かいした店で行ったことがある店はない。だから評価は雑誌と新庄──正確にはその彼女──の受け売りだ。

　つまり、寝不足の原因はこれだった。

　前回別の人と来たときは考えなしだった上に、相手も色々知っていた。

　だが咲がこういうことに詳しいとは思えない。

　服とかの買い物は別として、こういったところは一人で食事をするのには向かない。だから必然的に咲が知っているとは思えなかった。

　二人で「どうしようか？」なんて立ち往おう生じようするわけにはいかない。

　だから仕方なく調べてきたというわけだ。

　……決していい恰かつ好こうをしたかったからではない。

　また事前に調べてきたことを偉えらぶる気もない。

　だから雑誌や友達から情報を入手したなどとは言わない。

　……決して慌あわてて調べたことが格好悪いからではない。

　本当である。

　さて、咲はどこを選ぶか。「任せる」というのであれば、パスタの店にすることに決めている。ちなみにお勧めはパスタもだが、ラザニアだそうだ。グラタンでもリゾットでもなく、ラザニアだ。

「朝食が遅めだったからあまりお腹なかは空すいていないわ。すぐに洋服を見にいきましょう」

「そ、そうか」

　……そのパターンは想定していなかった。

　まあ、いい。出費が抑おさえられたと思えば悪くない。

「まずはわたしがよく行くお店に行きましょう。幸いこのビルの中にあるから、そこで刻也ときやの服を選んであげるわ」

　咲さきはそう言い、すたすたと歩いていってしまった。
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「……随ずい分ぶん、詳くわしいのね」

　わたしは思わずそんなことを言っていた。

　内容は普通だけど、込められた気持ちに少しささくれのようなものがあった。

　刻也ときやがこういう場所に詳しいことに少しだけ違和感があった。どちらかというと面めん倒どうがって、お店とかはどこでもいいと言うか、好きなところでいいと任されるのかと思った。

　きっと学校の友達とよくここに来ているのだろう。

　そう。きっとたぶん、友達と。

　……何だか胸がもやもやした気分になる。

　胸焼けかしら。別に重たい物を食べたわけでもないのに。

　でもお腹なかが空すいていなかったのは事実。

　人込みで疲れているか、慣れない状況で少し余よ裕ゆうがないのかもしれない。

　だからわたしは刻也との会話を打ち切るように、足早に洋服のお店に向かった。

「ここがお前のよく来る店か？」

「ええ」

　わたしは通い慣れた店に到着し、少しだけ気持ちが落ち着くのを感じる。

　普通洋服のお店は上の階にあるけれど、この店は地下にある店だった。流行はやりものを扱う店ではないので客数も比較的少なく、この落ち着いた雰ふん囲い気きが好きだった。けれど扱う商品は決して悪くない。もちろん女性物だけでなく、男性物も取り揃そろえている。

「いらっしゃいませ。舞まい野のさん」

　顔見知りの店員の人が声を掛けてきてくれる。都と和わ子こさんより少し年下だけど、持っている雰囲気はもっと柔らかく、大人おとなびていた。

　と、その顔が「あら」といった顔になった。刻也を連れているからだろう。

「今日は彼の服を見み繕つくろいに来たんです」

「そうですか。ゆっくり見ていって下さいね」

　彼女はそう言うとレジのほうに戻っていった。この店は変な押し売りをしないので服をゆっくりと見ることができる。わたしがここを選ぶ理由の一つだ。

「こっちよ」

　わたしは刻也を案内する。

　刻也にどんな服を着せるかの構想はすでにあった。

　刻也ときやはいつも「ラフ」というか「楽」な感じを好むので、もう少しシックな感じでまとめようと思う。以前スーツ姿を見たけれど悪くはなかった。でもスーツはやりすぎなので、

「これなんてどう？」

　わたしは、染め柄がらのＴシャツに詰つめ襟えり風ふうのジャケット、そして革かわのパンツと一ひと揃そろえ選んだ。

「試着室はあそこよ」

　刻也はわたしが選んだ服を手に試着室に入っていき、しばらくしてから着替えて出てきた。

　うん、悪くない。似合っている。わたしはご満まん悦えつだった。

「いいんじゃない？　刻也自身はどう？」

「ああ、いいと思う」

「そう？　じゃあ、これに決める？　それとも別のものも着てみる？」

　でもわたしの見立てでは、内容も値段的にもこれが一番いいと思う。

「そうだな。これにするか。じゃあ、咲さき。支払い頼む。俺おれは着替えてくる」

「え？」

「俺がお前の服の分を出すんだ、当然だろ？　両方出せとか言うんじゃないだろうな？」

「そんなつもりはないわ」

「じゃ、頼むぞ」

　刻也は試着室に戻っていった。

　そっか。選ぶだけじゃなかったんだ。

　だったらもっと高いものにしてあげればよかった。刻也のお財さい布ふを気にしてこれにしたのに。

　わたしは支払いをしにレジに向かった。

「プレゼントですか？」

　会計をしながら、店員の人が話しかけてきた。

「……そうみたいです」

　そうね。これはプレゼントになるのね。

　わたしは無意識に服の中にあるペンダントに触ふれていた。

　少しだけ、あのときの気持ちが思い出された。

　今となっては懐なつかしい、でも大事な思い出の一つ。

「何かいいことでもありましたか？」

　店員さんに声を掛けられ、わたしは思わず「え？」と聞き返す。

「何だか、そんなふうに見えたものですから」

「別に、何でもありません」

　さすがわたしが目標とする接客業の店員の一人。表情が顔に出ないわたしを見て、そんなことを思うなんて。……あれ？　でも何かいいことなんてあったかしら。でも確かにさっきまでのもやもやした気持ちはもうなくなっていた。

「そうですか。ところで珍めずらしいですね？　お連れの方がいるなんて。どういったご関係ですか？」

「アルバイトが一緒なんです」

「仲がよろしいんですね？」

「あの、別に、そういう関係じゃ……それよりこの前言っていた最新作のワンピースはありますか？」

　わたしはごまかすように話を切り替えた。

「あら、ごめんなさい。うちの分は売り切れちゃって、本店でないと今はないんです。また補充できたら連絡しますね」

「いえ、また来ますから」

　店員さんが試着室にいる刻也ときやから受け取った服の梱こん包ぽうを終えると、こんなことを言ってくれた。

「でも本当にいいご関係なんだなと思いますよ。なんていうか、舞まい野のさんの雰ふん囲い気きがいつもよりやわらかい感じで、心を許しているような、ね」

　心を許している。

　そうかもしれない。

　刻也はわたしが心を許せる唯一の……。

　わたしはさっきまでのささくれだった気持ちが、温かいものに覆おおわれていくのを感じた。
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　試着をしてみると、いつも俺おれが着ているものよりもツーランクは上等な服だった。

　その割に値段はそこまで高くない。まあ、確かにいつも買っているものよりははるかに高いのだが、目が飛び出るというほどでもない。

　そして何より、全身黒がベースなのだが、俺自身一発でこれらの服を気に入ってしまった。

　……咲さきの奴やつ、本気だな。

　本気で自分の力を見せ付けようとしている。

　昼飯をどうするかなんて考えていた俺が甘あまかった。

　これはそういうことじゃなかった。

　どちらのセンスが上であるかの勝負なのだ。

　いいだろう。俺の本気も見せてやろう。

　俺は気合を入れ直し、試着室を出る。

　咲が洋服の入った紙かみ袋ぶくろを手に待っていた。

「よし。今度は俺の番だな」

　店を出てエレベーターを待ちながら俺おれが言うと、咲さきが俺の服を引っ張ってこう言った。

「ねえ、お腹なかが空すいてきたから、さっき言っていたパスタ屋さんに行きましょう？」

「ん？」

　気勢をそがれ、俺は間の抜けた声を出した。

「ダメ？」

「いや、別にいいけど」

　自分のターンを終えた余よ裕ゆうというやつか。

　まあ、少し冷静になる時間ができたと思えば悪くはない。

　何より昨日きのうの晩の下調べが無む駄だにならずに済むしな。

　俺と咲はパスタだけでなくラザニアも美味おいしいという話の店に向かった。




　店に入ると昼食時で混んでいたが、運良く二人席が空あいて、そこに案内された。

　咲がメニューを開くのを見計らい、俺は何でもないことのように言う。

「ここはパスタの店だけど、ラザニアもお勧めなんだ」

「そうなの？　じゃあ、それを頼もうかしら」

「じゃあ、何かパスタとそれを頼もうか？」

「ラザニアはどのくらいの大きさなの？」

「大きさ？」

「ええ。パスタも頼むと多いかしら？」

　……それは知らなかった。付つけ焼やき刃ばの知識の限界にいきなり達した。量を気にするとは想定外だ。

「い、いや、そこまで多くはないと思……いや、ないぞ」

「そう……」

　そこまで悩むことなのだろうか。

「まあ、多かったら俺が食べてやるよ」

「そうね。じゃあ、パスタはカルボナーラにでもしようかしら」

「イカ墨すみスパゲティもあるぞ。黒だし」

「……お歯黒にする趣味まではないわ」

「そりゃそうだ。飲み物は紅茶でいいよな？」

「ええ。食後にお願い」

　俺は店員を呼んで、注文をする。

「カルボナーラと茄な子すとひき肉のミートソースを」

「はい」

「それからラザニアを一つ」

「……えー、申し訳ありません。当店にはラザニアは置いていませんが」

「え？」

　何だって？　話が違うぞ、新しん庄じよう。この店はラザニアがお勧めだったんじゃないのか。

　ちらりと咲さきを見ると、咲はいつもの無表情でこちらを見ている。

「お、おかしいな。前に来たときはあったはずなんだけど、メニュー変わったのかな」

「いえ、当店は開店当初からラザニアはお出ししてませんが」

　余計なこと言うな！　俺おれは心の中で叫ぶ。

「当店のお勧めで、ラザニアでなくラビオリならありますが」

「じゃ、じゃあ、それで」

　……新庄、「ラ」しか合ってねぇじゃねぇか。って、ラビオリってどんな食べ物だっけ？

　と、我に返って咲の反応を見る。やはり変わらず無表情で、どう思ったかは読めない。

「わ、悪かったな」

「いいわよ。ラビオリも美味おいしそうだし」

「よく考えたら、ラザニアがお勧めなのは違う店だったよ。似たような店に色々行っているから、間違っちまった」

　俺は言い訳がましいことを──事実言い訳だが──口にして空から笑わらいをした。

　と、咲の目がじーっと探るような目になった。

　いかん、付つけ焼やき刃ばの情報というのがばれたのだろうか。
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　パスタもラビオリもとても美味しかった。

　刻也ときやお勧めのラザニアが食べられなかったのは残念ではあるけれど、またの機会にすればいい。

　……別にまたを期待しているわけではないけれど。

　あの後、紅茶を頼み忘れたことに気づいて、刻也お勧めの別のお店に行ってみた。けれど、間の悪いことにテレビの取材中だった。しばらく待ってはみたけれど、撮影が思うように進まず夜からの営業になるそうだった。

　ここもまた今度行ってみたいと思う。

　……別に刻也と一緒にというわけではないけれど。

　それにしても刻也が詳くわしいのはコンビニのお弁当くらいかと思っていたけれど、こういう店も知っているとは意外だった。

　しかも、似たようなお店にも色々行っているらしい。

　生活することでいっぱいいっぱいかと思っていたけれど、結構遊びに行く余よ裕ゆうはあるのね。

　そっか。生活費を切り詰めて遊ぶお金を溜ためているのね。遊びに行っているのは高校のクラスメイトかしら。

「さて、そろそろ服を買いに行くか？」

「せっかくだから少しお店を見て回らない？」

「ん？」

「ダメ？」

「いや、別にいいけど」

　パスタもラビオリもとても美味おいしかった。ただ、わたしには少し量が多かった。これから洋服を買いに行くというのに、お腹なかいっぱいご飯を食べてしまうなんて迂闊うかつだわ。

　……ウェストのサイズに影響が出ないかしら。

　一人のときならまだしも、刻也ときやが選んだ洋服が入らないなんてことになるわけにはいかない。

　少し歩いて、お腹を落ち着かせなくては。

「じゃあ、ぷらぷらするか」

「ええ」

　わたしと刻也はレストラン街から階を下って、適当にお店を見て回った。

　ショッピングモールというと大げさだけど、ビル内はインテリアやインポート雑貨、電気店、ＣＤショップなど、様々なお店があった。

　ただ歩いているだけでも十分時間は使えそう。

　ここはデートスポットなのだろう。周囲を見れば家族連れよりはカップルが多かった。

　……もしかすると、わたしと刻也もそう見られているのかしら。

　そう思うと、こうして並んで歩いていることがとても気恥ずかしく思えた。周囲の人からはそう見えないだろうけど。

「ああ。そういえばこの前、お前の好きそうな本の特集やっていたぞ」

「わたしの好きな本？」

「ほら、これであなたも○○になれるとかいうノウハウ本や自己啓けい発はつ本みたいなやつ」

　別にわたしはああいうのが好きなのではなく、必要な情報が載のっているから読んでいるだけだ。

　わたしが好きそうな本、を刻也がどう解釈しているかは別として、せっかくの申し出なので本屋に寄ってみることにする。

「あれ？」

　と、刻也が辺りをきょろきょろと見回した。

「どうしたの？」

　本屋の特集コーナーには、恋愛小説コーナーが作られていた。

　まあ、小説だって嫌きらいじゃない。わたしは平積みされている本の表紙を適当に眺ながめていた。わざわざ店員さんに尋たずねてきてくれた刻也ときやは残念そうに言った。

「終わっちまったみたいだ」

「そう？」

「悪いな」

「いいわよ、別に。気にすることじゃないわ」

　知りたいこともないのにそういう本を買う気はない。

「この前来たときには確かにやってたんだけどな」

「ふーん。学校の人と？」

「え？　あ、いや……一人で学校帰りに参考書でも買おうかと思って」

　噓うそね。刻也が参考書を買うなんてありえない。何でそんな噓をつくのかしら？　ん？　ということはもしかすると一人というのも……。

「それよりちょっと向こうの店行かないか？　雑貨屋があるんだ」

　刻也はごまかすように言って、本屋を出た。本当は新刊小説でもチェックしようか思ったけれど、仕方なく刻也の後を追う。

「どんなお店なの？」

「女の子向けの小物が売ってるんだ」

「へー」

　刻也の後をついていくと、女子中高生が集まるような可愛かわいい小物の店があった。といっても、ファンシー雑貨と呼ばれるものでわたしの趣味ではない。

　しかも刻也が一人で来るようなお店ではない。

　じーっと刻也を見ていると、

「ああ、確かに見た感じお前好みじゃないかもしれないけど、お前にも似合いそうなものがあったんだ」

　刻也は見当違いなことを言って、店の中に入ってわたしを手招きする。

　仕方なく刻也に続いて店に入る。

　そこには女子中高生でも気軽に買えそうな品物が並んでいた。ただ、どれもわたしの好みに合いそうにない。

「あれ？　この辺にあったんだけどな」

　刻也はペンダントが並んでいるところを見ている。

　わたしにペンダントを買えというのだろうか。

　わたしがしているペンダントのことは忘れてしまったのだろうか。

　それとも他ほかのペンダントをしろということなのだろうか。

　わたしは替えがきくもの、だなんて思っていないのに。

「もういいわ」

　わたしは刻也ときやを置いて、その雑貨屋を出た。

「あ、おい」

　刻也が慌あわててわたしの後を追ってくる。

「いや、前に来たときに本当にあったんだ」

「学校の人と？」

「え？　……あ、ああ。そうだよ。新しん庄じようとな」

「へぇ。新庄君ってずいぶん可愛かわいい趣味を持っているのね？」

「え？　あ、いや、あいつの彼女へのプレゼント選びに付き合ったんだ。彼女へのプレゼントくらい自分で決めろってのにな？」

「そうね。で、そろそろ洋服を見に行かない？」

「そ、そうだな。そろそろ行くか？」

　と、刻也は上の階へ行くエスカレーターのほうに向かった。

　わたしは後についていきながら、後ろを振り返る。

　やっぱり一人で来るようなところではないと思ったけれど、男友達と来るお店でもない。プレゼント選びも怪しいところだわ。

　じゃあ、誰と来たのかしら？

　……そういえば前に女の子と来ていたのって、確かこのビルだったわね。尾び行こう……じゃなくて偶ぐう然ぜん見かけたのは確かにこのビルだった。忘れていたなんて迂闊うかつだわ。

「まったく」

　その子と同じルートを通っていることを不満に思うべきか。

　その子といるときにわたしのことを考えてくれたことを喜ぶべきか。

「……複雑な気分だわ」




　　　　　　　　　◆




　ツイテない。本屋も雑貨屋も目当てのものがなかった。

　服を買うこと以外は食事のことしか頭になく、他ほかのことは考えていなかった。とりあえず思いつくままに行ったことのある店を覗のぞいてみたが、咲さきの好みに合うようなものは置いていなかった。もう少し臨りん機き応おう変へんに動けなかったものか。応用力がないとはこのことだ。

　咲御ご用よう達たしの店を出た後はいい感じだったが、今は何だか変な空気になってしまった。

　おそらく咲は付つけ焼やき刃ばの情報を疑い始めているだろう。

　こうなったら服選びで名めい誉よ挽ばん回かいだ。

　いや、服選びは勝負だった。

　だがあいつにさすがと思わせることに関しては同じだ。ここが勝負どころであることに変わりはない。

　服の店についても調べている。といっても新しん庄じようの彼女の情報だからどうなのかはわからない。せめて一週間後だったら調べる時間もあったんだが。ただ、雑誌でも紹介されているような店だというから決して変な店ではないだろう。店のお勧めの服なら間違いあるまい。

　間違っても休みだなんて言ってくれるなよ。

　上りのエスカレーターに乗っていると、店が少しずつ見えてくる。

　……開いていた。よかった。これで休みだった日にはもう立ち直れない。

　俺おれは咲さきを手招きして、その店の前に案内する。

　咲はしばらく店の外から中の様子を見回し、

「完全に女物しかない店ね」

「ああ。お前の服を選ぶんだから当然だろ？」

「誰と来たの？」

「は？」

「誰と来たの？」

「いや、誰とっていうか……。な、何でそんなこと気にするんだよ？」

　いかん。完全に怪しまれている。

「……だって、刻也ときやがわたしの服を選んでくれるんでしょう？　他ほかの人のお勧めを選んでもらっても意味がないわ」

　す、鋭い。

「あ、安心しろ。俺の行く店は男物しかないから、ここを選んだだけだ。ここは有名な店だから前を通ったことがあって、いい服があるなーって思ってたんだ。服だって俺がちゃんと選んでやる」

　俺はとっさに噓うそを並べ立てた。今日何度目の噓だろうか。

　もしも噓を見抜く『アンティーク』があれば、とんでもないことになっていただろう。

　……ああ、あったな。そんな『アンティーク』も。

　俺は咲の耳を見たが、もちろんそんなものはついてはいなかった。ほっと一息。

「……そう。じゃあ、選んでもらおうかしら。ちゃんと刻也が選んでね」

「わ、わかってるよ。店員なんかに頼るか」

　ああ、自分で自分の首を絞しめてしまった。




　　　　　　　　　◆




　お店は結構広く大おお勢ぜいのお客様で賑にぎわっていた。

　展示されている洋服も、Ｔシャツやワンピースやジャケット、パンツやスカートと種類も豊富だった。

　これだけあれば、どんなニーズを持ったお客様でも、気に入る服の一つくらい見つかるだろうと思えた。

　わたしは刻也ときやを見上げる。

　本当に前を通ったことがあるだけなのかしら。

「言っとくが、いつもどおりの格好ができると思うなよ」

　刻也はそう言って、奥に消えていった。

　嫌いやな予感が背中を駆かけ抜けたのは気のせいだろうか。




　　　　　　　　　◆




「いつも同じ格好ばかりしている彼女は冒険できない性格。そんな彼女の服を選んであげるなら、いつも彼女が着ている服と正反対のものを選ぶべきだ」

　その理論から導き出した服とは、

「これだ！」




　　　　　　　　　◆




　そんな刻也が選んできたのは、黄色のＴシャツと緑色をしたショートパンツだった。

「これは嫌がらせなのかしら？」

「いや、本気だ」

「本気の嫌がらせというわけね？」

「違うって。たまには黒以外の格好もしたらどうだってことだよ。元々そういう話だったろ？」

「そう。あなたはわたしにこういうのを着せたいと思っていたのね？」

「いや、その言い方はちょっと違うが……」

「じゃあ言い換えると、おへそが出そうなくらい丈たけが短くて体のラインが露ろ骨こつに出るようなＴシャツとお尻しりが見えそうな程度の生き地じしかないショートパンツ姿のわたしを常日頃から想像していたというわけね？」

「言い方に棘とげがあるぞ。しかも悪いほうに変わってる」

「そういうのは想像だけにしておいて」

「想像……？」

「前言撤てつ回かい。想像もやめなさい」

　わたしは刻也ときやの爪つま先さきに革かわ靴ぐつの踵かかとを落とし、痛がっている刻也に構わず持ってきた洋服を突き返した。

「やり直し」




　　　　　　　　　◆




「ファッションにこだわりのある彼女はオリジナリティを重視する性格。そんな彼女の服を選んであげるなら、彼女が着たことのないような奇き抜ばつな服を選ぶべきだ」

　その理論から導き出した服とは、

「これだ！」




　　　　　　　　　◆




　そんな刻也が選んできたのは、ピンクのナース服のような代しろ物ものだった。

「これは嫌いやがらせなのかしら？」

「いや、本気だ」

「本気の嫌がらせというわけね？」

「違うって。普段着るような服を選んでも意味がない。元々そういう話だっただろ？」

「そう。あなたはわたしにこういうのを着せたいと思っていたのね？」

「いや、その言い方はちょっと違うが……」

「じゃあ言い換えると、なぜか胸元の布がハート型に切り取られていて、かつ太ももがむき出しになるような膝ひざ上うえ二十センチのナース服でわたしに看かん病びようされることを常日頃から期待していたというわけね？」

「言い方に棘とげがあるぞ。しかも悪いほうに変わってる」

「そんなにナース服が好きなら、今度いい病院を紹介してあげるわ」

「病院……？」

「脳神経外科をね」

　わたしは刻也の爪先に革靴の踵を落とし、痛がっている刻也に構わず持ってきた洋服を突き返した。

「やり直し」




　　　　　　　　　◆




「小物に力を入れている彼女はとても細やかな性格。そんな彼女の服を選んであげるなら、色々な遊びのある服を選んであげるべきだ」

　その理論から導き出した服とは、

「これだ！」




　　　　　　　　　◆




　そんな刻也ときやが選んできたのは、水着と羽根でできたわけのわからない代しろ物ものだった。

「これは嫌いやがらせなのかしら？」

「いや、本気だ」

「本気の嫌がらせというわけね？」

「違うって。いつも店に籠こもっているから、たまにはこういう開放的なものもいいだろ？」

「そう。あなたはわたしにこういうのを着せたいと思っていたのね？」

「いや、その言い方はちょっと違うが……」

「じゃあ言い換えると、水着にしか見えない服を着て、後は体のあちこちにピンクや黄色の羽根をつけたわたしが踊おどっている姿を常日頃から妄もう想そうしていたというわけね？」

「言い方に棘とげがあるぞ。しかも悪いほうに変わってる」

「そんなにサンバが好きなら、今度大会の日程を調べておいてあげるわ」

「サンバ……？」

「パスポートでも用意してなさい」

　わたしは刻也の爪つま先さきに革かわ靴ぐつの踵かかとを落とし、痛がっている刻也に構わず持ってきた洋服を突き返した。

「やり直し」




　　　　　　　　　◆




「普段流行はやりものとは無縁な服を着ている彼女は、雑誌やテレビに流されるのが格好悪いと思っている意固地な性格。そんな彼女の服を選んであげるなら、あえて流行に乗ってみるのも一つの手。選んでもらったという免めん罪ざい符ふがあれば結構気に入ったりするかも」

　その理論から導き出した服とは、

「これだ！」




　　　　　　　　　◆




　そんな刻也ときやがその後に選んできたのは──

　例えば肩かたどころか鎖さ骨こつまでむき出しになるワンピース。

　例えばしゃがんだらお尻しりが見えてしまいそうなローライズのデニム。

　例えば胸の部分以外は透すけているシースルーのキャミソール。

　例えば切れ込みがあちこちお尻にまで入っている七分丈だけのハーフパンツ。

　しかも色は白、ピンク、水色などと基本的に明るい色のものばかり。

　さらに言うなら、露ろ出しゆつが多いものばかり選んでくるのは気のせいだろうか。

　何というか。

　本当に嫌いやがらせなのではないだろうかと疑ってしまうほどに。

　真剣に刻也の服を選んであげたわたしが馬鹿なのではないかと思うほどに。

　刻也が持ってくる洋服は試着の価値すらないものばかりだった。

　いくら普段と違う服と言っても限度というものがある。

　確かに、刻也が選んでくる服はこの店の売れ筋商品なのかもしれない。店の他ほかの女の子たちはそういったものを手にとって試着室に消えていく。

　でも。

　はっきり言わせてもらう。

　相手がわたしだということをわかっているのだろうか。

　もう一つ言わせてもらう。

　正気なのだろうか。




　　　　　　　　　◆




「全然ダメじゃねぇか、お前ら！」

　と、俺おれは店の奥に引っ込んで、参さん謀ぼう役やくに文句をつけた。

　参謀役──それは新しん庄じようを始めとする、クラスメイトたちだった。

　断言するが、こいつらがここにいるのは俺の作戦ではない。昨日きのう咲さきとのことを相談してしまったため、新庄が彼女の赤あか沼ぬまを連れて勝手に来てしまったのだ。しかも新庄はクラスメイトの一人にそれを話し、その一人は別の一人に話し……結局、クラスの半分くらいの奴やつらがこの店に来ていた。

　ちなみに俺が自分で選んだ服は赤沼に却きやつ下かされた。

　黒では意味がないが、咲のことを考えて少しでも黒に近いようにと、焦こげ茶のシャツとグレーのスカートを選んでいた。

　曰いわく、最悪だそうだ。

　しかも皆が同意した。ショックを受けた俺おれに新しん庄じようたちは持論を展開し、各自お勧めの服を持っていくように言った。

　結果は見てのとおり惨ざん敗ぱい。

「次は誰の番だ？」

「オレ」

　と言ってそいつが持ってきたのは、表現する気にもならんような代しろ物ものだった。

「もういい！　俺が選ぶ！」

　任せておけという新庄の意味不明な自信にすがることにした俺が馬鹿だった。もっと早く気づくべきだった。こいつらは遊んでいるだけなのだと。




　　　　　　　　　◆




「……じゃあ、こんなのはどうだ？」

　刻也ときやが持ってきたのは、襟えり付つき袖そでなしのワンピースだった。ただし色は赤黒のチェック柄。気を利かせたのかスカートは丈たけが膝ひざ上うえだけど色は黒だった。今日履はいている黒のニーソックスとも合うような気がした。

「これならぎりぎりセーフだろう？」

「余よ裕ゆうでアウトね」

「あのな」

「と言いたいところだけど、まあいいわ」

　仕方なくわたしはそれを受け取った。

「刻也はこういうのが好きなのよね」

　何着も選んだ刻也の額ひたいに汗あせが浮かんでいるのが見えた。気に入ったかと言われれば、ベースが赤なだけに全然だったけれど、必死に選んでくれていることは窺うかがえる。

　それに今、刻也が持ってきたものはこれまでのものに比べたらまだマシと思えた。黒が入っているのが妥協点。この際だから仕方ない。突っ返してばかりなのも可哀想かわいそうなので、買う気はないけれど、試着くらいならしてあげよう。

「少し待ってて」

　わたしは洋服を手に試着室へと入り、刻也に渡された服を着てみる。

　でも、鏡の前に立つわたしは、やっぱり違和感があった。慣れていないというだけじゃなくて、何だか根本的に違う気がする。

　このまま元の服に着替えようかと思ったけれど、わたしは試着室から出ることにした。

　何度か持ってきたものの傾向から考えるに、刻也ときやはこういう明るい色味の服が好きなのだろう。わたしに似合うはずもないものを持ってくるということは、そういうことのはず。

　だったら少しくらい見せてあげてもいいのかもしれない。

　……で、でも別に刻也に見てもらいたいからじゃない。わたしにこういう格好は似合わないと、刻也にわからせないといけないからだ。

　うん。そうすれば刻也も黒の良さをわかってくれるはず。

　と、服の外に出ていたペンダントが鏡の向こうで揺れる。

　あのときもこういう格好をしたんだっけ？

　今となってはもう懐なつかしい出来事だ。

　あのときの自分と今の自分が少し重なり、気持ちも思い出される。

　あのときもかなり恥ずかしかったけれど、今だって同じようなものだ。

　考えてしまうと、何だか頰ほおが紅潮してきてしまった。

　もう少し試着室の中にいよう。




　　　　　　　　　◆




「……やっとか」

「ふっふっふ。オレたちの作戦勝ちだな」

「どこがですか。全敗のくせに」

　自信満々なクラスメイトの野や郎ろう共どもに、紅こう一点の赤あか沼ぬまが呆あきれたように言う。

「洋服や髪かみ形がたのイメージチェンジを図るのは勇気のいることだ。だから最初にド派手なのを持っていって、その後にいつもと毛色が違うものを持っていけば、まだマシかと思って着られるようになる」

　新しん庄じようの発言にうんうんと頷うなずくクラスメイトの野郎共。

　そんな深い考えがあったかどうかは知らないが、一理ある。

　その証しよう拠こに、普段なら絶対に着ないような服を手に咲さきは試着室に入っていった。あれを最初に持っていっていたら、

「黒じゃないから嫌いやよ」

　とか言って、突っ返されていたかもしれない。

「だが作戦はこれからだ」

　参さん謀ぼうの新庄が安あん堵どした俺おれの鼻先に指を突きつける。

「あれで十分だろ？」

「馬鹿言え。今度は逆だ。一度日頃と違うものを着たからにはタガがはずれる。今度は少しずつ派手にしていくんだ」

「いや、さすがに無理だろ」

「無理じゃない。いいか、来栖くるす。最終目標は最初に選んだピタＴとショートパンツだ！　百歩譲ゆずってシースルーのキャミソールだ！」

「おう！」

　クラスメイトの野や郎ろう共どもが雄おたけびを上げた。

「すごい作戦ですね、先せん輩ぱいたち」

「だろう？」

「まさか舞まい野のさんの露ろ出しゆつの激しい格好が見たいからじゃないですよね？」

「ま、ま、まさか。あははははははは」

　笑顔で指し摘てきする赤あか沼ぬまさんは何だかとっても怖かった。

「見たいなんてそんな。そ、想像するくらいにしておくよ」

「想像もすんな」

　とりあえず新しん庄じようたちの頭を殴なぐって、妄もう想そうに登場させられた咲さきを搔かき消しておく。

「独占欲強すぎー」

　途と端たん、殴られた皆が俺おれを冷やかし始めた。

「うるせー」

　俺が怒ど鳴なると皆が爆ばく笑しようした。「ったく」と、俺も笑ってしまった。まあ、選んだ服はあれだったが感謝してるよ。言わないけど。

　さて、それはともかく、俺が選んだ服はどうだろうか。

　咲は決して厚着が好きというわけではない。暑ければ袖そでのないワンピースだって着るし、時と場合によってはスリット入りのチャイナ服を着たこともある。

　ただ色は黒だった。

　というわけで、俺の目標は露出を増やすのではなく、黒以外を着せたかった。

　別に黒が似合っていないわけではないし、黒が変なわけでもない。

　むしろ見慣れたこともあって、黒のほうが似合うと思っている。

　だけど、あそこまで執しゆう着ちやくすることはない。

　新庄の言葉ではないが、イメージチェンジには勇気がいる。少しばかり手助けをしてやりたいなんて気持ちにもなっているのだ。

　と、シャッと試着室のカーテンが開かれた。

　試着室から出てきた咲は、

「……どうしたんだ？」

　さっきまでと同じ服を着ていた。

　咲は静かに顔を上げると俺を──そのまま素通りして新庄たちのほうを見た。新庄とは面識があるから覚えているのだろう。声が聞こえていたのか、戸と惑まどいもない。

　咲さきに見られた新しん庄じようたちは身を硬くする。

　咲はそのまま試着室を出て俺おれたちのほうにやってくると、新庄の前に立った。

「新庄君」

「は、はい」

「ごめんなさい。わたしのことを知らないから無理もないと思うけれど、あなたたちの選んだ服はわたしの好みじゃないの」

　と、手にしていた服を新庄に渡した。

「あ、はい。すいません」

「あの、その服はあたしたちが選んだわけじゃ……」

　フォローしてくれようとした赤あか沼ぬまを、咲は一いち瞥べつで黙だまらせた。

「おい、彼女は悪くないだろ。それに服のことだって別に怒ることじゃ……」

　俺は咲の態度を咎とがめようとしたが、咲は聞く耳を持たなかった。

「刻也ときやも」

　咲は最後に俺を見み据すえ、

「わたしのことを何もわかっていないのね」

　と捨て台詞ぜりふを吐はいて、その場から去っていった。




　　　　　　　　　◆




　──何でわたしは怒っているのだろう。




　わたしがわたしを一番わかっていなかった。

　試着室の中で、刻也たちの声が聞こえた。カーテンを少しだけ開けて様子を見てみると、刻也の傍そばに新庄君たち男の子が何人かと女の子が一人いた。

　皆は何かを話していた。

　内容までは聞こえなかったけれど、刻也ではなく新庄君たちが服を選んでいたのは何となく察しがついた。

　おかしいとは思ったのだ。

　刻也があんな服を選ぶなんて。

　刻也ならわたしがどんな服を好むかわかっている。

　黒ばかりであることを変えさせたかったとしても、もっと落ちついた感じの服を選んでいたはずだ。

　じゃあ、刻也がわたしの服を選んでいなかったから怒っているのか？

　そうではない。

　今回の件は都と和わ子こさんから出た突とつ拍ぴよう子しもない話で、別に刻也ときやに服を選んでもらえることを望んでいたわけではない。

　その証しよう拠こに、わたしは楽しんでいた。

　端はたから見てもわからないかもしれないけれど、わたしはとても楽しかったのだ。

　待ち合わせをしたり。

　刻也の服をわたしが選んだり。

　一緒に外食をしたり。

　二人で本屋や雑貨屋を回ったり。

　そんな他愛たわいのないことがとても……とても……。




「────────」




　ああ、そういうことか。

　わたしは気づいた。

　なぜわたしが怒っているのか。

　なぜわたしの気持ちがささくれ立っていたのか。

　なぜわたしが事ある毎に刻也が誰と来たのかを問いただしてしまったのか。

　それは、刻也に友達がいるのだと気づかされてしまったからだ。

　もちろんそんなことは知っていた。

　刻也が昼間にたくさんの友達がいる学校に行っていることも。

　刻也が仕事中に友達と携帯電話でメールをしていることも。

　刻也がアルバイトのない日に友達と遊んでいることも。

　ちゃんとわたしは知っていた。

　今日、初めて知ったわけじゃない。

　でも初めて強く意識した。

　その足そく跡せきを辿たどってしまったから。

　刻也の周りに大おお勢ぜいの友達がいる姿を目まの当たりにしてしまったから。

　その中で、刻也が浮かべていた笑顔を見てしまったから。

　だからわたしは初めて実感してしまった。

　わたしの知らない世界が刻也にはあるのだということを。

　わたしがいなくても刻也には生きていく世界があるのだということを。

「そうだったのね」

　馬鹿なわたし。

　知っていても、実感しないように目を背けていた。

　そんな当たり前のことを、今さらながらにわたしは気づかされた。

「……いいのよ。これで」

　そう。これでいい。

　これが正しい姿だ。

　だからわたしはそれを喜ばなければならない。

　それなのに……喜べない。

　自分がこんなにも独占欲が強いなんて思わなかった。

　……ううん、わたしはきっと独占欲が強い。

　そんなことにも、今さらながらに気づかされた。

　わたしに刻也ときやを独占する気はない。

　でも刻也を独占しなければ、たぶんわたしは生きることすら許されない。

　……生きることすら？

　違うわね。

　もうわたしには何も許されない。

　すでにわたしは誰にも許されない。

　この独占欲もいつかは捨てなければならない。

　でも、今はまだ無理かもしれない。

　だからごめんね、刻也。

　今はまだ甘あまえさせて。

　でもいつか。

　いつかきっと……。




　　　　　　　　　◆




　メールをしたが返事がなかった。

　電話をしたが電源が入っていなかった。

　付つく喪も堂どうには、行っていない。

「はあ」

　悪いことをしてしまったな、と思った。

　今日は咲さきが俺おれの、そして俺が咲の洋服を選ぶために買い物に行ったのだ。

　事の発ほつ端たんはくだらないことであれ、そうなったのだからちゃんとそうすべきだった。

　服のことなんて怒ることじゃないと言ってしまった。

　ただそれは正しいと思う。

　おそらく咲さきは服のことを怒っていたんじゃないのだろう。

　以前、俺おれにもこんなことがあった。

　高校の友達といるときに、その友達が俺の知らない中学時代の友達と会って楽しそうにしていた。そのとき、何だか放っておかれたような疎そ外がい感かんや不満を感じた。

　たぶん咲もそういう気持ちだったのだろう。

　友達が少ないあいつは、俺よりその気持ちが強かったかもしれない。

　あいつにはあんな姿を見せないほうがよかった。

　特に今日のような日には。




「わたしのことを何もわかっていないのね」




　あの言葉は正直堪こたえた。

　俺はあいつのことをわかっているつもりになっていたからなおさらだ。

　あれほど一緒にいても、そんなことを言われてしまうくらいわかっていないのだ。

「どうすっかな」

　俺は見慣れた自分の家の蛍けい光こう灯とうに、一枚の葉を透すかしてみる。

　七色に光る『コトノハ』は綺麗きれいだった。

　もしも今、この『コトノハ』に謝罪の言葉を込めれば咲に届くのだろうか。

　届く、だろう。

　言葉自体は届くはずだ。

　だがそれが耳に届いても、胸に届くかはわからない。

　ましてや心に響くかなんて、わかりようがない。

　結局、俺にあいつの気持ちなんてわからないのだ。

　そう思うと、また少しへこんだ。




　　　　　　　　　◆




　インターフォンが鳴った。

　店側ではなく、家のほう。

　都と和わ子こさんは留る守すにしていたから、必然的にわたしが出ることになった。

　こんな時間にやってくるのは誰かしら。宅急便か訪問販売かもしれない。

「どちら様ですか？」

　ドアを少しだけ開けると、そこには誰もいなかった。

　代わりに紙かみ袋ぶくろが一つ。

　どうやら宅急便だったようね。

　わたしはドアを開け、その紙かみ袋ぶくろを手に取った。

　袋の中には大きめの箱が一つ。

　その箱を開けると、中には洋服が一着入っていた。

　色は黒。いつもわたしが着ているワンピース。

　でも。

　それはわたしがよく行くお店の最新作のワンピースだった。

　たぶん。これを届けてくれた宅急便の人は、試着室で聞いていたのだろう。

　と、袋の中にレシートが入っているのに気づく。

　馬鹿ね。プレゼントにレシートを入れっぱなしにしておくなんて。

　わたしはそのレシートを見た。

　住所は例の店の本店。

　日付は今日。

　時間は朝十時と少し──開店の時間とほぼ同時。

　今日は月曜日だから、宅急便の人は学校を休んだことになる。

　そこまでしなくたっていいのに。

　そういうことをするから、わたしはあなたに甘あまえてしまうのよ。

　と、そのワンピースのポケットが光っているのに気づく。

　見れば、ポケットの中には七色に光る一枚の葉。

　それに手を触ふれたとき、わたしは光に包まれるような温ぬくもりを覚えた。




　お前にはこういうのが一番似合うよ──




　照れを隠かくして告げる、たったそれだけのそっけない言葉。

『コトノハ』が見せてくれた彼の姿と言葉はすぐに消え、視界が元に戻る。

　もったいない。

　せっかく都と和わ子こさんがくれた『アンティーク』だっていうのに。

　大体、伝えたいけど口に出せない言葉ってそれなの？

　それに何より。

「そういうことは面と向かって言いなさいよね」

『コトノハ』の見せる姿ですらそっぽを向く刻也ときやに、わたしは心の中だけで苦笑した。




　　　　　　　　　◆




「そういうことは面と向かって言いなさいよね」

「……やっぱり、そうだよな」

　咲さきの呟つぶやきに返事をして、俺おれは物陰から咲の前に出てきた。

「保険を掛けるなんてずるいわね」

「正直、会ってくれるかわからなかったからな。電話にも出てくれないし」

「あ」

　咲が珍めずらしく驚いた顔をした。

「電源切ったままにしていたの忘れてたわ」

「は？」

「だって、テレビの取材をしていたお店で電源を切れって言われて」

「そのときからか」

　俺は洋服の店を飛び出してからだとばかり思っていた。考えすぎだったというわけだ。

「素直にここに来ればよかったのよ」

「まったくだ」

『コトノハ』がなければ、すぐにそうしたかもしれない。だが『コトノハ』があったので、これをどううまく使おうかなんてことを考えてしまった。

　やっぱり『アンティーク』は使いようによっては人を不幸にする。頼りすぎはダメだということだ。なけなしの勇気を振り絞しぼって、ここに来ておいてよかった。

「わたしの不戦勝ね」

「は？」

　咲がわけのわからないことを言い出したので、思わず聞き返すと、咲は心なし偉えらそうに俺を指差していた。

「……ああ」

　咲が何を指差しているかというと、俺の洋服だった。

　咲が選んでくれた服を着てきたのだ。

　まあ、わずかばかりのポイント稼かせぎというやつだ。保険に保険を重ねる自分の狡こう猾かつさに乾杯だ。

「でも不戦勝ってことはないだろ？」

「あら、刻也ときやはわたしが選んだ服を買っただけでしょ？」

　咲は俺が学校をサボって朝一で買ってきた服を体の前に当て、勝ち誇ったように言った。

「はいはい。俺の負けでいいですよ」

　俺おれは両手を挙げ、降こう参さんの意を示した。

「今日は学校どうするの？」

「終戦記念日でお休み」

「じゃあ、お店に入りなさいよ」

　咲さきは手にした服を持って家の中に入ろうとした。

「咲」

　俺は咲を呼び止める。

「なに？」




「お前にはこういうのが一番似合うよ」




「！」

　面と向かって言えと言った咲自身が、慌あわててくるりと俺に背中を向けた。

「……な、何よ、面と向かって」

「面と向かって言えって言ったのはお前だろ？」

「さあ。忘れたわ」

　咲は憎にくまれ口を叩たたいて、俺の買ってきた服を持って家の中に入っていった。

　理り不ふ尽じんな物言いに文句をつけながらも、悪い気はしなかった。

　俺も家に入ろうとして、その前に俺の『コトノハ』を探した。

　が、ない。

　どうやら服ごと咲が持っていってしまったようだ。

　それは困る。

「おい、咲。その『コトノハ』を返せ」

　すると咲は家の中でくるりと振り返り、べーっと軽く舌したを出して面と向かって言った。

「贈った言葉は返せないのよ」

　そっと包み込むような形をした咲の両手が、七色に輝いてた。

　確かに言葉はくれてやったが、『コトノハ』まで渡したつもりはない。

　あれは一発勝負。残ってしまっては恥ずかしすぎる。

　ましてや都と和わ子こさんに見られたら、一生からかわれる。

「いいから返せ！」

　俺の叫びに取り合わず、咲は服と『コトノハ』を抱だいて行ってしまった。

　……やっぱり『アンティーク』は使い方を間違えると不幸になるようだ。

[image: ]










　　　あとがき




　付つく喪も堂どう骨こつ董とう店てん、五巻をお届けしました。いかがでしたでしょうか。

　都合で一時的に引越しをし、今回の原稿は初めて訪れた土地でもある名な古ご屋やで生まれました。エネルギーの源はひつまぶし、味み噌そかつ、味噌煮込みうどん、あんかけスパゲティ、そして手て羽ば先さきです。食が充実するというのはいいことです。外食ばかりですが。

　しばらくは名古屋飯パワーでがんばっていきたいと思います。

　さて、各章の簡単な紹介と雑談を。




・幸運

　刻也ときやたちはブログサイトで『アンティーク』と思おぼしき幸運を招くバングルを見つける。幸運のバングルは様々な種類がありその能力も異なる。刻也はその持ち主を探し出し、能力を確かめるのだが……といった話です。

　作中で出てくる不運（いつも電車が目の前で行ってしまうとか、信号が赤に変わってしまうとか）は何気に僕がいつも思っていることです。実際はそんなことないのでしょうが、どうしてもそう思ってしまうんですよ。皆さんもこんなこと思ったことありませんか？




・希望

　決して蓋ふたを開けてはならない『災さい厄やくの壺つぼ』。都と和わ子こが買い付けで仕入れてきたその壺にはある秘密が隠かくされていた……といった話です。

　とある神話をモチーフにした作品です。付つく喪も堂どうの話が生まれるのは、神話や伝承がきっかけの場合と、諺ことわざや語句がきっかけの場合があったりします。後は単なる思いつき（それを言ったらおしまい）。




・言葉

　気がつけば見覚えのない場所にいた刻也ときやと咲さき。二人の目の前で繰り広げられる光景には『災厄の壺』に纏まつわるもう一つの秘密が隠されていた……といった話です。付喪堂骨こつ董とう店てんにしては珍めずらしい二章からの続き物です。もしも順番どおりに読んでいない人がいるなら三章を読む前に二章を読むことをお勧めします（当たり前？）。




・本音

　都和子の陰いん謀ぼう（思いつき？）でお互いの洋服を買いにいく羽は目めになった刻也と咲。刻也は咲に対して見み栄えを張り、咲はそのせいで不信感を抱いだき……といった話です。

　いつものすれ違い話ですが、話の内容から一巻を書いていた頃を思い出してしまいました。一から三章とまったく雰ふん囲い気きの違う話を四章に持ってきていいものか相当悩みましたが、咲の良さに特化した話を書かないといかんと踏ん切りました。今となってはこのパターンが定着したので、入れてよかったなーと思っています。

　決断したあの頃の自分を褒ほめてあげたい！




　というわけで、五巻はこんな感じでお届けしました。

　皆様にお楽しみいただけたら幸いです。




　さて、それではいつものようにこの場を借りてお礼を。

　いつもお世話になっている担当の高たか林ばやしさん、苦労をお掛けしっぱなしのタケシマサトシさん、この本の出版にあたりご尽力いただいた皆様、そして何より付喪堂骨董店の読者の皆様。

　本当にありがとうございました。アンケート葉は書がきやファンレターまでいただけて僕は幸せ者です。

　それではまた次巻でお会いしましょう。





御お堂どう彰あき彦ひこ
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御お堂どう彰あき彦ひこ

『王道楽土』で第７回電撃ゲーム小説大賞[image: ＜]選考委員奨励賞[image: ＞]を受賞。写真は『アンティーク』──『鍋セット』。人を家に呼び寄せる力があるという（冬限定）。今年最初の犠牲者は豪華に牡蠣鍋で。しかし姉妹品の『鍋奉行』が見つからず……。
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イラスト／タケシマサトシ

11月11日生まれ。背景屋。引っ越しをしました。電車路線もかわったので降りる駅をたまに間違えます。２駅先から徒歩で帰るにはちょっと遠いかな…。
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